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　 この報告 書 は,日 本 自転車振興会か ら競輪収益 の一部で あ

る機械工業振興資金 の補助を受 けて 昭和59年 度 に実施 した

「海外 にお け る情報処理お よび情報処理産業の実 態調査」 の

一環 として とりまとめた もので す。







は じ め に

　 当協会 は,わ が 国にお ける情 報処 理の発展 に資す るため、昭 和43年 以来毎

年海外 に調査員 を派遣 し,ア メ リカおよび ヨーロ ッパ諸国における情報処理関

係 の諸問題の実態を明 らか に してまい りま した。本年度調査は,ヨ ーロ ッパ主

要国におけ るデータベ ースの関連技術 と振興施策およびサービスの現状を調査す

ることと し,政 府関係機関,サ ー ビス機 関および研究機関等を訪問 して その実

態を調査 いた しま した。

　 ここにその結果を と りまとめ,海 外の情報処理 に関心 をもたれる方 々のご参

考 に供 したいと思 います。

　 なお,本 調査の実施 に当 って,ご 支援,ご 協力 をたまわった調査訪問先等関

係各位 に対 し,心 よ り感謝の意を表 します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和60年3月
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調 査 の 概 要

1.調 査の 目的

海外諸国 にお ける情報処理お よび情報処 理産業 につ き,そ の実態 を調査す

ると共に,各 国での発展 の背景 と今後の動向を把握 し,わ が国 におけ る情報

処理 およ び情報処理産業 の発展 に資す ることを 目的 とす る。

2.'調 査 事 項

ヨー ロ ッパ 主 要 国に お け る次 の 事項 につ いて 調 査 す る。

・デ ー タ ベ ー スの 関 連 施 策

・デ ー タ ベ ー スの 関 連技 術

・デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビスの実 態

3.調 査 時 期

昭和59年11月18日(日)出 発

昭和59年12月2日(日)帰 国

4.調 査 機 関

訪問月 日 訪 問 先 名 ・ 住 所 国 名 機関種別

11月19日 GID(GesellschaftfUrlnformationund 西 ドイ ツ 国立情報

(月) DokumentationmbH:情 報 ドキ ュ メ ン 処理機関

テ ー シ ョ ン協 会)

住 所:LyonerStrasse44-48,n(±Box

710370,D-6000FrankfurtamMain

71

AFI(ArbeitsgemeinschaftfUrFachinforma 情報処理

tion) 政府関連

住 所:Herriotstraβe5,D-6000Frankfurt71 機関
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訪問月 日 訪 問 先 名 ・ 住 所 国 名 機関種別

11月19日 Fachninformationszentrum工bchnike。V 西 ドイツ 情報処理

(月) 住 所:Ostbahnhofsraβe13,Postfach 政府関連

600547,D-6000Frankfurt/M.1 機関

11月20日

(火)

INKA(InformationSystemKarlsruhe)

住 所:D-7514Eggenstein-Leopoldshahen2

情報処理
政府関連
機関

11月21日 ECOH(EuropeanCommisionHostOrgan一 ル クセ シ EC機 関

(水) isation) ブルグ'

住 所: 、177,RoutedEschL-1471Luxembourg

11月22日

(木)

Titus-TEXTILINFORM

住 所:CromforderAllee22,D-4030Ratingen1

西 ドイツ 情報処理
政府関連
機関

11月23日 GMD(GesellschaftfUrMathematikund 国立情報

(金) DatenYerabeitungmbH:理 数 デー タ協 会) 処理機関

住 所:Postfach1240,'SchloβBirlingnoven.

D-5205,St.Augustin1

BMWI(BndesministeriumfUr 政府機関

Wirtschaft:経 済 省)
'

住 所:VillemomblerStr.76,5300Bonn1

11月26日 MIDIST(MissionInterministeriellede
一

フ フ ン ス 政府付属

(月) 1'InformationScientifiqueetTechni-

que)

住 所:9,rueGeorgesPitard75015PARIS

機関

Telesystem-QUESTEL 情 報 処 理.

住 所:83/85,BoulevardVincentAuriol, 政府関連
'

75013PARIS 機関

11月27日 INRIA(InstitutNationaldeRecherch

(火) enInformatiqueetenAutoma一 国立情報

tique) 処理機関

住 所:DomainedeVoluceau-Rocquencourt,

B.R105-78150LeChesnayCedex

FRANCE

」'A 、、
/
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訪 問月 日 訪 問 先 名 ・ 住 所 国 名 機関種別

11月27日 CISI(CompagnieInternationalede
一

フ フ ン ス データベー

(火) ServicesenInformatique) ス ・サ ー ビ

住 所:35,BoulevardBrune-75680,
■

ス機関

ParisCEDEX14

11月28日 ADP(thaAssociationofDatabaseProd一 イ ギ リス データベー

(水) ucers:デ ー タ ベ ー ス ・プ ロ デ ューサ 協会)
〇 一"

ス ・フ ロ ア

住 所:Geosystems.P.O.Box1024,Westmin一 ユーサ団体

ster,LondonSW1,UK

11月29日 ASLIB(TheAssociationforInformation 情 報サービ

(木) Management) ス ・コ ンサ

住 所:InformationHouse26-27Boswell ルタ ント

StreetLondonWCIN3fZ 機関

5.調 査 員

ぴ 大 林 昇

関 本 貢

防衛庁技術研究本部数理研究室長

当協会開発部主任部員
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1総 論

 

.





1総 論

EC加 盟 諸 国 は,政 治 ・経 済 ・産 業 にわ た る種 々 の 問 題 に対 して共 通 の施 策

の 下 に,歩 調 を 合 わ せ て対 処 して き た。 デ ー タベ ー スの 分野 に っ い て も,1970

年 代 後 半 か らの サ ー ビス の基 盤 と な る通信 網Euronetの 構 築 と,オ ン ライ ン ・

デ ー タベ ー スサ ー ビスDIANEの 運 用 にそ の成 果 が 表 れ て い る。 ま た,各 国 内

に お け る情 報産 業 も,政 府 主 導 型 の構 造 とな って い る。

今 回 は,そ の よ うな特 性 を持 ったEC諸 国の 中で も,特 に そ の傾 向 が 強 い と

され る西 ドイ ツ,フ ラ ンス,イ ギ リズの 三 国 を訪 問 し,デ ー タベ ー ス の関 連 施

策,サ ー ビ ス面 につ い て の過 去,現 在 お よび 今後 につ いて調 査 した。 そ の うち,

施 策 面 に つ いて は 政府 関 連 機 関 を 中 心 に,サ ー ビス面 につ い て は プ ロデ ュ ー サ,

デ ィス トリ ビュー タ等 を 中心 に調 査 した。 ま た,そ ろ そろ サ ー ビスが 終 了 か と

噂 の あ ったEuronet-DIANEた つ いて も,ECと して 今 後 ど の よ うに対 処 し

て い くの か を,ル クセ ン ブル グのEC本 部 まで 足 を伸 ば して視 察 した。

な お,関 連 施 策,サ ー ビス面 以 外 に も,デ ー タベ ー スの発 展 を支 え る大 き な

要 因 で あ る デ ー タベ ー ス関 連 技 術 ・研 究 に っ いて併 せ て調 査 した。

い ず れ の テ ーマ につ いて も,訪 問 先 や 時 間 の制約 か ら,か な らず し も十 分 に

聴 取 で きな か った とは 言 え,入 手 した資 料 によって ある程 度不 足分 をカバーできた

もの と考 え る。 以 下 は,デ ー タベ ー スの関 連 技 術 と施策 お よ び サ ー ビス につ い

て 要約 した もの で あ る。 詳 細 につ いて は,「 皿 各 論 」 に記 して い る。

1.デ ー タ ベ ー ス 関 連 技 術

デ ー タベ ース の発 展 に は,そ の 背 景 にあ る情 報 処 理 技 術 が欠 かせ な い。 そ れ

に は,デ ー タベ ー ス管 理 シス テ ム(DBMS),通 信 技 術,検 索 技 術 等 が あ るが,

EC諸 国 において は多言 語 間 の翻 訳 技 術 も重要 で あ る。今 日で は,LANや 分 散

デ ー タベ ー ス に代 表 さ れ る よ うに,DBMSや 通 信 技 術 は 独 立 した テ ー マ で な

く,互 い に 関連 して きて い る。
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今 回 の調 査 に お いて も,次 の よ うな諸 技 術 ・研 究 を聴 取 す る こ とが で き た。

① 四 カ国 語 自動 翻 訳 シス テ ム(TITUS-IV)

② ドイ ツ研 究 情 報 ネ ッ トワ ー ク(DFN)

③ デ ー タベ ー ス シス テ ム

④ デ ー タベ ー スの ク リア リ ング

TITUS-IVは,西 ドイ ツの繊 維 協会TITUSが 国 内お よび 国 外 の繊維 産 業

の 協 力 の 下 に,作 成 して い る繊維 情 報 デー タベ ー ス の た めの 多言 語 間 の翻 訳 シ

ス テ ムで あ る。 英 語,ド イ ツ語,フ ラ ンス語,ス ペ イ ン語 の 四 カ国 語 を対 象 と

して い る。 シス テ ムの 開 発 は,フ ラ ンス繊 維 研究 所IFTが 行 った。 各 言語 で

書 か れ た繊 維 関係 の 文献 の抄 録 は,そ の まま の 形 で 入 力 す るので な く,シ ステ

ムで決 め られ た 構文 則 に則 って,あ らか じめ編 集 して お く必要 が あ る。 この 構

文則 は,四 カ国 語 が イ ン ド ・ゲ ル マ ン言 語 に属 した もの で,層似 通 って い る こ と

か ら,各 言 語 と大 き く掛 け 離 れ た もので な く,編 集 者 に と って は簡 単 に理解

で きる。 編 集 済 み の抄 録 を オ ンライ ン ・タ ー ミナ ルか ら入 力 す る と,シ ス テ ム

が 一意 に 定 め る こ とが で きな い言 葉 に関 して は,メ ッセ ー ジと共 に考 え られ る

意 味の 一覧 を表 示 して利 用 者 に選 択 させ る方 法 を採 って い る。 した が って,完

全 に 自動 化 され た もの で はな い が,人 工 知 能 の 発 達 が待 た れ る現 在,評 価 で き

る シス テ ム と言 え よ う。

DFNは,西 ドイ ツ国 内の 研 究機 関(国 立,民 間)に あ る資 源 の共 用 と,地

域 的 に分散 した場 所 に い る科 学 者 で 研 究 チ ー ムを 組 み,よ り強 力 な研 究 活 動 を

展 開 で き るよ うに す る こ と等 を 目指 した もの で あ る。 資 源 の 中 に は,当 然 の こ

とで はあ るが,各 機 関 所 有 の デ ー タベ ー ス も含 ま れ る。 この計 画 は,1982年

末 か ら開始 され,連 邦 政 府 の監 督 の下GMD(数 理 デ ー タ協会)等 が 中心 に な

り,翌83年 夏 に提 案 され た 基 本 概 念 に沿 って 着 々 と進行 して お り,2～3年

後 に サ ー ビス開 始 で き る模 様 で あ る。 ネ ッ トワー ク は,ISO-OSI基 準 と標

準 プ ロ トコル に基 づ い て い る。 主 な サ ー ビス の 内容 は,フ ァイル 転 送,TSS,

RJE,メ ーリングであ るが,グ ラフィック(画 像)サ ー ビスに は,力 を い れて い る。
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デ ー タベ ー ス シス テ ムに つ い て は,フ ラ ンスの情 報 自動化 研 究 所INRIA

に お い て研 究 開 発 中 の 分散 デ ー タ ベ ー ス シ ステ ムSABREと データベ ースマシ

ンvERSOシ ステ ムが あ る。SABREは ,移 植 性 を 考慮 した も ので,マ ル チ

マ イ ク ロプ ロセ ッサ構 成 で 動 作 す る。 この研 究 は1980年 か ら開 始 し,既 に

開 発 を 終 え て1984年 に68000マ イ ク ロプ ロ ッセ サ(モ トロ ー ラ社)を 使 っ

た マル チプ レクサ シス テ ムM90に 移植 した。 これ は,今 後 コ マ ー シ ャル ベ ー

ス に乗 せ る予 定 で あ り,そ の ため の準 備 を行 って い る。VERSOは,関 係 イ ン

タ フ ェ ー スを持 つ後 置 型 の デ ー タベ ー ス マ シ ンで あ り,1980年 か ら 開 発 を

開 始 した。 単 一 の プ ロセ ッサで あ り,200万 字/秒 の処理 速度 を持 ったハ ー ド

ウ ェ ア フ ィル タ を持 って い る。INRIAで は,こ れ以 外 に衛 星通 信 網 を用 い た

分 散 デ ー タベ ー ス シス テ ム にお け る問 合 わせ 処理 につ いて も研 究 して い る。

デ ー タベ ー ス の ク リア リ ングは,デ ー タベ ース が大 量 に作 成 され る と,そ の

中 か ら利 用 者 の要 求 に合 っ たデ ー タ ベ ー スを 見付 け 出 し効 率 良 い検 索 を行 うた

め に は,不 可 欠 の機 能 で あ り,我 が 国 で も最近 デ ー タ ベ ース振 興 セ ンタ ー(D

PC)で その 研 究 が 開 始 され た。今 回 の 調査 において は,Euronet-DIANEで

サ ー ビス されて い る約500の デ ー タ ベ ー ス に つ いて,冊 子 体 とオ ン ライ ンで

ク リア リング サ ー ビス して い るとの 情 報 を得 た。 それ は共 に 「DIANE-GU

IDE」 とい う名 称 で あ り,内 容 は デ ー タベ ースの 名 称 とその 概 要 およ び そ れ を

サ ー ビス して い るホ ス トとそ の所在 地等 の 問合 わ せ 先 の情 報 を案 内 す る もので

あ る。 冊 子 体 の もの は,デ ー タベ ース 名 を アル フ ァベ ッ ト順,分 野 別 に,ホ ス

ト名 を アル フ ァベ ッ ト順 に編 集 して い る。 な お,オ ンライ ンは 「ECHOCU

STMERSERVICE」 を通 じて サ ー ビス して い る。 ま た,前 述 のDFNに

お いて も,ク リア リン グ機 能 を持 つ との こ とで あ った が,詳 細 に は,明 らか に

され な か った。

そ の他 と して は,人 工 知 能(AI)シ ス テ ムの 研 究 開発 がGMD,INRIA

等 で始 ま り,今 後 活 発 な活 動 を展 開 す る もの と印 象付 け られ た。 特 にGMDは,

自動車 ユ ー ザへ の サ ー ビズ向 上 の た め の シス テ ムや 人工 腎臓 シ ス テ ムへ の 応 用
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シス テ ム な どを開 発 あ るい は研 究 中 で,西 ドィ ッにお け るAIの 中心的機関 に

な る と意 気込 んで い た。

2.デ ー タ ベ ー ス 関 連 施 策,

今 回 の 調査 で 最 も強 く印 象 づ け られ た こ とは,デ ー タベ ー ス は もと よ り情 報

関 連 施 策 は結 局 自国 で 行 な わ な け れ ば な らな い と認識 して い るこ とで あ った。

これ は ア メ リカお よ び 日本 に お け る情 報 産 業 の急 速 な発 展 と ヨー ロ ッパ 市 場 へ

の 圧 迫 に対 す る危 機 感 か らの 課題 で あ った。 か つ て の フ ラ ンスの ノ ラ ・レ ポL

ト 「他 国製 デ ー タベ ー スへ の 依存 は,文 化 的 植 民 地 とな り国家 的 危 機 につ なが

る」 の 報告 の影 響 もあ り,そ の対 応 の仕 方 は異 な る もの の ヨー ロ ッパ にお け る

情報産 業の発展 は,常 にその国の産業対策 に位置づけ られ,各 国と も出血覚悟

で デ ー タベ ース産 業 の育 成 に努 力 して い る様 子 が 見 られ た。 要 す る に,ヨ ー ロ

ッパ諸 国 は ア メ リカ製 デ ー タベ ース の進 出 に対 して危 惧 を抱 き,そ の防 衛 策 と

して の 施 策 を考 え な けれ ば な らな か った ので あ る。

アメ リカ は,1963年 の ワ ィ ンバ ー グ報 告 書 「科 学 と情 報 と政 策 ⊥ に基 づ く

政策 に よ るOTS(OfficeofTechnicalSerVice)の 設 立 か ら,翌64年 の

CFSTI(ClearinghouseforFederalSdentificandTechnicalInforma-

tion)へ の 改組,さ らに は,現 在 のNTIS(NationalTechnicalInforma-

tionService)へ と次 々 と政 府 の挺 入 れ に よ って デ ー タベ ー スの基 礎 固 め が 行

わ れ た 。 その結 果,科 学 技 術 分 野 で重 要 な大 型 デ ー タベ ー ス(NASA,NLM,

CAS,NTIS等)の 構 築 と流 通 の 振興 が な され た。

この よ うな ア メ リカの 動 きを 背景 に,1970年 頃 か ら ヨーロッパ で は科 学 技 術

分 野 の遅 れ の意 識 が 爆 発 的 に起 きた。 特 に,か って メ イ ンフ レーム分 野 .での ア

メ リカ系 企業 進 出 に よ って,ヨ ー ロ ッパ 国 内 市 場 と 国 内 メ ー カ に 大 き な 影 響

を 被 った 苦 しい経 験 か ら,こ とあ る ご とにEC共 同 体 と して の 政策 が と られ て

き た。UNIDATA政 策 は その例 で あ るが,は か らず も各 国 の思 惑 が 調和 せ ず

崩 壊 の 憂 目を 見 る こ とに な った。 その後,ECで は1982年 に緊 急課 題 と して
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「情報技術 の研究開発 に関す る ヨー ロッパ戦略 プログラム:ESPRIT(Eur-

opeanStrategic
.ProgrammeofResearch&DevelopmentinInformation

Tec㎞ology」 を策 定 して約50億 円 の予 算 を 計上 した。これ は情 報 処 理 の各 分

野,マ イ ク ロ エ レク ロニ ッ クス,ソ フ トウ エ ア,高 度 情 報処 理,オ フ ィス オ ー

トメ ー シ ョ ン(OA),統 合CAD/CAM等 に つ い て ヨー ロ ッパ 独 自 に研 究 開

発 を行 う もの で,現 在 も進 行 中で あ る。 しか し,今 回 の調 査 で は成 果 の評 価 は

各 様 で あ る との感 が あ った。

一 方 ,1971年 にEC委 員 会 にお い て ヨー ロ ッパ にお け る デ ー タベ ー ス用 オ

ンライ ン シス テ ムの 現 状 お よ び諸問 題 が聴 取 検 討 され た。 その 結果 と して,全

ヨー ロ ッパ を統 合 して 最 新 技 術 を 採用 した ネ ッ トワ ー クを構 築 す る採 択 が な さ

れ,E…n・ 嚇 想 が 生Ptた.活 動 本 拠 を ル ク セ ジブ・レグのEc鱗 内 に置 き,

6年 間 の 準 備 期間 が 置 か れ て,1977年 に活動 プ ラ ンが発 表 され 今 日ま で そ の

線 に沿 って 進 め られ て来 た。Euronet構 想 は と り もな お さず?メ リカに 従属 せ

ず,ま た ア メ リカ か らの援 助 も乞 わず ヨー ロ ッパ 各 国 の国 境 を越 え て ヨ ー ロ ッ

パ各 国共 用 シス テ ム を構 築 す る こ とで あ った。 その 結 果,1982年 ご ろか ら

Euronetの 下 で デ ー タベ ー ス サ ー ビスDIANEが 稼 動 を開 始 し,111頁調 に利 用 者

を伸 して き た。 そ の後,各 国 が 独 自のパ ケ ッ ト交 換 サ ー ビス網 を保 有 す る よ う

に な り,現 在Euronetを 利 用 して いるの は イ タ リア とオ ラ ンダの み とな って い

る。 しか し,両 国 も1985年 に独 自の パ ケ ッ ト網 が完 成す るた め,1984年 末

に はEuronetサ ー ビス を 終 了 し,そ の 後 は各 国 間 の 直接 の 接 続 に まか せ る こ と

に な って い る。Euronet-DIANEに 関 す る経 費 はEC委 員会 か ら支 出 され て

お り,今 後 の方 針 に つ いて もほ ど な くEC委 員会 か ら出 され る予 定 で ある 。

これ とは別 に,ECで は1985年 か ら開始 す る長 期 計画 と して,情 報 市 場 の

発 展 を 図 る プ ロ ジ ェク トを掲 げ,2,300万ECド ル(約40億 円)を 計 上 した。

これ は情 報 基 盤 整 備 に関 す る もの で,次 の6つ を テ ーマ と して い る 。

(1)特 許{2)バ イオ テ ク ノ ロ ジ(3)機 器 情 報(4)工 学

(5)イ メ ー ジバ ンク(6)EC諸 国 間 の情 報 格 差 の是正
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特 に(1)～(5)は,デ ー タ ベ ー ス をEC共 通 の 場 で 整 備 し よ う と す る も の で, .フ

ラ ンス のMIDISTが 中 心 と な って 進 め て い る 。

2.1フ ラ ン スの デ ータ ベ ー ス施 策

フ ラ ンス で は,1973年 に フ ラ ンス に お け る経 済 社会 発 展 の一 環 と して の情

報 政策,情 報 協 力 の 推 進機 関 と して設 立 さ れ たBNISTが1979年 に発展的解

消 してMIDIST(MissionInterministerielledel'lnformationScientifique

etTechnique)と して 新 発 足 した。

MIDISTは,現 在 フ ラ ンスの 科 学技 術情 報 に関 す る全 省 庁 の横 割 機 関 と し

て デ ー タベ ース の振 興 推 進 に取 り組 ん で い る。1984年 の 予算 は3,000万 フラ

ンで,そ の 中心 はQUESTELへ の 支 援,DARCの サ ー ビス体 制 の確 立,情 報

科 学 自動 化 研究 所INRIAへ の 助 成 が 含 まれ て い る。 フ ラ ンスで の主 要 な科 学

技術 分 野 の デ ー タベ ー ス開 発 は,CNRS(CentreNationaldeRechercheSci-

entifique)に 集 中 して お り,年 間 約50万 件 にの ぼ る理 工 学 お よ び 医学 分 野 の

文 献 情 報 がPASCALに 入 力 さ れ て い る。CNRS以 外 の民 間 で 作 成 されてい る

デ ー タ ベ ー ス は開始 当 初補 助金 を与 え るが除 々 に その額 を減 じ,で き るだ け経

済 的 に 自立 す るよ う指 導 して い る。 しか し国際 的 に重要 と考 え られ るデ ー タ ベ

ー スに つ い て は補 助 金 を 継 続 して い る
。

フ ラ ン スの情 報 政 策 は,国 内 で は 郵 政省 傘下 のTelesystem-QUSTELを 中

心 に デー タ ベー ス の総 合 化 を図 ろ う と計 画 し,ま た国 際 協 力 活動 も重 要 な課 題

と して い る。 したが って1971年 にECに お いてCIDIST(科 学技術 ・ドキュメ

ン テ ー シ ョン委 員 会)の 発 足 以 来,今 日 まで一 貫 して,そ の活 動 推 進 に努 力 を

怠 って い な い。 そ の例 が 化 学 分 野 の デ ー タベ ースDARCで あ る。DARCは パ

リ第7大 学 で 開 発 された化 学構 造 式 を 基本 としたフランス独 自のもので,す で に 海

外 か らの 利 用 率 は70%を 越 え て い る。 な お,MIDISTは 最近 新 庁舎 に移転拡

充 したが,こ れ らを総 合 す る と フ ラ ンス に お け る デ ー タベ ース 政 策 は極 めて 積
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極 的 に展 開 して い る と見 て よ い で あ ろ う。

2.2西 ドイ ツの デ ー タベ ース施 策

西 ドィ ッの情 報 ・ ドキ ュ メ ンテ ー シ ョ ン政 策 は,1971年 に 連邦 内務省か ら

発 表 され たIBS(情 報 バ ンク シス テ ム)お よ び1973年 に発 表 された実行計

画IUD(InformationundDokument)が そ の発 端 と な っ て い る。IUD

計 画 は,近 代 化 社会 の 知 識 の 増 加 な らび に情 報 の ニ ー ズに マ ッチ した情 報 サ ー

ビス シス テ ムの 編成 を うなが し,サ ポ ー トす る こ とを 基 本 と して い る。 ま た,

西 ドィ ッの諸 問 題 を 解 決 す る ため に,世 界 中の 情 報 を 収 集 活用 す る と と も に,

重 複作 業 や 誤 ま っ た投 資 を回 避 して,専 門 情 報 を よ り効 果 的 に収 集 す る こ とを

目的 と して い る。IUD計 画 実 施 に 当 って1974年 ～1977年 の4年 間 に総 額

4.5億 ドイ ツ マ ル ク 〈約450億 円)の 助 成 を行 った 。この 国家 的 プ ロ ジ ェ ク ト

の 実施 に は当 初IDW(InstitutftirDokumentationswesen;情 報 科 学 研 究 所)

が 当 った が,1978年1月1日 にIDWを 含 め た 代 表 的 な情 報機 関 を統 合 す る

政 府 出資 の非 営 利 特 殊 法 人GIDが 設 立 されて 引継 が れ た。IUD計 画 は,学

問 全 分野 を網 羅 す る専 門 情 報 分野 を16に 分類 して,そ れ ぞ れ に専 門情 報 セ ン

タ ーを設 立 しよ う と した もの で あ るが,今 日ま で9分 野が 完 成 した の みで,こ

の 計画 も今年 度 で 打 ち切 り とな り,今 後 は1985年 か ら開始 され る長 期 計画 で

見 直 され る こ とに な った 。(1984年 予算 は2,200万 ドイツマ ル ク 〔約20億 円〕

を 支 出 した。)こ のた め の補 助 金 は大 部 分BMFT(科 学 技 術 省)か らGID経

由で各 機 関 に助 成 され て い る。 な お,各 省 庁 か ら直接 助 成 され る機 関 もあ り,

た とえ ば 技術,電 気,交 通,繊 維 関 係 はBMWI(経 済 省)か ら助 成 さ れ て い る。

素材 情 報 セ ン タ ーに も補 助金 が 出 され,現 在 熱 力学,素 材 処 理 に関 す る デ ー タ

ベ ース を構 築 して い る。 ま た,技 術,企 画,企 業 情 報 には書 誌 的 デ ー タ ベ ー ス

と フ ァク トデー タベ ー ス の2種 類 の 構 築 を開始 して い る。
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表2-1専 門情報関係の予算

(単 位:DM)

年 度
所 管

1982

(実 施)

1983

(〃)

1984

(予 定)

1985

(〃)

1986

(〃)

1987

(〃)

BMFT(科 学技術省) 78,914,000 72,457,000 73,168,000 80,235,000 84,480,000 87,400,000

BML(農 林省) 7,000,000 6,000,000 6,000,000 6,000,000 6,000,000 6,000,000

BMJ(法 務省) 5,709,000 5,710,000 5,500,000 / / /
BMV(運 輸省) 300,000 300,000 390,000 390,000 300,000 300,000

BMI(内 務省) 3,226,000 3,445,000 3,,495,000 3,575,000 3,685,000 3,800,000

BMJFG(厚 生省) 21,262,000 23,352,000 23,106,000' 23,177,000 22,727,000 22,727,000

BMWI(経 済省) 3,342,000 11,280,000 12,000,000 12,400,000 9,800,000 9,800,000

合 計 119,753,000 122,544,000 123,659,000 125,777,000 126,992,000 130,027,000

注)1984年 以降は予定であり,計 画の見直しにより変更されるものと思われる。

デ ー タベ ー スで の使 用 言 語 は,初 期 に は ドイ ツ語 の もの が か な りあ ったが,

ドィ ッ語 で は他 国へ 市 場 を拡 大 す る ことが 困難 と な る た め,英 語 に不 馴 れ な工

業 技 術 者 を対 象 と して い るデ ー タベ ー スの 他 は,次 第 に英 語 に変 更 して い る。

しか し,GIDで は独 自性 も考 慮 して英 独2カ 国 語 にす る こ とを す す めて い る。

IUD計 画 は先 に も述 べ た とお り1984年 度 で 打 ち切 られ,新 た な長 期 計 画

に基 づ く情 報 政 策 が1985年 度 か ら開 始 され ることとな っ た。この見 直 し施 策 は

政 府推 進型 か ら民 間 主導 形 に乗 り換 え て,よ り国 際的 に協 調 し,西 ドイ ツが現

在保 持 して い る世 界 市 場 の1%シ ェ アを拡 大 す るた め に 専 門技 術 情 報 を さ らに

増 加 させ,オ ンラ イ ンサ ー ビス体制 を 強化 す る こ とを重 点 にお いて い る。 その

な か で化 学 部 門 を担 当す るFIZ4(INKA)は,CASに 協 力 して デ ー タの入 力

の み を受 け 持 って い たが,見 直 しの結 果,化 学情 報 分野 の不 整備 が 国 内 で 指摘

さ れ,1984年 にINKAとCASの 契約 に よ るSTN-KAの 設 立 行 為がな されて

い る。 この 行 為 は他 の ヨ ー ロ ッパ 諸 国 か ら不 安 と批 判 の 目で 見 られ て い るの は

否 め な い。 っ ま り,西 ドイ ツの現 状 は連 邦 政 府 の積 極 的 指導 に もか か わ らず,

一12一



ユ ーザ ・ニ ーズの 把 握,市 場 の 予 測 分析 等 に的 を得 て いな い点 も あ り,所 期 の

目的 を十 分達 して い る とは言 い きれ な い面 も見受 け られた 。

2.3イ ギ リス のデ ータ ベ ース 施策

イ ギ リス の経 済 的 困 難 は現在 も続 いて い る と言 え る。 た とえ ば,工 業 力 ,輸

出 力増 強 の た め の内 政,国 防 ・自由主 義 経 済 圏 防衛 の ため の協 力 お よ び外 交 ,

石 油問 題 や ヨー ロ ッパ 経 済 不均 衡 に対 す る ポ ン ド防 衛 など,い ず れ も苦 悩 の種

は つ き な い。 この よ う な情 勢 に あ って も情 報 政策 は重 要視 さ れ,政 権 交 代 にか

か わ らず そ の認 識 は 温存 され た。 と は い え,ア メ リカを例 と して各 国 が デ ー タ

ベ ー ス化 を政 府主 導 型 で 助成 して 基 盤 を作 った の に対 し,具 体 的 に は イ ギ リス

で は1969年 にCAB(CommonwelalthAgricuturalBureau)に 対 して 政 府

援 助 の もと にASLIBが 実 行 可 能性 に つ い て検 討 を行 った 程 度 で あ った 。

ア メ リカの情 報 技 術 の優 位 性 並 び に 日本 の第5世 代 コ ン ピュー タ ・プ ロ ジ ェ

ク トに対 処 す るた め に,情 報 技 術 相 は1982年 に情 報 政 策検 討委 員 会を設 置 し,

J.ALVEY氏 を委 員 長 とす る レポ ー トALVEYREPORTが ま とめ られ た。

この 報告 書 に基 づ き 「高 度 情 報 振興 プ ログ ラム」 が作 られ ,1983年4月 か ら

実 施 に 入 った。 この 振 興 方 針 の 特徴 は,単 に コ ン ピュ ー タのハ ー ドウ ェアや ソ

フ トウ ェア の みの 振 興 で はな く,デ ー タベ ー ス振 興 も重点 目標 に して い るの が

注 目 され る。 この プ ログ ラム は10年 間 の 長 期 計画 で あ るが,前 期5年 間 に

35,000万 ポ ン ドの 支 出 を予 定 し,そ の うちの500万 ポ ン ドが デ ー タベ ース振 興

に振 り向 け られ て い る。 他方,総 理 府 付 置 の 情報 技 術 審 議会 は,情 報産 業 の将

来 性 を予 測 して,特 に デ ー タベ ース分 野 に力 点 を お いて い る。

しか し,イ ギ リスの 環境 は基 本 的 に は民 間 主導 型 と な って い る。 今 回 の訪 問

でADP(theAssociationofDatabaseProducers*)の 例 会 に 出席 す る機 会 を

得 て,「 デ ー タベ ー ス の障 害 は な にか 」 の 討 論 をか い ま見 た。 その 要 因 と して

テ レコ ミニ ケ ー シ ョン,ダ ウ ンロ ー デ ィ ング,新 技 術 の開 発 問 題,検 索 サ ー ビ

*1976年 に設立 され ,現 在50の 民 間データベース ・プ ロデューサが会員 とな って いる。
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ス の困 難 さ な どが あ げ られて い たが,最 も飛 び交 って い た の は,"我 々 が 欲 し

て い る の は政 府 の補 助 金 で な く,膨 大 な 政 府保 有 の デ ー タで あ る","新 規 ユ,一

ザ 開 発 の 政 府 の 無 関 心 さ が 問 題 だ"と い った 活発 な意 見 で あ った。 この よ う

に政 府 の 関心 を如 何 に して デ ー タベ ー ス に向 け させ るか が,ADPの 直面 す る

問題 で あ る と見 受 け られ た。

ASLIBも 訪 問 したが,民 間 ベ ー ス指 向 が 現 わ れ て お り,な るべ く独 力 で商 業

ベ ー スに のせ よ う とす る雰 囲気 が感 ぜ られ た。ASLIBは 情 報 ライブラリの 充 実

産 業 界 の情 報 管 理 の促 進 を 実質 上政 府 に代 って 担 当 して お り,き め細 か い ラ イ

ブ ラ リを 蓄積 して 個 人 の要 求 に も応 ず るな ど,民 間 ベ ー スの 特 徴 が よ く生 か さ

れ て いた 。 もち ろん,商 業 関 係,公 共 団体,政 府機 関 に も情 報 提 供 を行 な って

い る。 この よ う にASLIBは 民 間主 導型 イ ギ リスの 雰 囲気 を如 実 に伝 え て いた

が,政 府 と して も民 間 が 今 後 も主 力 とな って い くよ う に振興 策 を 講 じなが ら,

デ ー タ ベ ース の世 界 市 場 で 重 要 な 地位 を 占 め る こ とを 狙 って い る様 子 が うか が

え た 。

以 上 の よ うに,政 府 主 導 型 で あ りな が ら,施 策 の変 更 な どや や空 回 りの き ら

いが あ る西 ドィ ッ,ア メ リカ に対 抗 す べ く政府 施 策 が 着 々 と実 りつ つ あ る フ ラ

ンス,民 間 業 界 の実 力 が除 々 に開 花 の 方 向 に あ るイ ギ リス とい った よ うに,そ

れぞ れ の国 情,国 民性 あ るい は産 業 構 造 が デ ー タベ ー スの 発展 に少 な か らず 影

響 を与 え て い るよ うで あ った。 表2-2に 西 ドイ ツ,フ ラ ンス,イ ギ リス の デ

ー タ ベ ー ス関連 施 策 を ま とめ て示 す
。
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表'2-2西 ドイ ツ,フ ラ ンス,イ ギ リスの データベ ース関連 施 策 の 比 較

工 西 ド イ ツ フ ラ ン ス イ ギ リ ス

・GIDを 通 じて5カ 年 計 ・1973年 に 設 立 した7省 ・民間活力中心

画で16の 情 報分野 の専 庁の横割機関BNISTを ・1983年ITAP(情 報 技

過 門情報ゼンターFIZ設 1979年 にMIDISTと 術諮問閣議)で デ一夕ベ

立 改めて全省庁のデ一夕ベ スを含む情報産業の重要

助 ・1984年 まで に9セ ンター 一ス施策の調整
,推 進機 性を指摘 し,民 間企業の

を設立したが計画打切 関とする 育成奨励
・デ ー タベ ース 開 発 はFIZ ・国 内 の 公 共 デ ー タ ベ ー ス ・LISC(図 書情報委員会)

が行うが,民 間企業へも 機関(40機 関)にMIDI の ア ドバイスにより図書

成 委託 STを 通 じ構築助成 および情報関係の責任を
・郵 政 省 傘 下 の フ,ラ ンス ・ 芸術関係大臣が持つ

ケ ー ブ ル ・ラ ジオ社 が 設 ・1983・ 年
..アル ベ 委 員 会 の

立 したTelesystemを ボス 勧告に基づきAIT(高 度

施 トと してQuestelを 設 立 情報技術)計 画
・化学構造式によるデータ 〔ソ フ トウ ェ ア技 術,知 識

去 ベ ー スDARCをQuestel ベ ース ,VLSI等 の 研 究 〕

〆

・に 吸 収

策
・1985年 か らの 新 情 報 施 ・各省庁間の情報の交流促 ・同 上

今 策 に よ り,デ ー タベ ース 進,国 規 摸 の ホ ス ト ・セ

振興策の見直し ンターの選定と設立等を

〔フ ァ ク ト ・デ ー タ ベ ー ス, MIDISTが 中心に行う

ネ ッ トワ ー キ ン グ,.基 礎 ・Telesystem-Questelを

技術研究等が重点項目〕 通 じ,で き る限 り フ ラ ン

後 ス国 内 の 公 共 デ 一 夕ベ ー

スを統合する

・1984年 度 の9つ のFIZ ・1979～1982年 に約24億 ・AITプ ロ ジェ ク ト に5年

助 成 金
への助成金124億 円 円助成 間 で3.5億 ポ ン ドを 予 定
'・1984年 度 のGID予 算 は ・1984年 度 予 算9億 円 ・デ ー タ ベ ー ス開 発 予 算 と

約20億 円 して5百 万ポンドを計上

政府データ

・特に使用制限無 し .・使 用 制ll艮無 し ・、・民間からの公開要望が高

の公開
(省庁によって若干取り扱 (デ ータが統計的に整備さ い

いが異なる) れているかどうかが問題)
.

・著作権による ・著作権による ・著作権をベースとした政

データ保護
・ベ ン ダ ーの デ ー タ保 護 へ ・データ保護に対する関心 府 見 解(グ リー ン ・ペ ー

の関心高い は,政 府,民 間業者とも パ ー}が 基 本

.薄 い

海外データ

ベース機関

との関連

・情 報 分 野 に つ い て は オ ー

プ ン

・デ ータ ベ ース も制 限 無 し

・INKAとSTNの 契約(IN

・自国 の 情 報 ソ ース を最 優

先

・Questelを 通 じ海外 へ の

進 出 を 計 画

・民 間 デ ー タ ベ ー ス ・プ ロ

デ ュ ー サ の 海外 進 出 へ の

関 心(海 外 パ ー トナ ー と

の 提 携)

KAの データはSTNに 移す)
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5.デ ー タ ベ ー ス ・ サ ー ビ ス

EC諸 国 の デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス は,各 国 政 府 の産 業 振 興 策 と い う強 力 な

後 楯 もあ って順 調 に伸 びて きた。 特 に,1984年 か ら86年 の3年 間 に は,年 率

31%*の 伸 び を示 す もの と予測 す る向 き もあ る。ま た,こ の よ うな傾 向 の 現 れ

は,Euronet-DIANEの サ ー ビス が大 き く影響…した もの と も思 わ れ る。

西 ドイ ツで は,1974年 に策 定 さ れ たIDU計 画(情 報 ドキュメ ンテーシ ョン

振 興 の た め の連 邦 政 府 プ ロ グ ラム)に 基 づ いて,16の 情 報 分 野 ごとにその情報

を整 備 す る 「専 門 情 報 セ ンタ ーFIZ」 設 立 を 開始 した。 しか し,1980年 まで

の5年 間 に4億DMも の 巨費 を投 じた もの の,現 在 まで に9つ の セ ンタ ーが 完

成 した の み で あ る。 デ ー タベ ー ス の サ ー ビス は,こ の セ ンタ ーを 経 由 して行 っ

て い る。 デー タ ベ ー ス作 成 経 費 は,100%政 府 か らの 助 成 金 で 賄 わ れ て い る

が,FIZ4(INKA)に 見 られ る よ うな行 き詰 ま りが 指 摘 され てIDU計 画 は

見 直 され,1985年 度 か らの新 た な施 策 の下 で 活動 す る こと にな って い る。

フ ラ ン スで は,同 じ く国 の出 資 に よ って,大 規 模 な情 報 サ ー ビス機 関 を 設立

して サ ー ビス体 制 を確 立 して い る。 この推 進 母 体 とな って い るの が1978年 に

発 足 したMIDISTで あ り,1984年 に は デ ー タベ ー ス振 興 予 算 と して3,000

万FFを 当 てて い る。 これ らの機 関 として,CISIやTelesystem-QUESTELが

あ る。CISIは 経 済 ・金 融 関係 情 報 の デ ー タベ ー スを作 成 し広 く全 世 界 に向 け

てサー ビス して いる。Telesystem-QUESTELは,DARCに よ って 約45種 の デ

ー タベ ー ス(約2
,600万 レコー ド)を サー ビス して お り,国 外 か らの 利 用 者が 約

70%に も達 して い る。 ま た,科 学 技 術 分 野 の 情 報 につ いて は,CNRSが 作成

して お り,年 間 約50万 件 の文 献 情 報 がPASCALに 入 力 さ れサ ー ビスされてい

る。

イ ギ リス は,EC諸 国 の 中で も過 去 に お いて は,政 府 に よ る施 策 と それ に 基

づ く助 成 無 しに民 間 ベー スで デー タベース が作 成 され て きた。その 活 動 の特 徴 は,

過 去 に ア メ リカ にお い て も手 を付 け なか った分 野 の情 報 を デ ー タ ベ ー ス化 して

*こ の 予 測 は,INPUT社 英 国 支 社 の 報 告 書 「EuropianOn-LineDatabaseMarkets ,

1984-1989」 に よ るg
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来 た と ころ に あ る。 その よ うな努 力 もあ って,最 近 コ マー シ ャル ・ベ ー ス に乗

った デ ー タベ ー スが 出始 め て い る。1984年 の市 場 規 模 は,「高 度情 報振 興 プ ロ

グ ラム」(前 述)の デ ー タ ベ ー ス振 興策 に乗 って,活 発 な サ ー ビスが期 待 され

て い る。
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1.Titus-TEXTILINFORM

所 在 地':CromforderAllee22,D-4030Ratingen1

調 査 期 日:昭 和59年11月22日(木)

面 接 者:'Dr.Hirschel(所 長)

1.1概 要

Titus-TEXTILINFORMは,繊 維 ・衣 料 関連 の デ ー タベ ース を専 門 に作 成

す る プ ロデ ュー サ で あ る。 そ の活 動 資 金 は,そ の56%を 政府 機 関(西 ドィ ッ

経 済 省BMWIか ら36%,東 バ イ エル ン州 政 府 か ら20%)に 求 め て お り,他

は,西 ドイツ繊維 衣 料 協 会VTDI等 の会 員 か ら20%,残 りを 事 業 収 入 で賄 っ

て い る。 ス タ ッフ と して は,理 事 以 下8名 で あ る。 会 員 に は,西 ドイ ツ国 内 の

繊 維 産 業 企 業,繊 維 機 械製 造業 者,ド イ ツエ ン ジニ ア協 会,繊 維 技 術 研 究 所,

繊 維 関連 専 門 誌 出 版 社 等,繊 維 関 連 の ほ とん ど の組 織 が 入 って い る。

当機 関 が 設 立 され た の は,1980年 で あ り,そ の 活 動 は翌81年1月1日 か ら

開 始 さ れた。 西 ドイ ツに お け る繊維 ・衣 料 関 連 デ ー タの整 備 は .,1956年 頃か

ら 行 われ て い た との ことで あ り,ζ の 時期 に改 め て専 門 の機 関 と して 整 備 され

た もの を設 立 したの は,1974年 に作 られ たIUD計 画(西 ドィ ッ にお け る情 報

、ドキ ュ メ ンテ ー シ ョ ン振 興 の た めρ 連 邦 政 府 プ ロ グ ラム)に よ る もの で あ る。

Titusデ ー タベ ース の作 成 に 当?て は,西 ドイ ツ国 内の 上 記会 員 は も とよ り,

フ ラ ンス,,ス ペ イ ン,英 国,イ タ リア等EC諸 国お よ び米 国,カ ナ ダ等 の 繊 維 協

会 か らデ ー タ提 供 め協 力 を得 て い る。一 方.デ ー タベ ース の サ ー ビス は,フ ラ

ン ス のITF(lInstitutTextiledeFrance)に 設 置 し た コ ン ピ ュ ー タ ・セ ン タ

Tを 通 じてODAV-DE(東 バ イエ ル ン情 報 セ ンタ ー)と フ ラ ンスのQuestel社

が デ ィ ス ト リ ビ ュ ー タ と な っ て 行 っ て い る。

現 在,Titusデ ー タ ベ ー ス に は 約15万 件 の ドキ ュ メ ン トが 蓄 積 さ れ て お り ,

'西
ドイ ツ国 内 の ユ 」 ザ 数 は パ ス ワ ー ドの数 に して 約300で あ る。:
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Titusデ 一一タベ ー ス は,前 述 の ご と く,多 国 の繊 維 関連 ドキ ュ メ ン トを扱 う

た め,蓄 積 と検 策 に 当 って 「TITUS-IV」 と呼 ば れ る四 カ国 語 自動 翻 訳 シス

テ ムを用 いて い る。 これ は,ITFが 作 成 した もの で あ り.そ の対 象 言 語 で あ る

英 語,フ ラ ンス語,ド イ ツ語,ス ペ イ ン語 が共 に 「イ ン ド ・ゲ ル マ ン言 語」 に

属 し文 法上 の構 成 が 似 か よ って い る こ とに着 目 して い る。TITUS-IVは,

1983年10月 か ら稼 動 して い る。

1.2Titus-TExTILINFoRMの サ ー ビス 内容

Titusデ ー タ ベ ー スの サ ー ビス内容 と価 格 は,表1、-1に 示 す とお りで あ る。

表 か ら も分 る とお り,繊 維 関 連 の広 範 な分 野 に亘 って い る。 デ ー タの収 納 期

間 は過 去30年 分 で あ り,そ の量 は お よ そ15万 ドキ ュ メ ン トとな って い る。

文 献 は約1,000種 の雑 誌 を参 照 して い る。

サ ー ビス方 法 は,オ ン ライ ンに よ る もの や コ ピーサ ー ビス に よ る もの もあ る。

表1-1Titus-TEXTILINFORMの サ ー ビス内 容

サ ービス名 分 野 内 容 料 金(単 位)'

限定された問い 1970年 以 降の約15万 基本料:接 続準備300

に対する特別な ドキュメント文書情報 と 検 索 料:10レ コ ー ドま で100
SPECIAL

回答 要約 (タ イ トル+要 約)

検 索料:追 加1レ コー ド当 り6

定 常 レビュー ト ピ ッ ク ス を'19に 区 分 年間費用:480タ イ トル当り1,650
SELECT

して提供 追加1タ イ トル当 り4

時期 テープサー 1カ月単位に最近の情報 月間基本料:200
MASTER

ビス を提供 1タ イ トル 当 り4.50

オ ン ラ イ ン サ ー Questel又 はODAVの Euronet-DIANEを220

ビス ホ ス トコ ン ピ ュ ー タに 直 通 じてTelesystemに アクセ ス

DIRECT 接接続する (英 語又は フランス語)

一時間当 り一

ODAV(ド イ ツ)に アクセス180

数値情報 パーソナル(時 間当 り)100

FACTS コ ン ビュー・タ接続時間300

(時間 当 り)

ト レン ド情 報 各種文献を編集 して トレ リクエス ト数に比例
TRENDS

ン ドを予測
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サ ー ビス 名 分 野 内 容 料 金(単 位)

文献情報 キ ー ワ ー ド集,カ タ ロ グ, ENVIRONMENT25

述語等 AUTOMATEDTEXTILE35

REGIST PLANT

TEXTILEDICTIONARY]85

(4カ 国語)

特許情報 繊維関連約4万 件 基本料:300

検 索 料:10レ コ ー ドま で ユ00
PATENT

(タイ トル+要 約)

追加1レ コー ド当り6

製 品,製 造 パ ーソナル(時 間当り)100

PRODUCT コ ンピュータ接続時間300

(時 間 当り)

研究報告 繊維製造の発達に関する
REPORT

レポ ー ト

コ ン サ ル テ ー シ 特許技術,自 動翻訳 シス 検索プ ログラム,自 動 応談

ヨ ン テムの応用についての コ 翻訳 システムの販売 、
CONSULT

ン サ ル テ ー シ ョ ン コ ンサ ル テ ー シ ョ ン と 時 間 に

ト レ ー ニ ン グ ・コ ー ス 依 存

元本,写 真等の オ リジナル資料,図,統 基本料:5コ ピーまで20
REPRO

提供 計,表,写 真等の提供 追 加 料 金;1コ ピ ー 当 り2.50

1.3TITUS-IVシ ステ ム

Titus-TEXTILIN'FORMに お け る四 カ国 語 自動 翻 訳 シス テ ム 「TITUS-

IV」 に つ い て,開 発 者 で あ るITE(フ ラ ンス繊維 研 究所)の デュクロ氏(J.M.

Ducrot)の レポ ー トを 引用 して 詳 し く紹 介 す る。

1.3.1TITUS-IVの 流 れ

TITUS-IVは,対 話 型 の タ ー ミナル か ら利 用 す るが,そ の流 れ は図1-1

に示 す とお りで あ る。

翻 訳 の対 象 とな る標題 や概 要 を表 わ す文 章 は,フ ラ ンス語,ド ィ ッ語,英 語,

ス ペ イ ン語 の いず れ の 言語 で 書 か れ て い て もよ い(①)。 しか し,そ の文 章 は,本

シ ステ ムが採 用 して い る 「検 査 構 文 法 」(ControlledSyntax)の 規 則 に合 った

句(Phrase)を 用 い て書 か れ た もの で な けれ ば な らな い。ま た,そ こに使 用 す

る用 言吾は,多 言 語 用 辞書(②)に あ る もの で な けれ ば な らな い。 検 査 構 文 法 で

は,4つ の言言吾に共通 な もの として次の2つ の基 本要素 を決めてい る'。(図1-2)。
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⑤

TITUS-IV

書式 に編
集された文

多重言語
辞書

自 動

インデ ツ

キ シング

講

書

ル

言
る

イ

軸
よ

ア

基
に
文

フ

変 換 用

文 法

ドイツ語へ

翻訳された

文書

英 語
へ翻訳され

た文書

フランス語
へ翻訳さ

た文書

スペイン語
へ翻訳され

た文書

図1-1TITUS-IVの 流 れ 図

或る言語の

全語彙

或 る領域 に

お ける専門的な

TITUS-IV

語彙 のサブ

アセ ンブリ

基本的

編

図1-2

或る言語の

全構文規則

許 容される

TITUS-IV

の

構 文規則の サブ

アセ ンブ リ'

検査構文法の基本要素
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(1)語 彙 の サ ブア セ ンブ リ

各 言 語 の あ る領域 の あ らゆ る専 門 的 語彙 と,基 本 的 語彙 の一 部 と を含 ん

で い る。 もち ろん,専 門 的語 彙 は分 野 によ って 変化 をす るが,基 本 的 語 彙

は全 分 野 につ いて ほぼ 共通 の もの で あ る。

② 構 文 規 則 の サ ブ ア セ ンブ リ

各 言 語 を規 定 す る もの で,規 則 の 数 は減 らされ て はい るが,各 言 語 と も

自然 で 日常 的 な表 現 を 許容 す る 古典 的 な もの で あ る。

入 力 さ れ た文 章 は,生 成 文法(③)に よ って 構 文 と語 彙 の 合 法性 を検 査 され

て,簡 約 基 軸 言 語 の形 に変 形 され て文 書 フ ァイル(④)に 記録 され る。 合法 性

の検 査 段 階 で 検 出 さ れ た文 章 の誤 りや,多 義 語,同 形異 義 語 な どの あ い ま い さ

に つ い て は,エ ラー ま たは メ ッセ ー ジと して タ ー ミナル に表 示 し,オ ペ レー タ

か らの指 示 に よ って 正 し く修 正 され る。

基 軸 言 語 は,2進 数 の コ ー ドに簡 約 化 され て お り,各 単 語 は4～10バ イ ト

で 表 わ され る。 文 章 を 基 軸 言語 で 表 現 す る こ と に よ り,他 の 言 語 へ の再 翻 訳 が

高 速 で 行 え る こと に な る。 ス ピー ドは使 用 す る コ ン ピュー タ によ って異 な るが,

平均 的 に1文 章 を0.03～0.08秒 で 翻 訳 で き る。

生 成 文 法 は,更 に合 法性 が認 め られた 文 章 に っ いて,そ こに含 ま れて い るキ

ニ ワー ドを検 出 して 自動 的 に イ ンデ ッキ シ ン グ(⑤)を 行 う
。

基 軸 言 語 に よ って 表 わ され た翻 訳 対 象 の文 書 は,変 換用 文 法(⑥)に よ って

選 択 さ れた1つ の言 語 に 翻訳 されて 出 力 され る(⑦)。

1.3.2TITUS-IVの 語 彙

シス テ ム に保 有 さ れ て い る語 彙 は,次 の2つ の 要 素 か ら成 って い る。

(1)固 定 要 素

シ ス テ ム に不 可 欠 な要 素 で あ り,生 成 文 法 の ロ ジ ックの 中 に次 の もの が

組 み 込 まれ て い る。

① 限 定 詞(定 冠 詞,不 定 冠 詞 等)

② 前 置 詞
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③ 接続 詞

④ 助 動詞

⑤ 数 量 を示 す 副 詞

⑥ 否 定 の副 詞

② 語 彙 単位

これ は,い わ ゆ る語彙 を構 成 す る もの で あ り,多 重 言 語 辞 書 の 中 に記録

して い る。

あ る与 え られ た概 念 の表 現 に対 応 す る他 言語 の言 葉 は,必 ず しも存 在 す

るわ け で は な く,・い くつ か の語 彙 を 用 い て腕 曲的 な 表 現 で 言 い表 わ され る

こ とが 多 い。 この た め に,多 重 言 語 辞 書 の基 本 要 素 を 単 語 とせ ず に,あ る

概 念 の表 現 を行 う 「語 彙 単 位 」(UniteLexicale=UL)と 呼 ば れ る もの

を 用 い て い る。ULは,あ る概 念 を正 しく表現す る単 語 も し くは単語 の組 み

合 せ か ら成 って お り,可 能 な限 り各 言 語 間 の対 応 を取 って い る。

1.3.3多 重 言 語 辞 書

多 重 言語 辞 書 が 持 って い るULは,次 の もの が あ る。

① 名 詞 的 語 彙 単位

② 形 容 詞 的 語 彙 単位

③ 動 詞 的 語 彙 単 位

④ 副 詞 的語 彙 単 位

(1)名 詞 的語 彙 単 位(普 通 名 詞)

この種 のULは,普 通 名 詞 お よ び名 詞 と して翻 訳 可 能 とみ な され る 頭 文

字 か ら構 成 され る。次 に示 す 例 の よ うに,単 独 の名 詞 の 場 合,形 容 詞 の補

語 お よ び状 況 補 語 等 の他 の単 語 を伴 った場 合 もあ る。

〔名 詞 的語 彙 単位 の例 〕

oTRAITEMENT(処 理)

。TRAITEMENTSOUSVIDE(真 空処 理)

。PAYSENVOIEDEDEVELOPPEMENT(開 発 途 上 国)
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単 数,複 数 が共 に存 在 す る と き は,そ れ ぞ れ に表現 さ れ る。 また,ド ィ

ッ語 で は,主 格,属 格,与 格,対 格 な どに活 用 した形 のULも あ る。

② 形 容 詞 的 語彙 単 位

このULに は,次 の3種 類 の もの が あ る。

① 補 語 の な い(単 純 な)品 質 形 容 詞

〔例 〕 。LAPORTEUERTE(緑 色 の ドア)

oLATOILEESTMINCE(こ の 布 は薄 い)

②、補語を持ち得る品質形容詞

〔例〕oCEDISPOSITIFESTADAPTABLESURTOUS

LESMODEL(こ の装 置 は全 て の モ デル に 適 合 で き る)

③ 形容詞的 に解釈 され る過去 分詞

〔例〕oUNEMACHINEUT'ILISEEROURLA

MANUTENTION

(操 縦 の た め に使 用 され る機 械)

単数,複 数 等 の綴 字 形 式 が 自然 言語 に存 在 す る場 合 に は,そ れ ぞ れ の形

が 記 録 され て い る し,比 較級,最 上 級 の不 規則 な形 も記録 され て い る。

㈲ 動 詞 的 語彙 単 位

助 動詞,様 相 動 詞 の 他 に,こ の シ ステ ムで は 次 の2つ の 動 詞 が あ る。

① 通 常 「述語 」動 詞

〔例〕 。DONNER(与 え る)

oMODIFIER(修 正 す る)

② 「動 的 補 語 」動 詞

〔例 〕oPERMETTRE(DECULTIVER)

((耕 やす こ とを)可 能 にす る)

この辞 書 に は,こ れ らの 動 詞 の全 て の活 用形 が含 ま れ て お り,ま た,動

詞 は,能 動 態 で も受動 態 で も使用 で き る。

(4)副 詞 的 語 彙 単 位
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この辞 書 に は,SOUVENT(し ば しば) ,TOUJOURS(い つ も)と い

った 日常 的 な副 詞,さ らに副詞 句 も含 まれ て い る。

1.3.4多 重 言 語 辞 書 の 構成

1つ のULの ため に必 要 な 全パ ラメ ー タ は,「基 本 辞 書 」(1eXiquesource)に

ペ ー ジの形 で 配 列 して 記 録 して い る。

第1ペ ー ジには,各 言 語 に と って有 効 な 次 の よ うな情 報 が 含 ま れ て い る。

oULの 種 類

O固 有 の 意 味上 の 特性

o応 用 的 な意 味上 の特 性

第2ペ ー ジに は,フ ラ ンス語 に関 す るパ ラ メ ー タが 含 まれ て い る。 例 えば,

名 詞 的ULに つ い て は,次 の よ うな情 報 で あ る。

oフ ラ ンス 語 にお け る性 別

。単 数 お よ び複 数 の存 在

。単 数 の形 式

O複 数 の形 式 等 々

英 語,ス ペ イ ン語 につ い て は,そ れ ぞ れ第3,第4ペ ー ジに 同様 のパ ラメ ー

タ情 報 が 入 って い る。

ドイ ツ語 につ い て の パ ラメ ー タ は,第5,6ペ ー ジに あ る。 これ は,自 動 的

に生 成 で きな い 例 外 的 な語 尾 変 化 を ドイ ツ語専 門家 の手 に よ って 訂正 しな け れ

ば な らな いか らで あ る。

な お,辞 書 は会 話 形 式 で 瞬 時 に修 正 す る こ とが で き る。

1.3.5検 査 構 文 法

あ る言 語 の1つ の文 章 を他 の言 語 に正 しく翻 訳 す る に は,そ の構 成 要 素 の構

文 的 お よび意 味論 的 な価 値 を決 定 す るた め に,そ の文 章 を精 密 に分 析 す る必 要

が あ る。 しか し,自 然 言 語 は.無 限 の表 現 が可 能 で あ り,ま た そ れ は外 見 的,

内面 的 な二面 性 を 持 って い る。

したが って,外 見(表 面)的 な翻 訳 で さえ も,無 限 の組 合 せ に 対応 す る困 難
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性 を持 って お り,内 面 的 な翻 訳 に到 って は,人 間 の みが 対応 で き る と い う現 状

で あ る。

こ の よ うな理 由 と,扱 う文 献 が 「情 緒 的」 で な い 科 学技 術 文 献 で あ る こ とか

ら,TITUS-IVは,翻 訳 に 当 って 表面 的構 造 の 分 析 に留 め て い る。

ま た,TITUS-IVは,明 確 な 規 則 に従 った イ ン ド ・ヨー ロ ッパ 系 の 全 て の 言

語 に有 効で あ る。

{1}TITUS-IVの 命 題 の 基 本 モデ ル

全 て の命 題 は,図1-3に 示 した基本 モ デル に 合 った 言 語 構造 を持 た ね

ば な らない 。 この モ デ ル は,最 大 限 の構 造 を示 して い るが ,主 語 グル ー プ

の みが必 須 の もの で あ り,他 の もの は任 意 で あ る。各 グル ー プ は ,ULと

許 容 され た単 語 の集 合 体 で あ り,大 き く次0)2つ の グル ー プ を構 成 して い

る。

① 名詞 的 グル ー プ(GN)

……主 要 な 要 素 は名 詞主 語

② 動 詞 的 グル ープ(GV)

… …主 要 な 要素 は動 詞

CN

主

グループ

GNC1

状 況 的

グループ

GNC2

状 況 的

グループ

GNC3

状 況 的

グループ

的

プ

V

詞

一

動

ル

G

要

グ

主

GVC

補語動詞的

グループ

GNV工

補 語的

グループ

GNP3

補 語 的

グノレープ.

GNP1

前置的

グループ

GNP2

前置 的

グループ

GNP3

前置的

グル ープ



(a)主 語 グル ー プ(GNS:groupesujet)

命 題 に お いて 必 須 の もの で あ り,名 詞 的 で あ る。 これ には,少 な くと

も辞 書 に あ る名 詞 ま た は人 称 代名 詞 を含 ん で い な け れ ば な らな い。

(b)状 況 的 グル ー プ(GNC:groupesnominauxcirconstanciels)

これ も名 詞 的 な もので 命 題 に必 須 で は な い が3個 まで 持 つ こ とがで き

る。 これ は,必 ず 前 置 詞 か 前 置句 の前 に く るか ら判 別 で き る。

(c)動 詞 的 グル ー プ(GV:groupeverbal)

これ は,単 純 ま た は複 合 時 制,能 動 態 ま た は受 動 態 の動 詞 ヵ・らな るが

必 須 で は な い。

(d)補 語 動 詞 的 グ ル ー プ(GVC:groupeverbalcompl6ment)

直 前 の グル ー プGVの 補 語 とな る もの で あ り必 須 で は ない が,少 な く

と も1個 の動 詞 を含 んで いな けれ ば な らな い。

(e)補 語 名 詞 的 グル ー プ(GNV:groupenominalcomp16ment)

動 詞 の 目的補 語(GNV1)か 帰 属 補 語(GNV2)を 表 わ して お り必 須

で は な い。 これ は,辞 書 にあ る名 詞 ま た は属 辞形 容 詞 を含 ん で い る必 要

が あ る。

(f)前 置 的 グル ープ(GNP:groupenominauxpr6positionnels)

GNCと 同 じ規 則 に従 って い る。

ま た,TITUS-IVに お い て は,文 章 を名 詞 的 グ ル ープ と動詞 的 グル ー プ に

分 解 す る。

② 名 詞 的 グ ル ー プ(GN)

GNは,こ の 基 本 的 要 素 で あ る1つ ま た は複 数(最 大15個)の 名詞的サ

ブ グル ー プ(SN)か ら成 って い る。SNめ 構 造 は,図1-4に 示 す とお

りで あ る。SNに お いて,名 詞(名 詞 的UL)の みが 必 須 の 構成 要 素 で あ り,

他 は な くて もよ い。 形 容 詞1,接 続 詞,形 容 詞2の 組 み 合 わ せ ば,言 語 に

よ って 名詞 の前 か 後 に置 か れ る。

一28一



lil
ll
Vw

…i
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前置詞 限定詞 形容詞
1

接続詞 形容詞
2

名 詞 形容詞
1

接続詞 形容詞
2

、

同格 形容詞
+補 語

図1-4名 詞 的 サ ブグル ■ プ(SN)

GNの 中 のSNは 互 い に次 の文 法 的 な 関 係 で 結 ばれ て い る。'

① 主 語

② 名 詞 の補 語

③ 形 容 詞 の補 語

④ 比 較 の補 語

,(3)動 詞 的 グル ー プ(GV)

GVは,図1-5に 示 す よ うな構 造 を しそ い る。 動 詞 は辞 書 中 の 述 語 動

　

詞 か動 詞 的 補 語 で あ り,全 て の 活用 形 を と れ る。 助動 詞 は,シ ス テ ムの 固

定 的動 詞 要 素 の 一 部 を 成 す もの で あ る。

単純動詞
または

助動詞

否定詞 否定詞(続) 副 詞 過去分詞

Nc
(not)

N'

(not)

Ne

(not)

Donne

(与 え る;現 在形)

Dolmer

(与 え るだ ろ う;未 来 形)

M'odifie

(修 正 す る;現 在形)

Ameいoe

(改 善 す る;現 在 形)

A(助 動 詞)

Provoquerait

(排 発 す る)

図1-5

rarement

(稀 に)

pas

(nelc続 く 否 定 詞)

toujours

(い つ も)

jamais

(決 して).

動 詞 的 グル ー プ(GV)

-29－

degrade

(悪 化 させ る;

過去 う}言'"1)



1.3.6TITUS-IVの 特徴

TITUS-IVは,編 集 した 文章 を タ ー ミナ ルか ら入力 し,そ れ を即 時 に翻 訳

させ る ことを 目的 と して い る対 話 形 の シス テ ムで あ る。 利 用 者 は,シ ス テ ム と

対 話 しなが ら翻訳 を進 めて い くわ けで あ り,そ の た め に次 の2つ の 特徴 を持 つ .

て い る。

① 入 力 中 の文 章 は,構 文法 に沿 って チ ェ ック さ れ,誤 りは直 ちに訂 正 す る

ことが で き るた め,正 しい文 章 の み が シス テ ム に受 入 れ られ る。

② システ ム で カバ ーで き な い あ いま い な表 現 に対 して,人 間 の知 能 を頼 り

にす る こ とがで き る。 例 え ば,あ る多義 的 な単 語 の意 味 を決 定 で き な い と

き,そ れ を知 らせ るた め に質 問 メ ッセ ー ジ と辞 書 の 中 に あ る意 味 の近 い も

の の リス トが ター ミナ ル に表 示 され る。 利用 者 は,そ の 中か ら最適 な もの

を選 ん で シス テ ムに通 知 す れ ば よい 。

更 に,TITUS-IVは 次 の よ うな長所 と短 所 を持 って い る。

〈1)検 査 構 文法 に 原因 の あ る制 約

翻 訳 す る文章 を書 く場 合,シ ス テ ムで定 め た記 述 規 則 を守 らな け れ ば

な らない。 した が って,文 章 作 成 者 は この規 則 に慣 れ る必 要 が あ る。 し

か し,2～3日 の練 習 を積 む程 度 で 良 く,し か も対話 型 の シス テ ムで あ

るた め に,そ れ を 使 うこ とに よ って 良 くな い 表 現,良 い表 現 はす ぐに理

解 で き る よ うに な る。

実験 に よ る と,10文 章(約100語 彙 単 位 す な わ ち約120語)の 要 約

文 を作 る に要 す る時 間 は,自 然 言 語 で 作 成 す る場 合 に比 べ て約10%増

加 す る。

② 対 話 型 シス テ ムで あ る ため の制 約

作 成 さ れ た文 章 は,多 くの 場合 タ ー ミナ ルの オ ペ レー タが 入 力す る。

しか し,TITUS-IVが 対 話 型 シス テ ムで あ る た め,シ ステ ムか らの質

問 に正 し く答 え られ るた め に は,オ ペ レー タに も文 章 作 成 者 と同程 度 の

知 識 が要 求 され る。 した が って,実 際 に は文 章 作成 者 自身 が 入 力 しな け
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れ ば な らな い。'

(3)検 査 構 文 法 か ら くる利 点

文 章 作 成 者 は,検 査 構 文法 に よ って表 現 の形 式 が 制 限 され るが,逆 に,

作 成 され た文 章 は個 人 差 の な い 均質 な もの とな り,Titusデ ー タベ ース

の 利用 者 に と って は理 解 し易 い もの とな る。

最 後 に,デ ュ ク ロ氏 はTITUS-IVに つ いて,自 然 言 語 の 完 全 に 自動 化 され

た翻 訳 シス テ ム は,人 工 知 能 が十 分 に発 展 した段 階 に な って 実 現 で き る もの で

あ る との立 場 か ら,自 動 翻 訳 シ ステ ム とい うよ りは,信 頼性 の 高 い 多重 言語 処
ノ

理手段 であ り,利 用者が満足す るだけの十分 な機能 を持つ ものであ ると性格付

けてい る。

ドィ ッ語 の 文 章 を 入 力'して翻 訳 した例 を図1 .-6に 示 す。
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2.GMD

調 査 先:GesellschaftfttrMathematikundDatenverarbeitungmbH

所 在 地:Postfach1240,SchloβBirlinghoven,D-5205

St.Augustin1

調 査 期 日:昭 和59年11月23日(金)

'面 接 者:P
rof.Dr.N.Szyperski

Mr。D.Bungers

Mr.F.Winkelhage

2.1概 要

GMD(数 理 データ協会)は ・ 数 学 およ び情 報 処 理 に 関 す る研 究 を 目的 に1968

年4月 に設 立 さ れ た非 営 利 の機 関 で あ る。 その 設立 資 金 は,西 ドイ ツ連邦 政 府

と州 政府 か ら出て い る。 ま た,事 業 予 算 は,そ の ほ とん ど を政 府 か らの補 助 金

に頼 って い る。

研 究 部 門 は,次 の5部 門 か ら成 って い る。

(1)基 礎 研 究 部 門(F1)

……情 報処 理 ,数 学 分野 の基 礎 的 な研 究

② シス テ ム技術 部 門(F2)

…… ア ーキ テ クチ ャー
,VLSIデ ザ イ ン等 の技 術 研究

(3)情 報 技 術部 門(F3)

…… アプ リケ ー シ ョ ン ・ソフ トウ ェア の研 究

(4)情 報 処 理部 門(Z1)

…・・シス テ ムの 開 発

(5)技 術 交換 部 門(Z2)

…… 国 内外 の 関 連 機 関 との 技術 交 換

GMD全 体 の職 員 数 は830名 で あ るが,研 究 に は350名 が 携 わ って い る。
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F1～F3は 基礎 的 な研 究 を,Z1,Z2は 応用 部 門 の研 究 を行 って い る。 最

近 の テ ー マ と して は,基 礎 研 究 と して マ イ ク ロ ・コ ン ピュ ー タお よ び ネ ッ トワ

ー クを
,応 用研 究 と して は エ キ スパ ー ト ・シ ステ ム(人 工 知 能),マ ンマ シンシ

ス テ ム等 で あ る。 中 で もGMD全 体 と して 力 を注 いで い るの は人工 知 能 、(AI)

の応 用 研 究 で あ り,西 ドィ ッに お け る この部 門で の第 一 人 者 にな る こ とを 目標

に して い る との ことで あ った。

また,GMDが 中 心 と な って 構築 を 進 め て い る もの と して 「ドイ ツ研究情 報 ネ

ッ トワー クDFN」 が あ る。 これ は,西 ドイ ツ国 内 の 研 究機 関 を ネ ッ トワー ク

で 結 ん で,情 報 の 共 同 利 用 や メ ー リ ングを行 お うとす る もの で あ る。

2.2人 工 知 能 の 応 用 研 究

上 述 の ご と く,GMDの 研 究 テ ー マ の 中で も最 重 点 の もの と してAIの 応 用研

究 開 発 が あ る。 現 在 まで に,AIを 応 用 した もの と して 次 に示 すシステムを研究

開 発 した。

(1)フ ォー ド社 と の協 同 研 究

これ は,自 動 車 の製 造 工 程 の各 種 の ノ ウハ ウ を集 め た エキスパ ート・シス

テ ムを作 成 し,販 売 会 社 の ユ ーザ ・サ ー ビス に適 用 して い る もの で あ る。

サ ー ビス の内 容 と して は,た とえ ば,ユ ー ザが 修 理 依 頼 に来 た と き,そ の

故 障 の状 況 を シス テ ム に問 い合 わ せ る こ とに よ って 最 適 の修 理 箇 所 を素 早

く探 し出す ことで あ り,そ の結 果 修 理 時間 を大 幅 に短 縮 で き る。

② 人 工 腎臓 シス テ ム

移 植 後 にお こ る免 疫 判 応 に最 適 に対 応 して 人 工 腎 臓 を コ ン トロ ール す る

シス テ ム。

ま た,研 究 中 の もの と して,金 融 ・経 済 関係 へ の 応 用 と して 融 資 コ ンサ ル タ

ン トシ ステ ム等 が あ る。

今 後 は,Z1が 中 心 と な って7つ の プ ロ ジ ェ ク ト を作 り研 究 を進 め る予定 と

の こ とで あ ったが,内 容 に っ いて は明 らか に され なか った。 こ の プ ロジ ェ ク ト
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は,科 学 技 術 庁 か らの助 成 に よ る もの で あ り,1985年 ～1988年 の 間 の 予 算 と

して8,00Q万DM(約80憶 円)が 予 定 され て い る。 現在,こ のた め のAI研 究

ス タ ッ フは12名 の研 究 職 と2～3名 の 学 生 の みで あ るが ,2年 後 に は20名 の

研 究 職 を持 つ よ う目標 を たて て い る。

この研 究 の た め に用 いて い るハ ー ドウ ェ アは,シ ンボ リ ックス 社 のLISPマ

シ ンとVAX-11等 で あ る。 なお,言 語 はLISPの 他 に一 部 分PROLOGも 使

って い る。

2.3ド イ ツ研 究 情 報 ネ ッ トワー ク(DFN)

今 回 の訪 門 で は時 間 的 制 約 もあ り,DFNに っ いて の計 画 しか聴 取で きなか っ

.たが,そ の後 入 手 した資料*に 基 づいて この計画の 内容 を 詳 し く示 す 。

2.3.1背 景

コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワ ー クは ,地 理 的 に離 れか つ 異 な る コ ン ピュ ー タ を,

経 済 的 に1っ に結 び付 け る こ とを 目的 に考 え出 された 方 法で あ る。 科 学 者 に と

って も,各 地,各 施 設 の資 源 を 自 由 に利 用 で き るこ とは,研 究 活 動 に有 効 で あ

る。 ま た,"資 源 の共 用"は.単 な る共 用 以 外 の イ ンパ ク トを含 ん で い る こと も

米 国 の 経験 か ら明 らか に な って い る。 それ は,地 理 的 に離 れて い る研 究 チ ー ム

間 で の メ ッセ ー ジへ の迅 速 な対 応,交 互 に ソ フ トウ ェ アに書 き込 ん だ り分 配 す

る 乙 と,文 書 を共 同執 筆 す る こ と等 に表 わ れ て い る。 その ため,ヨ ー ロ ッパ に

お いて も フ ラ ンス,イ ギ リス,イ タ リア等 が コ ン ピュー タ ・ネ ッ トワ ー クの 建

設 を始 め た。

西 ドイ ツの科 学 界 は,こ れ まで 全 国規 模 の コ ン ピュ ータ ・ネ ッ トワ ー ク を持

って い なか った。 しか しなが ら,過 去10年 間 には特 定 地 域 や 企 業 内 に ネ ッ ト

ワ ー ク を設 置 す る ため に多 くの 努 力 と資 金 が投 入 され た。 こ の経 験 に よ って 蓄

積 さ れ た ノ ウハ ウが,"ド イ ツ研 究情 報 ネ ッ トワ ー クDFN"建 設 の ため の必 要

*DeutschesForschungsnetz-DFN-

AShortSummaryoftheMainGoalsW.L.-Bauerfeld,K.UllmanJan.1984
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性 と技 術 的 な 基 盤 と な っ た 。
..'

DFNの 計 画 は1982年12月 に 開 始 し,翌 年 の 夏 に そ の 基 本 概 念 が 提 案 さ

れ た 。 そ れ に よ る と,ISO-OSI基 準 と 標 準 プ ロ トコ ル の概 念 に 基 づ い た もの

と な っ て い る 。

2.3.2DFNの サ ー ビス

DFNはLAN(ロ ー カ ル ・エ リ ア ・ネ ッ トワ ー ク)上 の 動 作 と 同 様 に,WAN

(ワ イ ド ・エ リア ・ネ ッ ト ワ ー ク)上 の 動 作 を 含 ん で い る。WANの た め の ネ

ッ トワ ー ク ・サ ー ビ ス 層(Networkservicelayer)と し て は,ド イ ツPTT

(DATEX-P)の 公 衆 ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビスX.2Sを 用 い る。 そ の た め にl

DFNは2～3年 の うち に サ ー ビス を 開始 で き る予 定 で あ る。ま た,大 容 量 の デ

ー タ転 送 を必 要 とす るユ ーザ の た め に
,衛 生 お よ び地 上 通信 を用 いて 広 帯域 通

信 が で き るよ うに考 慮 して い る。

適 用業 務 層(applicationlayer)で は,次 の よ うな 基本 的 サ ー ビスが ユ ーザ

に提供 され る。

① タ イム ・シ ェア リ ング ・サ ー ビス

ot`ス ク リー ン ・テ キ ス トーBtx"か らの仮 想 端 末 の定 義

o非 同期 性 の回 線 向 き端末 の た め のX .3/X.28,X.29

② フ ァイル 転 送

。仮 想 フ ァイル シ ステ ム に お け る フ ァイル転 送(ユ ーザ の 要 求 に よ る)

。PAD向 き(プ リ ミテ ィ ブ)フ ァイ ル転 送

③RJE

oジ ョブ転 送 とス プ ー リングの た め の特 殊 プ ロ トコル(PIX-RJE)

④ メ ー リン グ

。CCITT-MHSの 勧 告 に基 づ い て 開発 さ れ る。

な お,・RJEと フ ァイル 転 送 の た め に は,ISO転 送 ク ラス0を 採 用 す るが,

仮 想端 末 ア プ リケ ー シ ョ ンにつ い て は,ま だ決 め られて い な い。

グ ラ フ ィ ック ・ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビス に は特 に重 点 を 置 い て い る。 この ネ
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ッ トワ ー ク全体 の サ ー ビス には,グ ラ フ情 報 の転 送 と同 じ く対話 的 な グ ラ フ ア

ク セス機 能 を 含 め る。 そ して,特 殊 で高 価 な グ ラフ ィ ック用 ハ ー ドウ ェ アへ の

ア クセ ス は,ユ ーザ ・レベ ル で 装 置 に独 立 した プ ロ グ ラムが 可能 な 標準 グ ラ フ

ィ ック シ ステ ム(GraphicalKernelSystem:GKS)を 組 み込 む こ とに よ って

可 能 とな る。 た とえ グ ラフ情 報 が か な り ス ピー ドの 遅 い公 衆 回 線 を 通 して転 送

され る と して も,こ の結 果,分 散 処 理 や デ ー タ交 換 に お け るCADと か画像処 理

と い っ た重 要 な 分 野 に お け る協 力 が生 ま れ る こ とに な ろ う。

DNFプ 占 ジ ェク トの あ る部 門 で は,既 に あ るまた は計画 中 のLAN(イ ーサ
コ

ネ ッ ト,ハ イパ ーチ ャ ンネ ル,光 フ ァイバ ー,PABX等)が 持 つWANサ ー ビ

スへ の 広 が りに関 す る問 題 を扱 って い る。 今,種 々の タイ プ の ネ ッ トワー ク間

の 境 界 線 は消 えつ つ あ る。 そ の た め に,WANと 種 々の タ イ プ のLANと の間の

ゲ ー トウ ェイを 設 定 す る こ とに関 す る技 術 的 問題(例 えば,終 端 間 ア ド.レス指

定,フ ロ ー制 御,ハ イ レベ ル ・プ ロ トコル へ の影 響)に 特 別 の 考 慮 を して い る。

2.3.3DFNの ユ ー ザ

DFNの 主 な 目標 は,科 学 分 野 の研 究 者 に種 々 の通 信 サ ー ビス を提供す る こと

に あ る。 こ の サ ー ビス を利 用 す る こ とで,遠 隔地 よ りDP資 源 に ア ク セ スで き

る よ うに な る。 ま た,新 しい物 を創 り出 す"場"と もな る し,一 方,政 府 間 や 企

業 の付 属 研 究 所,大 学,一 般 の研 究 所 間 の コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを促 進 させ る こ

と に もな る。

ユ ー ザ側 か らのDFNへ の ニ ー ズ は次 の よ うな ものが あ る。

①1つ の組 織 を 通 じて,あ るい は類 似 の 研 究分 野 に よ って包 含 され得 る研

究 グ ル ープ は,地 理 的 に しば しば離 れ た場 所 に存 在 して い る。 そ こで,彼

らは相 互 に コ ミュ ニケ ー シ ョンを図 る必 要 が生 じて い る。

② 各 コ ン ピュ ー タ ・セ ンター は,ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェ ア と も特 殊 化

が 進 ん で お り,し たが って,他 の資 源へ の ア クセ ス の ニ ー ズが 強 くな って

い る。

次 に,DFNに よ って 利 益 を得 るユ ーザ を示 す 。
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① 高 エネ ル ギ ー物 理 学 者

加 速 装 置 の よ うな研 究用 大 型 機 械 の共 同利 用 。

② 回 路 設 計 技 術 者

VLSIの 回路 設 計 は,各 種 の ソ フ トウ ェア ・パ ッケ ー ジを必 要 とす る。

③ 土 木 技 術 者

異 な る技 術 課 題 に お いて,大 学 と企 業 の 研 究 所 でCADや 構 造 の 分 野 で

の 共 通 の努 力 が促 進 され る。

④ 文 献 情 報 サ ー ビス の ユ ー ザ

各 専 門 情 報 セ ンター の デ ー タ ベ ー ス をDFNに 接 続 す る こ と に よ って,従

来 か らの サ ー ビス範 囲 が広 が る。

2.3.4DFNの 管 理 と資 金

DFNプ ロ ジ ェク トは,約40の 独 立 した プ ロジ ェ ク トで構 成 され て い る。そ

の第1番 目 のプ ロ ジ ェ ク トは,1983年7月 に開始 され た。西 ベ ル リ ンに は,

全 プ ロ ジ ェク トを コー デ ィネ イ トす る 中央 プ ロ ジ ェ ク ト管 理 グル ー プが 置 か れ

て い る。 これ は,管 理 上 の仕 事 を2つ の委 員 会 へ 委 託 して い る プ ロ ジ ェク ト会

議 に対 して 責 任 を持 って い る。

資 金 は ドイ ツ研 究 ・技 術省 か ら出 て い る。 第1期(1年 間)は,設 計 を 目的

に行 うこ と と し,そ の 予 算 は約700万DM(約7億 円)で あ る。 ま た,こ れ も

含 めて4年 間で6,000万DM(約60億 円)が 予 定 され て い る。
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5.lNRlA

調 査 先:lnstitutNationaldeRecherchenInformatiqueeten

Automatique

所 在 地:DomainedeVoluceau-Rocquencourt.B.P.105-78150

LeChesnayCedexFRANCE

Tel:(3)9549020

調 査 期 日:昭 和59年11月27日(火)

面 接 告:Dr.M.Robin

Dr.Litwin

Dr.Abiteboul

Dr.Gardarin

3.1概'要

3.1.11NRIAの 概 略

INRIA(国 立 情 報 科 学 自動 化 研 究 所)は,1979年12月 に設 立 され た フ

ラ ンス 国立 の研 究 機 関 で あ り,産 業 ・研 究省 の監 督 下 に置か れ て い る。 その 目

的 と して,次 の2つ を掲 げて い る。

① 情 報 科 学 と自動 化 の分 野 にお け る研 究 を,公 共,民 間 の 機 関 と協 力 して

推 進 す る こ と。

② この 分野 に お け る実 験 的 シス テ ム を産 業 界 お よ びユ ー ザ との協 力 に よ っ

て実 現 す る こ と。

ま た,そ の た め に次 の5つ の使 命 を受 けて 活 動 して い る。

① 研 究 の 企 画立 案

② 国家 的規 模 で の実 験 シス テ ム の実 現

③ 国 際 的 な科 学 交 流 の場 の 設 置
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④ 国 家 的 規 模 で の 知 識 と ノ ウハ ウの伝 達,・普 及

⑤ 研 究 の科 学 的 な 価値 評 価 と規 格 化 へ の貢 献

1984年 にお いて は,476名 のINRIAス タ ッ フ と外 部 機 関 か らの派 遣 研

究 員 を含 めて 約750名 が研 究 に従 事 して い る。研 究 費 を含 め た総 予算 は,約2

億 円FF(80億 円)で あ った 。

研 究 施 設 は,今 回訪 問 した ロ ッカ ンク ール に14,レ ンヌに4の 計18施 設 が

あ る。 各 地 と もDPS/68MULTICSが1台 つつ 設 置 され て い る。

3.1.2研 究 テ ーマ

INRIAの 研 究 テ ー マ は,次 の8つ が あ る。

① モ デル 化 と数 値 ソ フ トウ ェ ア

② 自動 化 シス テ ム

③ 映 像 デー タ処 理 と ロボ ッ ト工 学

④ ア ル ゴ リズ ム とプ ログ ラ ミング

⑤ 言 語 と仕 様

⑥ 情 報処 理 シス テ ム

⑦ マ ンマ シ ン通 信

⑧ 新 しい構 造 の コ ン ピュ ー タ

(1)モ デ ル化 と数 値 ソ フ トウ ェア

科 学 技 術 が 発 展 す る につ れ て,コ ン ピュー タの 利 用 は不 可 欠 に な って き

て い る。 その 場 合 に も,膨 大 な 計算 を効 率 よ く行 わ せ る必要 が あ り,本 研

究 は,そ の た め の 計 算 モ デ ル や 計算 手 法 と ソ フ トウェ ア につ いて 行 う。 、

研 究 に当 って は,国 内外 の大 学,産 業 界 の研 究 機 関 と協 力 して 行 って い

るが,主 な機 関 と してパ リVI/X1大 学,ニ ューヨーク大 学,GMD等 の 他 に,

MODULEFク ラ ブ も含 ま れて い る。MODULEFク ラ ブは,流 体 力 学,熱

力 学 等 の現 象 を シ ミュ レー シ ョ ンす るた め の 数値 ソ フ トウ ェアの 有 限 要 素

モ ジ ュ ー ル ・ライブラ リを作 成 して い る国 際 的 な ク ラ ブで あ る。

本 研 究 の応 用 分野 は,航 空 機 の形 状 の量 適 法,油 田 の 探査 ・採 掘 等 の 問
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題 解 決 等 で あ る。

② 自動 化 シス テ ム

コ ン ピ ュー タを 用 いた 自動 制 御の 研 究 を 行 う もので あ り,現 在 ま で の成

果 と して 次 の もの が あ る。

① 一 定 の厚 さの鋼 板 の生 産 を可 能 にす る圧 延 調 整 制 御 シ ステ ム。

② ガ ス輸 送 ネ ッ トワー クの制 御 シ ステ ム。

③ 発 電 所等 エ ネル ギ ー資 源 の 管 理 の 自動 化 シ ス テ ム。

④ 電 気 通信 の送 信 シス テ ム,応 用 シス テ ム理 論 技 術 の研 究へ の応 用 。

今 後 は,配 電 ネ ッ トワ ー クの 自動 化,マ イク ロプ ロセ ッサ およびVLSI

生 産 自動 化へ の 応 用,自 動 化 の た めの専 門 シス テ ムの 設 計 を考 え て いる。

③ 映 像 デ ータの 処 理 と ロボ ッ ト工 学

映像 デ ータの 処 理 に お いて は,人 間の 視 覚 の 改 良,回 復 の方 法,モ デル

化,分 析 パ ラメ ー タ(輪 郭,組 織)の 抽 出,映 像 の認 識 お よ び対 象 物 の モ

デ ル化 を行 って い る。

ロボ ッ ト工 学 に お いて は ,二 次 元,三 次 元 の視 覚 の総 合 シス テ ムの 設 計

と ロ ボ ッ トの制 御 に っ いて,ま た 自動 分類 お よ び決 定 の 補 助 ア ル ゴ リズ ム

や 文 字認 識 シス テ ム に つ い て も研 究 して い る。

現 在 の 成果 の一 部 と して は,次 の もの が あ る。

o表 面 上の諸 点 の三 次 元 座 標 の 収 集 ピック ア ップの 実 現

o映 像 処 理 ソフ トウ ェア の開 発

。手 書 き文 字 の リア ル タ イ ム認 識 ソ フ トウ ェ アの 開発

o高 精 度数 値 カ メ ラ

(4)ア ル ゴ リズ ム とプ ロ グ ラ ミン グ

この研 究 は,ソ フ トウ ェ アの構 成 を科 学 的 な 規則 性 の あ る もの と し,高

性 能 で 信頼 性 の高 い ソ フ トウ ェア の生 産 性 を 上 げ るた め に,次 の よ うな内

容 につ いて 行 って い る。

① ア ル ゴ リズ ムの研 究
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アル ゴ リズ ム構 成 方 法 を 開 発 し,VLSIの ため のCAO装 置 の開 発 に

応 用す る こ とお よ び ア ル ゴ リズ ム分析 技 術 の 開 発 。

② プ ロ グ ラ ミン グの 研 究

プ ログ ラ ミ、ング生 産 効 率 を 上 げ る環 境 の 開 発,プ ロ グ ラ ム言 語 の 意 味

論 に つ い ての 研 究 。

③ 公 式 の取 扱 い に つ いて の基 本 的研 究

プ ロ グ ラ ミン グを援 助 す るMENTORシ ス テ ム は,1974年 か ら開 発 ・改

良 を行 って お り,DEC10,VAX11,IBM等 の コ ンピュータ で稼 動 して い

る。 これ は,PASCALに よ るプ ロ グ ラ ミング用 に開 発 した が,ま もな く

Adaに も使 え る よ うにな る。

⑤ 言 語 と仕 様

応 用 ソ フ トウ ェア に限 らず基 本 ソ フ トウ ェア にお い て も,最 近 は そ の ポ

ータ ビ リテ ィ,信 頼 性 との観 点 か ら高 級 言 語 の 使 用 が 高 ま って い る。 こ の

よ うな高 級言 語 の仕 様 決 定 と実 用 化 を行 う もの で あ り,LEGoSと い う言

語 を研 究 中 で あ る。 また,1979年 に はSOLプ ロ ジェ ク トを発 足 させ,

フ ラ ンスの ミニ コ ン ピュ ー タに効 率 的 プ ログ ラム生 産 環境 を実 現 させ る 目

的 で,現 在 次 の2つ の 作 業 を実 施 して い る。

①PASCALを 中 心 と した言 語 研 究 作 業 で あ り,PASCAL-SOLの 仕

様 検 討,フ ラ ンスの各 種ハ ー ドウ ェアで の コ ンパ イ ラ開発 等 を 行 う。.

②UNIX等 の 概 念 に基 づ いた ポ ータ ブル な シス テ ムを 開発 し,フ ラ ンス

の ハ ー ドウ ェアに 配 備 す る。

この プ ロ ジ ェク トは,情 報科 学 庁 の 監 督 の下 で 実 施 して いる 。

㈲ 情 報 処 理 システ ム

こ こで の 研 究 は,ハ ー ドウ ェア機 器 を効 率 的 な形 で 利 用 して ユ ーザ の新

しい需 要 に対 応 す る ア ー キテ クチ ャ,通 信 ・分 散 を可 能 に す る原理 と メ カ

ニ ズ ム お よ び シス テ ムを評 価 し分 析 す る方 法 と手 段 を提 案 し開発 す るこ と
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を 目的 と して い る。

研 究 の 主 要 分野 は,分 散 シス テ ム,デ ータベ ースで あ り プ ロ ジ ェ ク トに

よ って 実 施 され て い る。

(a)「NADIR」 フ。ロ ジ ェク ト

1980年 に 開始 されINRIAとCNETの 協 同 で進 めて い る。 そ の 目

的 は,衛 星 を情報 処 理 に 利 用す るた め の応 用 実験 を通 じ,次 に示 す 課

題 を研 究 ・開 発 す る こ とに あ る。

@)大 量 デ ー タま た は トラ ンザ ク シ ョン型 の少 量 デ ー タの 多 点 間伝 送

プ ロ トコル

② ロー カ ル ・ネ ッ トワ ー ク との相 互 連 結

③ テ キ ス ト,音 声,映 像(イ メ ー ジ)を 統 合 した コ ン ピュ ー タ伝 送 。

④ 分 散 した デ ー タベ ー ス の管 理 シス テ ム

(b)高 性 能 デ ー タベ ース管 理 シス テ ム(SGDB)

この作 業 の 目的 は,関 係 モ デ ル に 基づ いた高 性 能 デ ー タ ベ ー ス管 理

システムの 実現 にあ り,SABREとVERSOプ ロジェク トで行 って い る。

SABREプ ロジェク ト(拡 大 関 係 ベース ・アクセス ・システム)は,マ ルチフ.

ロセ ッサ装 置 で の ポータ ブルSGBDの 実 現 に特 に重 点 を置 いて い る
。

VERSOプ ロ ジ ェク トは,特 殊 ア ーキ テ クチ ャの 方 法 に よ る高 性 能

関 係SGBDの 実 現 を 目的 に している。 これについては 「3.2関 係 デ ー タ

.ベース 管 理 シス テ ム 」 で詳 し く紹 介 す る。

(7)マ ンマ シ ン通信

コ ン ピュ ー タの会 話 型 利 用 にお け る諸 問題 す なわ ち ,人 間 工 学 的 問題,

図形 情 報 の対 話 形 式 等 を研 究 す る。

図 形 情 報 の対 話 形式 に つ いて は,「 対 話 の レベ ル」 と 「ス ク リー ン処 理

の レベル 」 に分 けて ア プ ロー チ して い る。 対話 の レベ ル にお いて は ,常 に

ユ ー ザ が 理解 で き る シ ス テ ムの 反 応 ,あ らゆ る時 にユ ーザ か らの処 理,修

正 を可 能 に す る こと等 が テ ーマ に な って い る。 また,ス ク リー ン処 理 レベ

一43一



ルで の テ ー マ は,結 果 の よ り写 実的 な表 現 ,ビ デオ テ ープ/デ ィス クの 導

入 等 で あ る。

今 後 の テ ーマ と して い くつ か掲 げ て い るが,中 で も視 聴 覚 サ ポ ー ト機 器

の 開 発 と導 入 に よ りテキ ス ト,映 像(イ メ ー ジ),音 声 の三 種 類 の デ ー タ

の統 合 に よ る教 育 システ ムに重 点 を 置 いて い る。

(8)新 しい構 造 の コ ン ピュー タ

特 殊 プ ロセ ッサ,並 列 処 理,記 憶 装 置,通 信 の サ ポ ー ト等 の 新 しい技 術

を よ り多 く利 用 し,こ れ まで ソフ トウ ェア に よ って実 現 して いた機 能 を ハ

ー ドウ ェア に組 み 込 ん だ高性 能 コ ン ピ ュー タの研 究 と開 発 を 行 って い る。

3.1.3知 識 と ノ ウハ ウの伝 達 と普 及

INRIAは,情 報 科 学 と自動 化 の 分 野 につ い て の研 究 で 得 た知 識 と ノ ウハ ウ

を,フ ラ ンス全 土 に伝 達 し普 及 す る任 務 を持 って い る。

そ の事 業 内 容 は,次 の3つ で あ る。

・oSEDIS;科 学 情 報 の編 集 ・普 及

。教 育 訓 練

O渉 外 関 係

(1)SEDIS

これ は,発 表,編 集,印 刷,視 聴覚 関係 の生 産,普 及 お よ び記 録 の作 成

と い った 活動 を行 うが,中 で も科 学 情報 の伝 達 に重 要 な もの は,出 版 物,

視 聴 覚 関係 の 生産 と記 録 の作 成 で あ る。

〔出 版 物 〕 。研 究 施 設 の 研 究/技 術 報 告

o研 究 者 の 論 文

O情 報 科 学 自動 化 雑 誌(月 刊)

O情 報 レタ ー(季 刊)

〔視 聴 覚 関 係 の生 産 物〕

。研 究 施設 の研 究 の紹 介

oデ モ ンス トレー シ ョ ン
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O情 報 科 学 と 自動 化 の 資料 お よ び訓練 教 材

記 録 の 作成 は,記 録 セ ジタ ーで行 う。 セ ンタ ーは,次 の よ うな 性 格 を持

って い る。

。文 献 の貸 出 し,コ ピー,公 告,マ イ ク ロ フ ィル ム,問 合せ へ の回 答,

INRIATHQUE(研 究概 要 を収録 した 隔週 刊 誌)の 発 行 等 を行 う開 放 さ

れ た セ ンタ ー。

O新 しい領域 の 文献 ,研 究 報 告,論 文 等 の収 集 を行 う公 共 的 機 能 を 持 つ。

ま た,セ ンタ ーの資 料 は,情 報 科 学,自 動 化 お よ び関 連 諸 科 学 の領 域 の

70%程 度 を カバ ー して お り,こ の'デ ータ ベ ー スを オ ン ライ』ン検 索 す る こ

とが可 能 で あ る。

雑 誌 の予 約 購 読 者 は4,006人,セ ンタ ーの ユ ーザ は 個人,団 体 を含 めて

3,000ユ ー ザ に達 し,こ の 他 に情 報 科 学 局,ビ レ ッ ト博 物 館 ,MIDIST

等 の公 的機 関 も利 用 して い る。

② 教 育 訓 練

教 育 訓練 は,INRIAの 各 種 の研 究 を通 じて生 まれ た もの で あ り ,次 の

よ うな 課程 が あ る。

oINRIA単 独 で 組 織 す る課 程

o外 部 団 体(CEA ,EOF,CEPIA,FNEGE,MRE等)と の 協 力 で 組 織 し

た課 程

。外 国 の 大 学 ,国 際 機 関(CCE)等 の協 力 で 組 織 した課 程

ま た,開 発 途上 向 け に作 った課 程 によ る教 育訓 練 ,実 地 研 修 も行 って い る。

(3)渉 外 関係

INRIAは,教 育 訓 練,国 内 セ ミナ ーや 国際 的 な会 議 の 場 で の研 究 発 表

にっ いそ,組 織 作 りや 運 営 を 責 任 を持 って 行 って いる。

ま た,次 の よ うな活 動 に も直接,間 接 的 に加 わ って い る。

O外 甲 専 門家 の招 請

。国 内外 の シ ンポ ジウ ムへ の 出席
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。国 内外 の展 示会 で の デ モ ンス トレー シ ョン

o報 道 機 関 との 接 触

3.2関 係 デ ー タ ベ ー ス管 理 シ ステ ム

INRIAで は,リ レー シ ョナ ル ・タ イプ の高 性 能 デ ー タベ ース管 理 シス テ ム

(SGDB)と して,分 散 デ ー タベ ー スSABREと デ ー タベ ー スマ シ ンVERSO,

を研 究 開 発 して い る。 ここで は,SABREとVERSOシ ス テ ム,お よ び とれ ら

に関 連 す る技 術 と して衛 星 通 信 網 を用 い た分 散 デ ー タベ ース に お け る問 合 せ の

処 理 方 法 につ い て紹介 す る。'1'"

3.2.1SABREシ ス テ ム

(1)目 的

SABREは,移 植 の 容 易性 を考 慮 して 開 発 した デ ータ ベ ー ス管 理 シ ステ

ムで あ るが,'マ ルチ マ イ ク ロプ ロセ ッサ構成 で の下 で動 作 す る こ とを主 な

目的 と して い る。 プ ロ ジ ェク トは1980年 に始 ま り,ま ずINRIAに あ る

MULTICS上 に ソ フ トウ ェア が開 発 され た。これ らの ソ フ トウ ェア は モ ト

ロ ー ラ社MC68000マ イ クロプ ロセッサを 使 った マ ル チプ ロセ
ッサ システ

ムSM90に 移植 され1984年 に プ ロ ジェク トは完 了 して い る
。現 在 は これ

らの 成 果 を 商 品化 す べ く民 間 企業 へ技 術移 管 の段 階 に あ る。

{2)SABREシ ス テ ム開 発 の 方 針

SABREシ ス テ ムは以 下 の 方 針 で 開 発 され た。

。シス テ ム は価 格 性 能 の 改善 が著 しい汎 用マイ クロプ ロセ ッサ を使 用 し,ソ フ

トウ ェア志 向 の ア ー キ テ クチ ャとす る。

。ソ フ トウ ェア移 植 の容 易 性 を考 慮 して シス テ ム はPASCALで 記 述 す る。

。性 能 向上 の た め並 列 処 理 手 法,検 策 ハ ー ドウ ェア,大 容 量 メモ リデ ィ ス ク

キ ャ ッシ ュ等 を検 討 す る。

Oシ ス テ ム はマルチマイクロプ ロセ ッサ 構 成 と しロ ーカ ル ネ ッ トワ ー クや 広 域

ネ ッ トワー クへ の 接続 を考 慮 す る。

一46一



{3)SABREシ ス テ ム の特 徴

SABREは,次 の よ うな特 徴 を持 った シス テ ムで あ る。

。集 中型 デ ー タベ ー スか ら分 散 デ ー タベ ース まで 適 用 で き るよ うに拡 張 性 が

あ り,か つ移 植 性 が あ る リレー シ ョナ ル デ ータ ベ ー ス管 理 シ ステ ムで あ る。

oSABREシ ス テ ムの機 能 を い くつ か の機 能 モ ジ ュ ール に分 割 し
,そ れ らの

モ ジュ ール が並 列 に動 作 す るよ うな 方 式 を と って い る。

O入 出力 オ ー7バヘ ッ ドを 削 減 す るた め ,中 間結 果 や最 終 結果 を格 納 で き る大

容 量 キ ャッシ ュ メモ リを持 つ。 さ らに2次 メモ リか らデ ー タの転 送 中 に検

'索 で き る専 用
ハ ー ドづ エァ を装 備 で き る(VERSO) 。

。多 くの属 性 に関 す る問 い合 せ を効 率 よ く処 理 す る ため 新 た に述 語 木(pre -

dicatetree)を 提 案 し使 用 して い る。

oview利 用 の高 度 化 の ためviewを 使 ったView(viewめ 階層 化)を 可 能 とする。

。複数 トラ ンザ ク シ ョ ンに よ る同 時更 新 に対 して デ ー タベ ー ス の完 全 性(in -

tegrity)を 保 証 す る。

。1個 の シス テ ム コ ンポ ー ネ ン トの障 害 に対 して も シス テ ム は性 能 を低 下 さ

せ る もの の サ ー ビスは 続行 す る。

これ らの機 能 は プ ロ ジ ェク ト終 了時 にす べ て実 現 されて い たわ けで は な

く,今 後 解 決 され る機 能 も あ るよ うで あ る。

(4}処 理 構 造

SABREは 仮 想 的 な プ ロセ サ群 が らな って い る。 これ らの プ ロセ ッサ モ

ジ ュ ール は それ ぞ れ 独 立性 を も った構 成 にな って い るた め,様 々 な実 ア ー

キ テ クチ ャの マ シ ン に対 して柔 軟 に適 用 で き る。SABREの 処 理 構 造を 図

3-1に 示 す。 各 プ ロ セ ッサ の処 理 機 能 は,次 の とお りで あ る。

ViewandIntegrityProcessor(VIP)

この プ ロセ ッサ は マ シ ンの い ち ばん外 側 に あ りデ ー タ ベ ー スVIEWを

提 供 して い る。 利 用 者 のVIEWを 使 った仮 想 リレー シ』 ンの 問 い合せ ば,

この プ ロセ ッサ に よ り実 り レー シ ョンの 問 い合 せ に変 換 され る。 ま た こ
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図3-1SABREめ 処 理 構 造

の プ ロ セ ッ サ は デ ー タ ベ ー ス の 更 新 時,完 全 性 の 制 御 を 行 な う。

AuthorizationControlProcssor(ACP)

この プ ロセ ッサ はVIEWを 使 った利 用 者 の権 限 を制 御す る。 す なわ ち

この プ ロセ ッサ は メ タ デ ー タを使 って 目的 とす るオ ブ ジェ ク トに対 す る

利 用 者操 作の 正 当性 を チ ェ ックす る。

RequestEvaluetionProcessor(REP)

こ の プ ロ セ ッ サ は 実 り レ ー シ ョ ン に対 す る問 い 合 せ を 分 析 し処 理 の 最

適 化 を 行 な う 。

RelationAccessProcessor(RAP)

この プ ロセ ッサ は タプ ルが追 加 さ れ る時,そ れ が 格 納 され るパ ー テ ィ

シ ョンを決 定 す る と とも にそ れ を管 理 す る述 語 木 を更 新 す る。 ま た検 索

時 には どのパ ー テ ィ シ ョンを処 理 す れ ば よ いか を決 定 す る。

JoinSortandAggregateProcessors(JSP)

この プ ロセ ッサはJoin.Sortお よ び組 込 み 関数 を実 行 す る 。
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ConcurrencyControlandRecoveryProcessor(CRP)

こ の プ ロセ ッ サ は2つ の タ イ ム ス タ ン プ を 使 って 同 時 実 行 制 御(concu-

rrencycontrol)を 行 な う。 こ の ア ル ゴ リ ズ ム は コ ミ ッ ト時 に 更 新 の 正

当 性 を保 証 す る も の で あ る 。 ま た こ の プ ロ セ ッ サ は更 新 ロ グや2相 コ ミ

ヅ トプ ロ トコ ル も実 行 す る 。

CacheMemoryProcessor(CMP)

こ の プ ロセ ッサ はCachメ モ リの 管 理 を 行 う。2次 メ モ リ と主 メ モ リ の

置 き換 え 制 御 は こ の プ ロ セ ッサ が 行 う。

FilteringProcessor(FIP)

この プ ロセ ッサ はパ ー テ ィシ ョンに対 す る タ プル の検 索,追 加 お よ び

削除 を 行 な う。 この 処 理 は可 能 な限 り,デ ィス クか らデー タをCacheへ

転送 しなが ら行 わ れ る。

⑤ 動 作 システ ム

最 初 の シス テ ム はINRIAのMULTICS上 で 稼 働 した 。 す べ て の 仮 想t7e

ロセ ッサ は1個 の実 プ ロセ サ 上で 実 現 されて い る。 これ らの仮 想 プ ロセ ッ

サ は すべ てPASCALで 書 かれ て お り他 の シス テ ムへ の 移 植 が容 易 で あ る。

この シス テ ムを図3-2に 示 す。

』
　 已
己

HOST HOST HOST HOST
.

一

VIP 『 －RAP CMP CRP

「REP

]
ll
1

ACP 一 JSP一 Fip
MULTICS

＼ ノ
－F

＼- ノ

図3-2MULTICS上 のSABREの 構成
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次 世 代 のSABREは'マ ルチ マ イ ク ロプ ロセ ッサ 上 に実 現 され て い る。最

初 の バ ー ジ ョンで は3台 の マ イ ク ロプ ロセ ッサ に よ って ハ ー ドウ ェアが で

きて お り,同 時2人 の利 用 が 可 能 で あ る。 ソ フ トウ ェア はMULTICSの

もの が 使 わ れ て お り,シ ス テ』ムの 開 発 は1983年 に始 ま った 。'ハ ー ドウェ

ア は フ ランスPTT(CNET)で 開 発 され たSM90と 呼 ばれ る も の で3台 の

68000と 入 出 力 プ ロセ ッサ'か らな る。各 プ ロセ ッサ はオ ペ レー テ ィ ング

シス テ ム(OS)と してUNIXが 使 用 されて い る。 シ ス テ ムの構 成 を図3-

3'に 示 す 。本 シ ス テ ム の開 発 は1984年 に完 了 して お り,現 在 は民 間 企業

に よ る商 品化 の た め の技 術 移 管 の段 階 に移 って い る。

COMMONBUS-
6∬ ⑪
回[ACP] 回

回 回
Proc.B

FIP

回
国
難

Proc.C

図3-3マ ルチプ ロセ ッサによるSABREの 構成

3.2.2VERSOシ ス テ ム

(1)背 景 お よ び概 要

VERSOはINRIAで 開 発 中 の 後 置 型 デ ー タ ベ ー ス マ シ ンで あ る 。 こ・の'

プ ロ ジ ェ ク トは,完 全 な 関 係 イ ン タ フ ェ ー ス を 持 つ デ ー タ ベ ー ス マ シ ン の

開 発 を 第 一 の 目 的 と して,1980年 初 め に 開 始 さ れ た 。
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デ ー タ〈ベー ス マ シ ンの ア プ ローチ の 背景 に はDBMSの 性 能 向 上 の要 求が

あ る。 そ の ため に多 くの デ ータベ ー スマ シ ンで,2次 記憶 と主 記 憶 間 の デ

ー タ転 送 中 に演 算 を 行 う こ とによ り ,CPU時 間 とチ ャネ ル トラ フ ィ ック

を節 約 し,速 度 の 向 上 を 図 る提 案 や 試作 が 行 わ れ て い る。 これ に は フ ィル

タ と呼 ば れ る専 用 ハ ー ドウ ェアを 用 い る もの や,通 常 の マ イ ク ロプ ロ セ ッ

サ を用 い る もの が あ る 。

また 多 重 プ ロ セ ッサ シス テ ム によ る高 速 化 や,フ ィル タに よ る制 約 ・射

影 演 算 以 外 に結 合 演 算 や ソー ト,イ ンデ ック ス処 理 等 を専 用 ハ ー ドウ ェア

専 用 プ ロセ ッサで 行 な うデ ー タ ベ ース マ シ ンもあ る。

VERSOは 単 一 プ ロ セ ッサ(モ トロー ラ68000)の デ ー タベ ースマ シ

ンで あ り,毎 秒200万 文 字 の 速度 で処 理 可 能 な ハ ー ドウ ェア フ ィル タを 特

徴 とす る。 この フ ィル タ は2次 記 憶 装 置 か ら主記 憶装 置 へ の デ ー タ転 送 中

に関 係 代数 の単 項 演 算 お よび2項 演 算 を行 な う事 がで き る。

(2)VERSOの 関 係 イ ンタ ー フ ェイ ス

VERSOの デ ータ 定 義言 語,デ ー タ操作 言 語 はV－ リ レー シ ョ ンを 基 本

と して い る。 リ レー シ ョ ンの管 理 に は正規 形 を用 い る もの と ユニ バ ーサ ル

リ レー シ ョンを用 い る二 つ の ア プ ロ ーチ が あ る。 正 規 形 の ア プ ロ ーチ で の

複 数 の リレー シ ョ ンに対 す る結 合 演 算 は,ユ ニ バ ーサ ル リレー シ ョンで は

一 つ の リレー シ ョ ンに対 す る制 約 演 算 に置 き換 わ る
。 しか し,ユ ニバ ー サ

ル リレー シ ョ ンは正規 形 で な いた め に更 新 に対 す る問 題 が 生 じる。 こ こで

は,そ うい った情 報 の 集 合 を管 理 す るた め にV－ リレー シ ョ ンを導 入 して

い る。V－ リ レー シ ョ ンは リ レー シ ョ ンを属性 集 合 と更 新 単 位 で 表 した も

ので,挿 入 や削 除 は,こ の更 新 単 位 に含 まれ る 属 性 に対 して 行 な うこ とが

で き る。

(3)VERSOの ソ フ トウ ェアの 特 徴

VERSOは,次 の特 徴 を持 って い る。

① シス テ ム は四 つ の 階 層 か らな り,各 階 層 は オ ブジ ェ ク トと,そ れ らの
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オ ブ ジ ェク トに対 す る演 算 を持 つ。 各 階層 の オ ブ ジ ェ ク ト(演 算)は,

そ の階 層 また は一 つ 下 の 階 層 の オ ブ ジ ェク ト(演 算)を 用 い て定 義 され

る。

② 第 四 階 層 で は論 理 リ レー シ ョンが イ ンタ ー フ ェ イス とな る。 この 階 層

で は,関 係 代数 を 用 いた演 算 を行 な うこ とが で き る。 第 三 階層 で は,リ

レー シ ョンは フ ァイ ル の構 成 を表 す 物 理 的 な表 現(書 式)を 持 ち,こ れ

は正 規 表 現で 表 され る。 例 えば 〈ク ラス 〉,〈 学 生 〉,〈 成 績 〉,〈 教

室 〉,〈 先生 〉と いう属 性 を もっ リ レー シ ョ ンの フ ァイル を

R(』(kク ラス 〉(〈 学 生 〉 〈成 績 〉)*

(〈 時 間 〉 〈教 室 〉*〈 先 生 〉*)*)

とい う構成,す な わ ち,先 頭 に 〈ク ラス 〉が あ り,そ の後 に 〈学生 〉と

〈成績 〉の組 が 任 意 回繰 り返 し,そ の後 に 〈時 間 〉 と 〈教 室 〉の組 が任

意 回 繰 り返 し,さ らに 〈先 生 〉が 任 意 回繰 り返 した もの 全 体 が 任意 回繰

り返 す とい う構 成 にす る とい う書 式 を リレー シ ョ ン毎 に持 つ。 ま た こ の

書 式付 け され た リレー シ ョ ンに対 して,関 係 演 算 を行 な う こ とが で き る。

第 二 階層 で は,リ レ ー シ ョ ンは物 理的 な位 置 を持 つ16KBブ ロ ック の

集 りと して表 され,第 一 階層 で は,単 項 演 算 を行 な うこ との で き るデ ー

タ ブ ロ ッ ク と して 表 され る。

③ フ ィル タは第 三 階 層 に おけ る演 算(更 新,射 影,制 約,集 合 積 等)を

行 な う こ とがで き る。 フ ィル タ は,演 算 と リレ ー シ ョ ンの 書 式 か らコ ン

パ イ ラに よ って 生 成 さ れ た有 限 状 態 オ ー トマ トンに よ って 動 作 し,2次

記 憶 装 置 か ら主 記 憶 へ の デ ー タ転 送 中 に演 算 を行 な う。 ま た演 算 にか か

る時 間 は,問 い合 せ の複 雑 さ に よ らず,デ ー タの量 に た い して 線 形 で あ

る。

④VERSOの 同 時 実 行 制 御 は,現 在 シ ャ ドウ シス テ ムの ア ル ゴ リズ ム に

よ って い る。 こ の方 式 は簡 潔 で あ るが,正 し くスケ ジ ュー ル され た トラ

ンザ クシ ョンを も混 乱 させ る ことが あ る欠点 を もつ の で,現 在,ロ ッキ
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ング を用 いな い同 時実 行制 御 の ア ル ゴ リズ ムの研 究 と評 価 を 行 って い る。

この ア ル ゴ リズ ムは 直 列可 能 な条 件 に基 づ い た もの で あ り,ロ ッキ ング

を必 要 と しな い特 徴 を持 つ反 面,一 つの トラ ンザ ク シ ョ ンの 破 棄 が,多

くの トラ ンザ ク シ ョ ンの破 棄 を 引 き起 す 可能 性 があ る。

(4)VERSOの ハ ー ドウ ェア

シ ステ ムは 図3-4に 示 す よ うに汎 用 プ ロセ ッサ(PILOT)(モ ン トロ

ー ラ68000)
,そ の 主 記 憶(MM),専 用 プ ロセ ッサ(Vo),2台 の デ ィス

ク(D1,D2),拡 張 ディスク(EXT)お よびVoイ ンタ フ ェー ス か ら成 る。

PILOTは 外 部 ホス ト計算機等 との会 話,問 い合 せ の 分解 と最 適 化,専 用 プ

ロ セ ッサVoの 制 御 を行 な う。

1/Oイ ンタ

フ ェ ー ス

図3-4VERSOの ハ ー ド ウ ェ ア 構 成

Voは,図3-5に 示 す よ う に,別 の マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ,フ ィ ル タ
,

フ ィ ル タ へ の 入 出 力 バ ッ フ ァ,フ ィ ル タの オ ー トマ ト ン を 格 納 す る 記 憶 装

置,デ ィ ス ク コ ン ト ロ ー ラ等 か ら成 り,デ ィ ス ク か らの デ ー タ 転 送 時 の フ

ィ ル タ リ ン グ を 行 な う。
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入力

バ ッファ

口
出力

バ ッフ ァ

図3-5Voの 構 成

3.2.3衛 星 通 信 網 を用 いた 分 散 デ ー タベ ース に お け る問 い合 せ処 理

フ ラ ンス の 国家 的 プ ロ ジ ェク トNADIRの 一 環 と して,衛 星通 信 網 を用 いた

分 散 デ ー タベ ー ス(DDB)に おける問 い合せ処 理 方 法 につ いて研 究 が行わ れて い

る。 これ は,同 じ くDDBを 研 究 す る国 家 的 プ ロ ジ ェク トSIRIUS-DELTA

に お け る処 理方 式 を衛 星 通 信 網 に応 用 したDDBを 構 築 す る に当 って,問 い 合せ

処 理 の問 題 を次 の2つ の ア プ ロー チか ら研 究 す る もので あ る。

。グ ローバ ル 内 部 スキ ー マ(GIS)を 用 いて 問 い 合せ 処 理 を行 うDDB

。GISを 用 い ず に 問 い 合 せ処 理 を行 うDDB

(1)GISを 用 いた 分散 デ ー タベ ース

GISを 用 い たDDBに お け る ス キ ーマ は,グ ロ ーバ ル ・レベ ル と ロー カ

ル ・レベ ルで構 成 され る(図3-6参 照)。2つ の レベ ル の ス キ ー マ は,

そ れ ぞ れ外 部,概 念,内 部 の3つ の ス キ ーマで構 成 され て いる。

ロ ーカ ル ・レベ ル は,DDBの 主 要 構 成 部 分 で あ り,複 数 の ロ ーカ ル ・.

デ ー タベ ースか ら構 成 さ れ て い る。 グ ロ ーバ ル ・レベル は,ロ ー カ ル ・デ

ー タベ ー スか らは利 用 者 と して 扱 わ れ る。
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S

S

〔b

E

C

I

user user user

グ ロ ー バ ル ・ レベ ル

ロ ー カ ル ・ レベ ル

外 部スキ ニやDBデ ータベース

概念 スキーマGグ ローバ ル

内部 スキ ーマLロ ーカル

図3-6分 散 デ ー タ ベ ー ス の ス キ ー マ 構 成

GISを 用 い た 問 い 合 せ 処 理 は,次 の 手 順 で 行 わ れ る 。

① 問 い 合 せ をGT(GlobalTree)に 変 換 す る 。

②GTをGISを 用 い た 表 現IT(InternalTree)に 変 換 す る 。

③ITか ら不 要 部 分 を 取 り 除 きRIT(ReducedlnternalTree)に 変 換

す る 。

④ 実 行 サ イ トを 判 別 す る 。

⑤ 最 後 のRITを 選 ん で 実 行 す る 。
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GTは,葉 の 部 分 で リ レー シ ョン(関 係)を,節 の 部 分で 関 係 代数 演 算

子 を示すTreeで あ る。"料 金 が100以 下 の ホテ ル とそ の 町 の名 前 を求 め よ"

と問 い合せ を行 った場 合 のGTの 例 を 図3-7に 示 す 。

HOTEL

TOWN σ(PR正CE<100)

π(NT.NAME)

＼
凶

π(TOWN.NAME.HOTEL.NAME)

π(NT.NAME)

/…
σ

π

図

:TOWN(NT.NAME.LOC.ALT)

HOTEL(NH.NAME.PRICE.NT)

:制 約 演 算

:射 影 演 算

:結 合 演 算

図3-7GTの 例

ITは,GTの 葉 と節 に対 してGISに 基 づ き サ イ トを 割 り当て た もの

で あ り,RITはITか ら不 要 な 部 分 を除 いて 最 適 化 した もの で あ る。'

実 行 サ イ トは,最 適 化 され た,す な わ ち最 少 の 通信 コス トとな るRIT

に決 定 され る。 実 行 は,実 行 プ ラ ン(実 行 サ イ トや デ ー タ転 送 等 の処 理 手

順)を 割 り当て たRITに 基 づ いて 行 わ れ る。

SIRIUS-DELTAで は,各 サ イ トが地 上 の通 信 網 で 結 合 され て い るた

め,問 い合 せ の 実 行 プ ラ ンは,通 信 網 の デ ー タ流 量 に基 づ いてRITの コ

ス トが最 低 に な るよ うに 決定 さ れ た。 しか し,衛 星 通 信 網 を 用 い た分散 デ

ー タベ ース で は デー タの 転送 レイ トが 高 いの で,デ ー タ流 量 の コス トを考

慮 す る必要 が な い。 そ の た め,GISを 用 いた 分 散 デ ー タベ ー スの問 い合

せ処 理 に は,SIRIUS-DELTAで の処 理 か らデ ー タ流 量 の コス ト評価 を
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除 い た もの とな って い る。

{2)GISを 用 いな い分散 デ ー タベ ース

GISを 用 い な い分散 デ ー タベ ー スの スキ ー マ構 成 は,図3-6か ら

GISを 除 いた構 成 で あ る。

この 分 散 デ ー タベ ース で は,次 の 手川頁によ って 問 い合 せ の処 理 が 行 わ れ

る。

① 問 い 合 せ をGTに 変 換 す る

②GTを 全 サ イ トに放 送 す る

③ 各 サ イ トは受 信 したGTか ら,自 分 自身 の サ イ トに関係 す る リレー

シ ョン名 の りス トと部 分木 を抽 出 す る。

④ 各 サ イ トは リレー シ ョ ン名 リス トを ルー ト ・サ イ トに送 信 す る。

⑤ 各 サ イ トは 自分 に関 係 す る部 分木 を実行 し中間 結 果 を ル ー ト ・サ イ

トに送 信 す る

⑥ ル ー ト ・サイ トは 各 サ イ トか らの中 間結 果 を受 信 す るに 従 って最 終

結 果 を動 的 に構 成 す る

ル ー ト ・サ イ トは各 サ イ トか ら送 られ た リレー シ ョ ン名 リス トか ら自分

が受信 す べ き 中 間結 果 に つ いて その 数 と名前 を知 る こ とが で き,こ れ に基

づ いて最 終 結果 を構 成 す る。 この 方 式 で は,利 用 者 か らの 問 い合 せ をRIT

まで変 換 す る 必要 が な く,図11-7の よ うなGTを 直接 全 サ イ トに放 送

す るだ け で よ い。 した が って,問 い合 せ の分解 過 程 を非 常 に単 純 化 す る こ

とがで き る。
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4.ECHO

調'査 先=EuropeanCommissionHostOrganization

所 在 地:CommissionoftheEuropeanCommunities,DGVIII,

177,Routed'EschL-1471

Luxemburg

調 査 期 日:昭 和59年11月21日(水)

面 接 者:Mr.RolandHaber

4.1概 要

ECHOは,Euronet(欧 州 共 同体ECが 開 発 したパ ケ ッ ト交換 の接 続 網)を

用 い て行.う オ ン ライ ンデ ー タベ ー スサ ー ビスDIANE(DirectInfprmation

AccessNetworkinEurope)の デ ー タベ ー ス サ ー ビス(ホ ス トサ ー ビス)機

関 の 事務 局 と して の役 割 を持 ったEC機 構 で あ る。DIANE事 務 局 と共 にDIA

NEサ ー ビス を支 え る大 き な力 と な って い る意 味 か ら も,組 織的 には独立 してい.

るが,DIANE事 務 局 と明確 に 区別 しが た い。

今 回 の訪 問で は,DIANEの 過 去 か ら現 在,将 来 の展 望 お よ びECHOの 役 割

につ いて 説 明 を受 け た。

DIANEサ ー ビ スの通 信 網Euronetは,EC委 員 会 が1971年 に出 した「EC

諸 国間 の情 報 流通 の 円滑 化 と促 進 お よ び域 内 デ ー タ通 信 網 の整 備 」 と い う計 画

決 定 に基 づ いて設 置 した通信 網 で あ り,.1977年 か ら正 式 に 運 用 を開 始 した。

これ に 引 き続 き,1979年11月 か ら20の ホ ス トがEuronetに 接 続 され,約

200の デ ー タベ ー ス をサ ー ビス す るDIANEの 試 用 が 始 ま った。1980年2

月 か らは,正 式 運 用 と な り,1984年5月 現 在 で49の ホ ス トで463の デ ー タ

ベ ース が オ ン ライ ンサ ー ビス され て い る。

ECHOは こ の間 にDIANEで サ ー ビス され て い る デ ー タベ ー スや,そ れ を 提

供 して い るホ ス トに つ い て の情 報 を整 備 し,そ れ を 印 刷物 の形 で各 ユ ーザ に提
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供 し,利 用 の 普 及 に 努 め て きた。 ま た,こ の情 報 を デ ータ ベ ー ス化 したDIA

NE-GUIDEをDIANEに 組込 み オ ン ライ ンサ ー ビス して い る。

Euronetの サ ー ビス開 始 以 降,EC加 盟 の主 要 国 は 自国 内 のパ ケ ッ ト交 換 通

信 網 の設 置 に力 を 注 ぎ,1984年 現 在 で イ タ リア とオ ラ ンダ を除 く主要 国が こ

.れ を完 成 させ た。 その ため 現在 は,こ れ らの網 間 を接 続 す る ことに よ って各 国

の オ ン ライ ンデ ー タ ベ ー スサ ー ビス利用 者 は,自 国 の サ ー ビス網 か らEuronet

の サ ー ビス と同 様 に各 デ ー タベ ー スに ア クセ スす る こ とが可 能 にな った。 イ タ

リア;オ ラ ンダ につ いて も,1985年 か ら 自国 のパ ケ ッ ト交 換 網 によ るサ ー ビ

ス が開 始 され る ため,Euronet-DIANEの サ ー ビス は1984年 末 を もって終了

す る こと と な った 。

しか し,Euronet-DIANEの 名 称 お よ び機 構 は残 し,今 後 はEC諸 国間の情

報 の流 通,デ ー タ伝 送 を拡 大 して い くた め の検 討 の場 と して機 能 す る こ と とな

って い る。 その 課 題 と して は,「 デ ー タベ ー ス用 言 語 の仕 様 統 一 」,「技 術 的 標

準 の確 立 」 等 で あ る。 なお,こ の 活 動 に はECHOも 参 加 す る予 定 で あ る。

4.2Euronet-DlANEの デ ー タ ベ ー ス サ ー ビス

DIANEは,Euronetに よ るサ ー ビス を1984年 限 りで終 了 す る ことは既 に

述 べ たが,TRANSPAC(フ ラ ンス),DATEX(西 ドイ ツ),ESANET(ス ペ

イ ン),PSS(イ ギ リス),Telenet,Tymnet等 を通 じて今 後 も従 来 通 り デ ー タ

ベ ース ・サ ー ビス を受 け る こ とが で き る。 した が って,1984年 現 在 のEuro-

net-DIANEサ ー ビス の状 況 を示 す こ とに よ って,EC諸 国 の データベ ー ス ・

サ ー ビス の現 状 を見 る こと にす る。

1980年2月 のDIANEの 正 式 運 用 開 始 以来,Euronetに 接続 す るホ ス ト数,

デ ー タベ ー ス数,ユ ー ザ数,ア ク セ ス時 間共 に 着実 な伸 びを 見 せ,EC委 員会

が 当初 掲 げ た 「情 報 流 通 の 円滑 化 と促 進」 とい う 目標 は十 分 に達成 で き た もの

と評価 で き る。 ホ ス ト数,デ ー タ ベ ー ス数 は2.5倍 に,ア ク セ ス時 間 は年 々5

%の 増 加 を示 し4～5万 時 間/月 に な って い る。 ま た,ユ ーザ数 は,パ ス ワ ー
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ドの 数 に して 約1万 で あ る。

1984年5月 現 在 デ ー タ ベ ー ス を サ ー ビ ス して い る ホ ス トと,そ の デ ー タ ベ

ー ス 名 を 表4-1に 示 す
。

表4-1Euronet-DIANEの ホ ス ト・と そ の デ ー タ ベ ー ス 名

ホ ス ト ・サ ー ビ ス 名 所 在 地 サ ー ビス ・デ ー タ ベ ー ス名

ADP MR.P.VANDENBURGT BANCALL

NETWORK FOORTWEG4 BANCOMPARE

SERVICES NL-2612DELFT BANK

NETHERLAND BCD

COMPUBOND

COMPUSTAT

COMFERANCEBOARD

COPPER

CRU

CSO

EUROPROSPECTS

EXSTAT

FASTOCK

FUTURE

FX

IFS/FMエ

LTP

ME工

MON工TOR

PERA

PERB

PPI

QNA
SAV工NGS'ANDLOAN

STP

USCP工

USECON
、

USFLOW

USPP工

VALUELINE

VLTP

ARDIC-CIDA MR.ATLANT DARC-PLURIDATA

25,RUEJUSS工EU

F-75005PAR工S

FRANCE
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ホ ス ト ・サ ー ビ ス 名 所 在 地 サ ー ビス ・デー タ ベ ー ス名

BEL工NDlS MR.LAUWER工JS CAPA

RUEJ.A.DEMOT,30 COAL

B-1040BRUXEI.LES CREDOC-BJUS

BELGIQuE-BELG工E 、CREDOC-BLEX

CREDOX-CORAL工E

FMBJ

工NIS

1.JUS

NLEX

ORBI

QLIB

BLA工SE 2SHERATONSTREET AUMARC

GB-LONDONWIV4BH BEI

UN工TEDK工NGDOM CONFERENCEPROCEED一

工NG工NDEX

ESTC

HELP工S.

LCMARD

MEDTRAIN

TOXL工NE

UKCTRA工N

UKMARC

BNDO-CNEXO CENTREOCEANOLOG工QuE AQUADOC

DEBRETAGNE ASFA

BP.337 CNEXO

F-29273BRESTCEDEX DOCOCEAN

CEO－ 工POD

MARINEPOLLUT工ON

coNTRol・EQuIPMENT

OCEANICABSTRACTS

PASCAL-OCEANOLOG工E

POLUMAT

REVUMER

ROSCOP

CATED 工TBTP-CATED ARIANE

MR.DEVOGE

9,RUELAPEROUSE

F-75784PAR工SCEDEX

16

FRANCE
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ホ ス ト ・サ ー ビ ス 名 所 在 地 サ ー ビス ・デ ー タ ベ ー ス名

CED MR.E.G工ANNANTONIO ALBO

V工AULP工ANO8 B工D

工 一 〇〇193FOMA CEE

工TALIA C工V工E

CONCTA

CORTEC

COST工T

DOTTR

LAVORO

LEXR

LEXS

「r L工BERT

MER工TO

PENALE

REBI

REBIS

R工V

TETLEX

TIT1

TIT2

TRIBUT

C.1.G.1.. MR.G.W工LI.A工N EP工C

AVENUEDE SGB-DOC

L'INFORMATIQUE,9

B-4430ALLEUR

BELG工QuE-BELGIE

C工LEA MR.MAR工OTACC工 AD工GE

VIAR.SANZ工04 AL工CE

1-20090SEGRATE C工RCE

/MILANO
工TALIA

CIRCE MR.SALZEDO GAPHYOR

BP63

F-914060RSAY

FRANCE

一62一



ホ ス ト ・サ ー ビ ス.名 所 在 地 サ ー ビス ・デ ー タ ベ ー ス 名

■

C工S工

－GROUPE

CMS

FRANCE

MME.GRANDVAUX

35BOULEVARDBRUNE

F-75680PAR工SCEDEX

14

ANAIS

CHAF工NCH

COMEXT

CRONOS-AMP1・

CRONOS-BISE

FRANCE CRONOS-EUROSTAT

CRONOS-FINA

CRONOS-F工SH

U.K. CRONOS-FR工C

SIACOMPUTERSERVICES CRONOS-FR工M

EBURYGATE CRONOS-ICG

23LOWERBEI.GRAVE CRONOS-INDE

STREET CRONOS-PACO

LONDONSWlWONW CRONOS-SIDR

ENGI.AND CRONOS-SNAG

CRONOS-SOCI

CRONOS-ZBP1

CRONOS－ 室CA1,

CRONOS-ZCN1

CRONOS-ZCN2

CRONOS-ZEN1

CRONOS-ZPA1

CRONOS-ZPVD

CRONOS-ZRD1

CRONOS-ZRG1

ELECNUC

工CF

1FS/FMI

工TA－ 工NFO

P工E

PPPS

R工CA

SIC

STATIS-BUND

COORD工NIERTE 工NDICATORS

MANAGEMENT

SYSTEMEGMBH

MR.GRUNERWALD

MA工NZERLANDSTRASSE27

D-6000FRANKFURT

AMMA工N

B.R.DEUTSCHLAND

/
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ホ ス ト ・サ ー ビ ス 名 所 在 地 サ ー ビス ・デ ー タベ ー ス 名

CNUCE MR.LENZIN工 SSVA

IST工TUTODELC.N.R.

V工AS.MAR工A,36

工 一56100P工SA

ITAL工A

DATACENT一 MR.T.FR工 工S AGREP

RALEN RETORTVEJ6-8 ALIS

DK-2500VALBY CRONOS-AMP1

DANMARK CRONOS-B工SE

CRONOS-EUROSTAT

CRONOS-F工NA

CRONOS-F工SH

CRONOS-FRIC

CRONOS－ 工CD

CRONOS-INDE

CRONOS-PACO

CRONos-QUIC

CRONOS-S工DR

CRONOS-SNAG

CRONOS-SOC工

CRONOS-ZBP1

CRONOS-ZCA1

CRONOS-ZCN1

CRONOS-ZCN2

CRONOS-ZEN1

CRONOS-ZPA1

CRONOS-ZPVD

CRONOS-ZRD1・

CRONOS-ZRG1

DVJB

ECD工N

EDE

FUTU

GATT、

NCOM

NEIF

NEIL

DATASOLVE MR.TONYSWAN WORLDREPORTER

DATASOLVEHOUSE

99STAINESROADWEST

SUNBURY-ON-THAMES
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ホ ス ト ・サ ー ビ ス 名 所 在 地 サ ー ビス ・デ ータ ベ ー ス 名

MIDDLESEXTW167AH

UNITEDK工NGDOM

DATA-STAR W工LLOUGHBYROAD AB工/INFORM

MARKET工NG BRACKNELL BIOS工SPREV工EWS

BERKSH工RERJ61HJ BUS工NESS

UNITEDK工NDOM

CHEMABS・-CASEARCH

CHEM工CAI.ABSTRACTS

CHEM工CALNOMENCLA一

TURE

COMPENDEX

CROS

EIENG工NEER工NG

MEETINGS

EMBASE/EXCERPTA

MED工CA

FエNT肌/FT

HARFAX

HOPPENSTEDTDATABASE

INTERNAT工ONALE一

CONOM工CABSTRACTS

MANAGEMENTCONTENTS

MEDL工NE

MESH

NCMHI

NEWYORKTIMES

NTIS

PRED工CASTSANNUAL

REPORTS

PREDICASTSPROMPT

PREDICASTSFORECASTS

PRED工CASTST工ME

SERIES

PRE-MED

PSYCHOLOGlCALAB一

STRACTS

PSYCINFO

PTSQTRAIMNG

SBG-DOC

VOLKSWAGENWERKE
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ホ ス ト ・サ ー ビ ス 名 所 在 地 サ ー ビス ・デ ー タ ベ ース 名

DERWENT-SDC MR.J.SERGEANT ・BIOTECHNOI.OGYAB－

SEARCHSERVICE STUARTHOUSE STRACTS

47CROWNSTREET CRJ)S

GB-READ工NGRG12SG PESTDOC

UN工TEDK工NGDOM PESTDOC2

R工NGDOC

R工NG64-75

VETDOC

WP工

WPIL

DIMD工 MR.KURZWELLY ABDA-ARZNE工STOFFE
、

WE工SSHAUSSTRASSE27 ABDA-FERTIGARZNE工M工 丁一

POSTFACH420580 TEL

D-5000KOELN41 ABDA-INTERAKT工ONEN

B.R.DEUTSCHI.ANDS AGREP

AGRICOLA
◆

AGRIS

ASFA

BIOSISPREVIEWS

B工OSISPREV工EWS

ABSTRACTS

CABABSTRACTSAN工MAL

CAB.ABSTRACTSPI、ANT

CANCERL工NE:CANCER工T

CANCERL工NE:CANCER一

PROJ

CHEML工NE

CLINPROT

EMBASE/EXCERPTA

MEDICA

FSTA

GRIPSLEARN

HEALTH

HECLINET

工S工－BIOMED

IS工/工STR&B

工S工－MULTISCI

MEDLARS

MEDL工NE

MESH

PHYTOMED

PSTA

PSYCINFO
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ホ ス ト ・サ ー ビ ス 名 所 在 地 .サー ビス ・デ ータ ベ ー ス 名

PSYNDEX
1

RTECS

SCISEARCH

SOC工ALSC工SEARCH

TDB

TELEGEN/TELEGENI、 工NE

TOXBACK

TOXLINE

ECHOCUSTOMER MR.R.HABER DIANEGU工DE

SERV工CE 15AVENUEDELAFA工E一 DIRSLEARN

NCER工E DUN工S

L'-1510LUXEMBOURG EABS

.LUXEMBOURG(G.D.) ENDOC

ENREP

EURODICAUTOM
・

TED

TERM工NALS

EPO MR.BULLENS PATENTREG工STER

DG1

BP5818PATENTLAAN2

NL-2280HVR工JSW工JK

(ZH)
NEDERLAND

ERGODATA LABORATOIRED ERGODATA

ANTHROPOLOGIEET

ECOLOGIEHUMA工NE

DR.IGNAZY

45,RUEDESSAINTS

PERES

F-75270PAR工S

CEDEX6

FRANCE

ESA－ 工RS MR.G.PROCA ABエ/工NFORM

VIAGAL工1、EOGAL工1.EI ACOMPL工NE

工 一'00044FRASCATI AFEE

ITAL工A AGRIS

ALUMINUM

AQUAL工NE

ASFA

BHPAM
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ホ ス ト ・サ ー ビ ス 名 所 在 地

一68一

サ ー ビス ・デ ー タベ ー ス名

B工OSIS

BNF-METALS,'

CAB

CET工M

CHEMABS-CASEARCH

CHEMABSTRA工N工NGFILE

CISDOC

COMPENDEX

CONFERENCEPARERS

工NDEX

COSMIC

EDF-DOC

ED工N

EIMEETING

ENERGYL工NE

ENERGYNET

ENVIROL工NE

EUDISED

FLU工DEX

FSTA

HSELINE

工NIS

INSPEC

工NSPEC工NFO]祖ATION

工NSPECTRAINING

IRRD

工SMEC

LABOR

LEDA

MATHF工LE

MERI、 工N-TECH

METADEX

NASA

NEWSL工NE

NTIS

OCEAN工C

ONI.工NEDATAENTRY

PASCAL

PASCALTRA工NING

POLLUT工ON

PR工CEDATA

PTSSERV工CE

ROBOMAT工X

SATELDATA

SPACECOMPS



ホ ス ト ・サ ー ビ ス 名 所 在 地 サ ー ビス ・デ ー タ ベ ース 名

STANDARDS&SPECS

TEI.EGEN/TELEGENLINE

TEXTL工NE

TRANSDOC

WORLDTRANS工NDEX

EURIS MR.QUENOT CELEX

SQuAREDEMEEuS,5 CIS/エNDEX

B-1040BRUXELLES COMEXT

BELGIQUE-BEI・G工E

EX工S MRS.PAULINEEI、DRED EXIS

38TAVISTOCKSTREET

LONDONWC2E7PB

F工NSBURYDATA MR.S.RAYMENT NEWSL工NE

SERV工CES 68/74CARTERLANE TEXTL工NE

LONDONEC4V5EA

UN工TEDKINGDOM

F工ZTECHNIK MR.S.CLAASSEN DECHEMA

POSTFACH600547 DKF

D-6000FRANKFURT/M DK工

60 DOMA

B.R.DEUTSCHLAND MED工TEC

TECLEARN

VD工 －NACHRICHTEN

G-CAM MME.L.GRABINSKI ADOC

TOURMAINE-MONTPARNASSE AECO

33,AV.DUMA工NE AGORA

F-75755PARISCEDEX15 B工ODOC

FRANCE BIRD

BN工1

CCO1

COLL

CONC

DOC-EXPORT

DOGE

ECODOC

EMPI.0工ETFORMAT工ON

F工RMEXPORT

F工SC
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ホ ス ト ・サ ー ビ ス 名 所 在 地 サ ー ビス ・デ ー タベ ース 名

INFE

工NFF

ISIS

JAO1

LEGI

MED工

MERL-ECO

PROMEXPORT

PROMINPORT

RAME

REBK

RESHUS、

SAGA

SENA

S工NT

SPHINX

TELEF工RM

TELEXPORT

VININFO

GID MR.ZUCHEL BLL

POSTFACH,710370 EWG

D-6000FRANKFURT71 FSTA

B.R.DEUTSCHLAND HEB工S-B工B

INFODATA

NAR

GSI-ECO MR.DIDIERWE工TZMAN CHEI.EM

25,BD.DEIＬIAMIRAL CN1

BRU工XF-75782PAR工S CN2

CEDEX16 CRONOS-ICG・

FRANCE CRONOS-ZPVD

GS工DATA

1A1

IFS/FMI

P工E

SIC

HELECON HELS工NK工SCHOOLOF B工LD

ECONOMICSI、 工BRARY F工NP

RUNEBERGINKATU22-24 SCANP

SF-00100HELS工NK110 SC工MP

FINI、AND THES
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ホ ス ト ・サ ー ビ ス 名 所 在 地 サ ー ビス ・デ ータ ベ ー ス 名

1NFAS MR.K.L工EPELT

MARGARETENSTRASSEl

D-5300BONN2

B.R.DEUTSCHLAND

EUROBASE

工NKA DR.B.JENSCHKE

D-7514EGGENSTEIN－ ロ
LEOPOLDSHAFEN2

B.R.DEUTSCHLAND

BAUFO

B工BL工ODATA

BODO

BUS工NESS

BYGGDOK

COAL

COMPENDEX

CONF

CORP

C13-NMR

DATACOMP

DETHERM

DETHERM-SDC

DETHERM-SDR

D工RSLEARN

ECOMP

ENEC

ENERGY

ENERGYL工NE

ENSDF

ENSDF-MEDI。1ST

ENSDF-NSR

FOR工S

FORS

GEOL工NE

工CSD

IN工S

INSPEC

L工NA

MATH

MATHDI

METADEX

NTIS

NUCI、EAR

ORL工S

PASCALBAT

PATENTE

PATSD工

・
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ホ ス ト ・サ ー ビ ス 名 所 在 地 サ ー ビス ・デ ータ ベ ー ス 名

PATSD工 －TEST

PHYS

PHYSCOMP

RHEO

RSWB

SDIM工

SD工MI工

S工GLE

SOFI

SOL工S

TRIBO

V工SDATA

JRC MR.J.HELMS EUROCOPI

工 一21020工SPRA(VA)

工TALIA

PERGAMON SARAHOUNN CASEARCH

INFOL工NE 12VANDYSTREET CHEM工CAI.ENG工NEERING

L工MlTED GB-LONDONEC2A2DE ABSTRACTS

UNITEDK工NGDOM COMPENDEX

COMPUTERPAT

ELECTRON工CPUBLISH一

工NGABSTRACTS

FINECHEM工CALS

GEOMECHAN工CSAB一

STRACTS(GMA)

INPADOC

工NPANEW

KEYBR工TISHENTER一

PRエSES(KBE)

MASSSPECTROMETRY

BULLET工N

㎜
PACKI、EG工S

PATLAW

PATSEARCH

P工RAABSTRACTS

RAPRA

WORLDTEXTII.ES

WSCA

SAMSOMDATA MR.DELANGE DFLFTHYDRO

SYSTEMENBU W工LHELMINALAAN1 1、工SA

FOSTBUS180 L工SASUBSET
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ホ ス ト ・サ ー ビ ス 名 所 在 地 サ ー ビス ・デ ー タベ ース 名

NL-2400ADALPHEN・ MARNA

A/DRエJN MATHF工LE

NEDERLAND SH工PABSTRACTS

SH工PDES

SUNSYSTEMS

TELECOM

TROPAG

SC工CONCOMPUTER MR.J.W.COI、1.INS ACOMPLINE

SERV工CESLTD. BRICKCLOSE MTDATA

K工LNFARM POLIS

GB-MILTONKEYNES PPDS
'MK11

・3EJ .SCICOPATH

UNITEDK工NGDOM SPD(SHAREPR工CE

DATA)

UKCSO

S工A 、BOEDATABANK
.

(CエSエ ーGROUP)
.

CIT工BASE

FINTEL/FT

エMF/IFS

P工NCCA

ROUTES

UKCSO

タ UKTREASURY

SIDERAL M.ANDREAZER工LL工 CITEX

INFORMATICA ASSOLOMBARDA

V工APANTANO

9

20122M兀AND

SLIGOS MR.ESTAPA AXESS

91,RUEJEANJAURES BOURSE

F-92807PUTEAUX MEDIAL

FRANCE MERCAT工S

SELECVAL

VALUEL工NE

TELEPRINT
'
MR.WERNER TED

POSTFACH296

D-6600SAARBRUECKEN

1
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ホ ス ト ・サ ー ビ ス 名 所 在 地 サ ー ビス ・デ ー タ ベ ー ス 名

TELESYSTEMS MR.DANCOISNE CANCERNET

－QUESTEL 40,RUEDUCHERCHE CANOM

M工D工 CEC工LE

F-75006PAR工S C工M

FRANCE CNRSLAB

DEFOTEL
'EDH -DOC

ENERG工RAP

ESSOR

EUCAS67,72,77,82'

EURECAS

FAIREC

FRANClS-H

FRANClS-S

GEODE

GRAPPE

HELIOS

IALINE

IFPTHERMODYNAMIQuE

INP工 一1

工NPI-2

工NPI-3

工NPI-4E

工NTERC工M

JUR工SDATA

LAB工NFO

LABOR

LEX

1.OGOS

MEET工NGAGENDA

MIN工CAS

NORIANE

PASCAL

POLYCAS

PROMETA

QUESTA6/7
REDOS工

SB－ 工

SCOLA

SPECTRA

SYDON工

TELEDOC

TITUS-E/T工TUS-F
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ホ ス ト ・サ ー ビ ス 名 所 在 地 サ ー ビス ・デ ー タベ ー ス 名

TRANS工N

UPCAS

URBAMET

THERMODATA MR.DEN工EL HYDROGENDANSI、ES

B.U.S.DOMA工NE METAUX

UN工VERSITA工RE HYDROGENINFORMATION

BP.NO.22 THERMDOC

F-38402SA工NT THERMODATA

MARTIND,HERES

FRANCE

USCL DR.N.WALKER EPCA

POBOX110

GB-WATFORDWDllSA

UN工TEDKINGDOM

4.3ECHOの 活 動 と 今 後 の 役 割

ECHOは,前 述 の とお りDIANEの ホ ス トサ ー ビス業 者 が 集 ま った機 構 であ

るが,現 在 は49の ホ ス トの 内約48%の40が 加盟 して い る。 これ らの ホス ト

サ ー ビス業者 は,年8回 程 度ECHOに 集 ま り,検 索 言 語,自 動 翻 訳,パ ス ワー

ドの 統一 お よ び料 金 支 払 い等 の課 題 につ いて 検 討 を加 えて きた。 ま た ,ECHO

はEC委 員 会 の許 可 の 下,独 自 にDIANEに お け る ホ ス トや デ ー タ ベ ー ス お よ

び デ ー タベ ー ス ・プ ロデ ュ ーサ に関 す る情 報 を収 集 し編 集 した 「DIANE-GU

IDE」 をDIANEユ ーザ に 印 刷 物 とオ ン ライ ン検索 の 形 で サ ー ビス して い る。

DIANE-GUIDEの 作 成 作 業 は,イ ギ リス のLearnedInformation社 が行 っ

て い る。 印 刷 物 の 内容 は,次 の よ うに編 集 さ れて い る。

① 分 野別 デ ー タベ ー ス 名

② デ ー タベ ー ス名 別 概 要 とホ ス ト名

③ ホ ス ト別 デ ー タベ ー ス名

④ ホ ス トの所 在 地,連 絡 先

さ らにECHOは,DIANE-GUIDE以 外 に も表4-2の よ うな デ ー タ ベース
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を 「ECHOCUSTOMERSERVICE」 を通 じて 提 供 して い る。

Euronetの 運 営 母 体 は,協 議 ・調 整機 関 と して 存 続 す る こ とに な ったが,今

後 は 次 の よ うな事 項 に つ いて 協 議 す る こ とに な って い る。

①CommonLanguageに 関 す る こ と

O異 言語 間 の 自動 翻 訳

Oコ マ ン ド言 語 の標 準 化

②lnter-operabilitySystem

。コ ン ピュ ー タ ・スイ ッチ ング(ホ ス トコ ン ピュー タ の 自動切 り換 え)

O統 一 パ ス ワー ドの採 用

③Commoncharge

o異 種 通 貨 国 間 の デ ー タベ ー ス利 用料 金 の課 金

これ らの 課題 は,ECHOが 現 在 独 自 に行 って い る検 討 課 題 と も符 合 し,そ の

た め に 具 体 的 な検 討 はECHO内 に新 た に設 置 した検 討 の た めの ワーキ ン グ グル

ープ で 行 わ れ るの が 実 態 で あ る ら しい。

表4-2ECHOが 提 供 す る デ ー タベ ー ス

デ ー タ ベ ー ス名 概 要

DIRSLEARN datenbasisfuertrainingszweckefuerdirs

DUNIS verzeiconisderinformationsystemdervereinten

nationen

EABS veroeffentichteforschungundstudienberichte

(finanziertdurchdieeuropaeischengemenschaften)

ENDOC unweltzentreninderEG

ENREP laufendeumweltforschungsprojekteinderEG

EURODICAUTOM mehrsprachigesverzeichnisconfachausdruecken

TED oeffentlicheausschreibungenderEG-kommission

(wieveroeffentlichtimamtsblatt,supplement'S')

undvonGATT

TERMINALS verzeichnisvonEuronet-Kompatiblenterminals
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5.GlD

調 査 先:GesellschaftftirInformationundDokumentationmbH

所 在 地:LyonerStrasse44-48,P.O.Box710370

D-6000FrankfurtamMain71

Tel:0611-6687-1

Telex:414351

調 査 期 日:昭 和59年11月 ユ9日(月)

面 接 者:Dr。Abbel(協 会 部 長)

5.1概 要

'GIDは 連邦政府研 究技術省(
BMFT)の 助成 によって,科 学 および 技術関連

の専門情報,文 献並 びに通信分野 の研究開発を 目的 と して,1977年 に設立 さ

れ1978年1月 よ り業務を開始 して いる。 予算面では総予算の65%を 政府が,

また35%を 地方公共団体が支 出 してい る。 協会組織を とって いるが ,役 員 は 政

府および州 関係者が加わ り,以 下の とお り構成 されて いる。

① 専務取締役

② 評議員 による会議

③ 管理者(科 学部門担 当,事 務部門担当)

④ 科学技術評議会

GIDの 活動内容は以下 の とお りで ある。

① 応用研 究および開発

② 技術支援

③ 知識交換 および人的交流

④ 情報科学 および情報関連業務 に関す る照会サー ビス

⑤ 情報関係機関,出 版社並びにGID会 員 に対す る相談 サー ビス

⑥ 政府 の助成 によ る研 究 プロジェク トの承認 と管理
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⑦ 国 内 お よ び国 際 協 力

他 方,BMFTは デ ー タベ ース促 進 のた め,GIDを 助 成 しその 成果 を 分析 し

て お り,経 済 省(BMWI)に 情 報 関 連 の 予 算 案 を勧告 す る立 場 に あ る。 さ らに

GIDを 通 じて 公 私 を問 わず デ ー タベ ー ス関 係 機 関 に助 成 を行 い,そ の 監 督 を

行 って い る 。

BMWI

(経 済 省)

BMFT

(研 究技術省)

。}。/㌫)
(情 報 ドキ ュメ ンテ ー シ ョ ン協 会)

/
GMDFIZ'AFI

(数理データ協会)(専 門情報センター;INKAも 含む)(専 門情報協会)

図5-1デ ー タベ ース振 興 諸 機 関 とGIDの 位 置付 け

連邦 政府 の プ ロ グ ラム に よ る と,現 在 以 下 の5分 野 を重点 指 向 と して推 進 し

て い る。

U)文 献 抄録 関連 デ ー タ ベ ー ス

(投 資額10.3百 万DM)

② 数 値 情 報 デ ー タベ ー ス

(投 資額4.4百 万DM)

③ 電気 お よ び 通 信 関連 デ ー タベ ー ス

(投 資額4.8百 万DM)
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(4)市 場 調 査 関 連 デ ー タ ベ ース

(投 資額2.4百 万DM)

(5)基 礎 研 究

(投 資 額4.4百 万DM)

こ こで,電 気 お よ び通 信 関連 デ ー タ ベ ー スに はオ ンライ ンデ ー タベ ー スが 含

ま れ,ま た基 礎 研 究 に は 日本語,ド イ ツ語 の 自動 翻訳 研 究 も含 ま れ て い る。

1983年 度 に は上 記 分 野 か ら14項 目の プ ロ ジ ェ ク トを もち,GIDの ほ か

さ らに私 企 業 も含 め15機 関 が デ ー タ ベ ー スの 構 築 に参 加 して い る。 各 プ ロ ジ

ェ ク トに対 して 政 府 が 支 出 す る予 算 範 囲 の査 定 は困 難 で あ る と本音 を言 って い

た が,差 当 り私 企 業 には 開 発費 の50%を 政 府 か ら,あ との50%は 委 託 先 が

出資 して い る。 た だ し大 学 関係 に は100%を 政 府 が 支 出 して い る。 デ ー タベ ー

ス 構築 後 の 所 有権 につ いて は一貫 した 規 定 は な いが,出 資 の 割 合 に も とつ いて

そ の都 度 と りきめ て い る。 国 内用 デ ー タ ベ ース は 基 本 的に は 自 国語 を用 い,ハ

ー ドウェアはIBMで 使 用で き るよ うに設 計 して いる
。 電気 工 学 を始 め大 部 分 の

デ ー タベ ース は ほ とん どが 西 ドイ ツの 情報 で あ るか ら,国 際 的 な汎 用 性 は少 な

い よ うで あ る。 もち ろん,日 本 の 情 報 は多 くな いそ うであ る。現 在,デ ー タ ベ

ース開 発 に当 って 関心 が 高 いの は 自動 翻訳 機 能 を付 加 す る こ とで あ る
。 英 語 か

ら独 語 へ は完 成 して いる が,そ の 逆 は 未 だ研 究 中 で あ る。 現 在 施 行 して い る デ

ー タ ベ ー ス関連 の 政 府 フ.ログ ラム は1984年 度 ま で で あ り
,新 し いプ ログ ラ ム

が1985年 度 か ら開始 さ れ る予 定 で あ る。 な お,開 発 費 を含 ま な い経 常 費 は年

間34百 万DMで あ り,GIDの 職 員 は 国家 公 務 員並 みの待 遇 とな って い る。

Dr.Abbel氏 の紹 介 に よ って,AFI(ArbeitsgemeinshaftFachinfomation

e.V.)を 訪 問 し,活 動状 況 を聴 取す ることがで きたので加えた い。AFIはGIDの

コ ン トロ ール下 に あ り,法 律 的 に は専 門情 報 を取 扱 う独 立 した 個 人会 社 で あ る。

先 に述 べ た よ うに専 門情 報 の デ ー タベ ー ス開 発 は 連邦 政府 が プ ロ グ ラ ムを策 定

しその 線 に 沿 って 進 め られ て い るが,1984年 連 邦 政府 か らデ ー タベ ー ス に関

す る第2の プ ログ ラ ムが 発 表 され,AFIも こ の基 本 政 策 に沿 って 進 んで い る。
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主 と して 専 門情 報 と技 術 情報 を収 集 整理 して お り,同 時 に光 デ ィス クな どの新

しい媒 体 を利 用 した蓄 積 方 法 や,レ ーザ プ リ,ンタ など の新 しい出 力方 法 もテ ー

マ と して い る。 一方,半 公 共 的 な情 報 を 収集 提供 して お り,出 版 物 も出 して い

る。情 報 処 理 の 分 野で は新 しい概 念 が つ ぎ っ ぎ と生 まれ るが,こ れ らの 技術 的

問題 点 を追 求 して い る。 た とえ ば図 書 館 の 今 後 の あ り方 もテ ー マ のひ とつ で あ

る。 これ は コ ン ピ ュー タを 用 いて デ ー タ ベ ー ス と して蓄 積 され た図 書 館 の 本,

写 真,ビ デオ画 像 な どを通 信 回線 で送 り遠 隔 地 で 検 索 しよ う とす る もの で あ る

が,こ の 問題 点 は電 話 な どの音 声 通 信 よ り も大 量 の 情報 伝 達 が 必要 で あ るため,

光 フ ァイバ ーケ ー ブル など の 大容 量 の通 信 回線 が 必 要 とな って い る。 と同時 に

図 書 館 の 形 態 も変 化 して い くが,こ れ らの推 移 予 測 も行 って い る。AFIで は,

この よ うに情報 の 取扱 い にお け る新 しい メ デ ィア につ いて,効 果 的 な 利 用方 法

や そ の波 及 効 果 等 が研 究 対 象 と な って い る。

AFIに は会 員 制 度 が あ り,現 在60会 員 で 内 訳 は2/3が 私 企業,1/3が 公

共 団 体 で あ る。一会員当 りの年会 費 は750DMで あ り,研 究 開 発 費 に当て られてい

る。 会 員 は定期 的 に情 報 交 換 や 問 題 提起 の 場 を もち,会 員 が 調 査 グル ープ を作

り調 査 解 決 に当 って い る。 ただ し,AFIで 不 可 能 な テ ー マ は他 機 関に委託 して

い る。GIDか らの 年 間補 助 予 算 は50万DMで,専 属 要 員 は4名,必 要 に応 じ

て 派 遣 要 員 が 加 わ っ.てい る。

5.2デ ー タベ ー ス 関連 プ ロ ジ ェ ク ト

今 回 の訪 問 で は,GIDの 活 動 範 囲,組 織 な ど一通 りの 説 明 を受 け た の ち,酉

ドイツ で 現在 構 築 中 の デ 一 夕 ベ ース シス テZrに つ いて 説 明 を受 け たの で,資 料

で補 足 し なが ら次 に紹介 す る。

西 ドイ ツで の デ ー タベ ース の 考 え方 は3っ の タイ プに 分 類 す る こ とか ら始 ま

る。 す な わ ち,目 標 情 報,検 索 処 理 およびデ ータの 出力 で あ る。 この 分 類 は現存

す る30件 の デ ー タベースの 分 析 に 基 づ い て実 施 されて い る。 利用者 の要求 につ

いて 調査 した 結果,シ ス テ ムの仕 様 は 目的 や 内容 に よ って 大 き く変 る もの で あ
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り,個 々 に定 義 す べ きで あ る こ とが わか った。 分 析 の第2段 階 で は,特 に物 理

化 学 分 野 の よ うな特 定 の情 報 シス テ ム群 に 的 を しぼ り,全 国 に 分 散 させ て 独 立

した デ ー タベ ース を構 築 す るこ とが 提 案 され た。 デ ー タベ ー ス の推 進 班 を 組 織

して,物 理,化 学,物 質 お よ び関 連 技 術 の各 情 報 セ ンターを 設 立 して,西 ドイ

ツ に お け るネ ッ トワー ク の完 成 に 当 った。

(1)書 誌 情報 シス テ ム

書 誌 情報 シス テ ムの質 は,利 用 者 が抄 録 文 等 の 書誌 デ ー タを検 索 す るの

に便 利 で あ るか ど うか に よ って きま る。GIDは この 分野 で の手 川頁や 方 法

の 改善 に努 力 して い る。 さ らに西 ドイ ツに お いて 緊急 課 題 で あ るデ ー タお

よび 検索 の基 準 を情 報 局 と協 同 して 設定 す る こ とを提 案 した。

デ ー タベ ース用 語 につ いて は,.2つ のプ ロジェク トに分 け られ,最 小 の 操作

で検 索 す る研 究 を 行 な って いる。2つ の プロ ジェク トの うち;KONNEXの テ

ー マ は フ リー テキ ス ト検 索用 の 機 能 で検 索 中 に1回 の操 作 で 少 な くと も2

種 類 の記 事 が 出 力 さ れ る方 法 の 開発 で あ る。 これが 実 用 化 され る と,利 用

者 は従 来 以 上 に正 確 に検 索 が可 能 とな る。

第2の プ ロ ジ ェ ク トはSYNOPSEと 呼 ば れて お り,科 学 技 術 情報 の検 索

を最 小 限 の操 作 で 行 な う最 新 技 術 を開 発す るテ ー マで あ る。

②,経 営 情報 シス テ ム

西 ドイ ツに お け る経 済 界,特 に民 間 企業 に おけ る情 報 の重 要 性 が認 識 さ

れ る に従 って,経 営 戦 略 上 の検 討 や市 場 分析 の 必要 性 か ら,情 報 サ ー ビス

が 歓 迎 され るよ うに な って 来 た 。GIDは プ ロジ ェ ク トチ ー ムを編 成 し,

これ らの 企業 に対 して社 内 情 報 シ ス テ ムの設 立 に援助 して来 た 。各 企業 で

は経 営情 報 を よ り専 門 的 にす る努 力 が な され る よ うにな り,社 内 に 情報 部

の セ ク シ ョンが 設 立 され て 来 た 。

(3)小 型 コ ン ピュ ータ を使 った 情 報 の入 手 手 段

ミニ コ ン ピ ュ ータ 又 は マ イ ク ロ コ ンピ ュー タを 使用 した情 報 検 索 シ ス テ

ムの設 計 お よ び それ らの ソ フ トウ ェア開 発 は実 用段 階 に まで 進 ん で い る。
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なか で もMIKROPLISと 呼 ばれ る シス テ ムは,・ 中央 原 子 力 研究 所 の ほ か

種 々の 機 関 の協 力 に よ って 開発 され,UNEsCOや 先 進 国 で 使 用 され て い

る。 複 写 技 術 の 分野 で は,複 写 関 連 の デ ー タベ ース が さ らに追加 され て調

査 され た 。 この 分 野 の研 究 チ ー ムは 環境 保 全安 全 規 定 に基 づ いて写 真 の 定

着 液 中 に発 生 す る銀 を取 り除 くた め の銀 除 去装 置 の試 験 を行 った。 そ の他

情 報 交 換 の一 環 と して,最 近 販 売 され た低 価 格 のALOSマ イ ク ロ フ ィ ッ シ

ュ リー ダの 試験 を実 施 して,こ の リー ダが小 規 模 の 情 報 検 索 シス テ ムに適

して い る こ とを証 明 した 。

(4)コ ンサ ルテ ィ ング と技 術 サ ー ビス

GIDに お け る科 学 技 術 情 報 分野 の ゴ ンサ ル テ ィ ング と技 術 サ ー ビス は,

1983年 に 入 って 急 速 に増 加 し,認 識 を 高 めて い る。GIDが 行 って解 決 .

また は改 善 され た種 々の テ ー マは数 え きれ な い6GIDの 任務 は,急 速 に

進 歩 す る情 報 技 術 に遅 れ な い よ うに,情 報 産業 界 の専 門 家 達 に,技 術 ニ ュ

ー ス,シ ス テ ム,処 理 方 法 等 を 伝 え る こ と もあ るが,連 邦 政 府 が 民 間 企業

の 自主 開 発 を奨 励 して い る折 か ら;多 くの情 報 関連 企 業 お よ び出 版 社 が

GIDに 対 して 助 力 を求 め て 来 るよ うに な った。 さ らにGIDは 調 査報 告

書 を 連邦 政府 並 び に公 共 団 体 に提 出す る こ とを義 務 づ け られ て お り,こ の

た め に もGIDは 研 究 調 査 を活 発 化 して い る。

GIDの 行 うコ ンサ ル テ ィ ング は,短 期 間で の 照 会,専 門 的 意 見 や 評 価

並 び に技 術 問題 に対 して で あ るが,特 につ ぎの 分野 の 援 助 協 力 を 実 施 して

い る。

① 情報 分析 の理 念,方 法 お よび デ ー タベ ー スの 構 築 に関 す る こ と

② 効 率の よ い技 術 的 に進 ん だ適 切 な ハ ー ドウ ェア の選 定(端 末 機器,マ

イ ク ロお よ びパ ー ソ ナル コ ン ピュ ー タ,外 部 メ モ リー,プ リン タ ー,

か 一 ブプ ロ ッタ,複 写 器 な ど)

③ イ ンテ リジ ェ ン トレコ ー ダ等 の ハ ー ドウ ェア お よ び ビデオ テ ック ス

用 ソ フ トウ エア
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④

⑤

⑥

⑦

デ ー タベ ース 関連 シス テ ムの ソ フ トウ ェア およ び検 索 方 法

ドキ ュメ ンテ ー シ ョ ンの電 子 的取 り扱 い

(自 動 翻 訳,ワ ー ドプ ロセ ッサ な ど)

信 頼 性 お よ び効 率の 高 い通 信 回 線 の 設 定,オ ンライ ン シス テ ム

ホス トコ ン ピ ュー タへ の接 続 条 件

受 託 内容 は この ほか 情 報 セ ンター で 発 生す る経 済性 にか かわ る問 題(価

格 の検 討,サ ー ビス の価 格 付 け,経 営 用統 計等)や,新 技 術 に よ って 生 ず

る著 作権,リ ー ス契 約,競 合,債 務 お よ び デ ー タの秘 密 性 な ど の法 的諸 問

題 に も及 ん で い る。

GIDの 管轄 す る専 門情 報 セ ンタ ー を利 用 した 利用 者数 は,INFODATA

オ ンライ ン検索,国 内 外情 報 サ ー ビス(デ ー タベ ース,印 刷 サ ー ビス)等

を 含 めて,年 々増 加 して い る。GIDの 講演 や 訓 練 を通 じて の利 用 者 教 育

も,情 報 検 索,ビ デ オ テ ック ス,複 写 技 術 な ど各 分野 にわ た って 極 めて 成

功 して い る。

GIDの 研 究 開 発 プ ロ ジ ェク ト推 進i管理 部(ZPF)は,主 出資 者 で あ る

連邦 政 府 お よ び州 政 府 の種 々の活 動,と くにBMWIとBMFTに よ っ て 定

め られ た指 標 に沿 って 推 進 して来 た。 さ らにZPFは 連 邦 政 府 が 提 案 した

情 報 シス テ ムの 開 発 プ ロ グ ラムの策 定 に と りか か って い る 。現 在 の と こ ろ

年 間予 算2,600万 ドイ:ソ.マル クで,90件 の研 究 開 発 を義 務 づ け られ て い

る。

国 際 的 に は 日本 お よ び米 国 に駐 在 す る事 務 所 を通 じて 協 力 態 勢,情 報 交

換 を活 発 化 して お り,一 方ECの 委 員会 に も出席,さ らに は フ ランス の

MIDISTと の 緊 密 度 を高 め て い る。 サ ウ ジア ラ ビア(SANCST省)と の

協 力 契 約 を検 討 中で あ り,日 本 と共 同 の特 別 情 報 第5回 会 議 も準 備 して い

る。 ま た,海 外 か らはGIDの 活 動 状 況 調 査 の た めに訪 れ,他 方1983年

に はGIDか らも120に の ぼ る国 内外 の 情 報 分 野 の委 員 会 に積極 的 に 参 画

した 。
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6.MIDIST

調 査 先:MissionInterministeriellede

l'InformationScientifiqueetTechnique

所 在 地:9.rveGeorgesPitard75015PARIS

Tel:550-34-40

調 査 期 日:昭 和59年11月26日(月)

面 接 者:Mr.MoriciRonai

Mr.JacqusRosselin

6.1概 要

MIDISTは ご く最近 住 所 を変 更 して いて 訪 問 時 に 多少 ま ごつ い たが,2人

の担 当者 に面 会 す る こ とが で き,心 よ く調 査 に応 じて くれ た。Mr.M.Ronai

は デ ー タバ ンクの専 門 家,一 方Mr.J.Rosselinは 科 学 技 術 関係 の 出版,'普 及

の うち デ ー タベ ース を 担 当,1983年11月 に来 日歴 の あ る青 年 で あ った。 説

明 の概 要 は以 下 の と お りで あ る。

フ ラ ンス にお け るデ ー タベ ー ス に 関す る一 般 的 政策 の骨 子 は基 本 的 に は無 い

と い って よい と思 う。 敢 えて 言 えば,MIDISTの ま とめ た小 冊 子SCHEMA

D'ORIENTATIONSCIENTIFIQuEETTECHNIQUE(1984年)

が 政 策 を 方 向 づ け る もので あ る。 科 学 技 術 の 政策 を実 施 す る組 織 と してMID

ISTが あ るが,科 学 技 術 と い って も広 範 囲 に わ た って お り,郵 政 省 ほか各 省 が

そ れ ぞ れ を 担 当 して い る。MIDISTは1979年 にBNISTか ら発展 的 に改組

さ れ た もの で あ り,フ ラ ンスの 科 学 技 術 情報 に関 す る全 省 庁 の横 割機 関 と して

デ ー タベ ース に取 り組 ん で い る。

歴 史 的 に概 観 す る と,ヨ ーロ ッパ で は1970年 頃 科 学 技 術 に対 す る 遅れの意識

が爆 発 的 に起 きて,各 国 で 様 々の 処 置 が と られ た。た とえば イギ リスで は1974

年 にBritishLibraryの 設 立 を提 唱 し 民 間委 託 の形 を と っ た。 ま た,西 ドィ ッ
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で は 政 府 指 導 型 で16個 所 の 専 門情 報 セ ンタ ーを 作 る構 想 を もっ た。 当 の フ

ラ ンス の場 合 は折 し も 「他 国 製 デ ー タベ ースへ の依 存 は,文 化 的 植 民 地 とな り

国家 的 危 機 にっ な が る」 と い う自国 の コ ン ピュ 三 夕化 を提 唱 した ノ ラ マ ー クの

報 告 書 も出 され,官 民一 体 化 の 振興 策 が と られ た。1978年 に デ ー タ バ ンクを

創 設 したが,こ れ は 自国 の 民 間会 社 の発 展 を促 進 させ ると 同時 に,デ ー タバ ン

クが5年 間 で黒 字 に反 転 す るよ うに収 益 性 を 目的 と した もので あ る。 この投 資

は官 民 折 半 して支 出 され た。 デ ー タバ ンクの コ ン ピュ ータ化 が1978年 に完成

し,そ の通 信 部 門 をTelesystemが 担 当 した。

さ らに1982年12月 に政 府 とTelesystemの 間 で 契 約 が な され,デ ー タ ベ ー

・スを 担 当す るQUESTELが 新 設 され た
。

MIDIST

他 の 省 庁
`

郵 政 省

一
(助成)

(100%出 資)

QUESTEL FRANCECABLERADIO

(100%出 資)

Telesystem

図6-1デ ー タベ ース施 策 に よ って 設 立 された 主 な機 関 の関 連

QUESTELは 郵 政 省 の 監 督下 に置 か れ,つ ぎの 部 門 を担 当 して い る。

① エ ン ジニ ア リン グ

② オ ン ライ ン シス テ ム

③ タ イ ムシ ェ リン グ
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④ テ レ ックス

⑤ ソ フ トウ ェ ア開 発

QUESTELは 当 初 赤字 が 累 積 した が,現 在 で はっ ぎのよ うな実績 を上 げ るに至

って い る。

{1)Euronet-DIANEを 追 い越 して 売 り上 げ,サ ー ビス共 に ヨー ロッパ第1の

営 業 成 績 を上 げ て い る。

② 米 国 デ ー タベ ー スの フ ラ ンス進 出 を食 い止 め る こ とが で きた ば か りか,

逆 に 国際 進 出 を 試 み る こ とが で き た。

(3)日 本 の 丸 善 と契 約 す る こ とが で き た。

④ ヨー ロ ッパ各 国 の 発 展 を促 進 させ る こ とがで き た。

この よ うな成 果 を み る と き,長 い 目で みれ ばQUESTELへ の投 資 は ポジティ

ブな行 為 で あ った と 自賛 して い た 。

デー タベ ー ス関 係 費 は1978年 ～1982年 度 の期 間に8,200万 フランが投資 された。

1983年 ～1986年 度 の 投 資 額 は明 らか に しなか った が,新 しい プ ロ ジ ェク ト政

策 に も とつ いて い る よ うに見 受 け られ た。 なお,QUESTELは 利潤 を出す よう

に な った 時点 か らは,デ ー タベ ース に 関す る リス ク を 負 わ な けれ ば な らな い と

い う条 件 が課 せ られ て い る。

1982年 度 に工 業 省 とMIDISTが 協 同 して新 政 策 を 打 ち出 し.デ ー タ ベ ー

ス評 価 の 基 準 が で き上 った。 そ の骨 子 は

① 収益 性(商 業 的 に成 算 が あ る こ と)

② 公 共 的機 関(誰 で も使 用 で き る こ と)

③ 戦 略 的(国 際 進 出が で き る こ と)

④ 防 衛 的(国 外 か らの進 入 を 阻止 す る こと)

と な って お り,各 部 門 毎 に パ イ ロ ッ ト的 な審 議 会 が構 成 され て い る。 現 在審 議

会 にお いて 保 険(健 康),毒 物,化 学,研 究 者名 簿,研 究 所 名 簿,用 語の データ

ベ ー ス化 につ いて検 討 中 で あ る。

ヨー ロ ッパ で はECの 今後5年 間 の プ ログ ラムに基 づ い て,情 報 市 場 の 進 展
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を 計 画 して い る。 予 算 は2,000万 米 ドル を計 一ヒし,そ の対 象 は

① 特 許

② バ イオ テ ク ノ ロ ジ

③ 機 器

④ 工 業 プ ランニ ン グ

⑤ エ レク トロニ ッ クス

と な って い る。 この 目的 は情 報 技 術 の ヨー ロ ッパ 各 差 を是 正 し,ア メ リカ に対

抗 す るた めで あ り,フ ラ ンス で はMIDISTが 推 進 本 部 とな って い る。

6.2フ ラ ンス のデ ー タベ ー ス

フ ラ ンスに お け るデrタ バ ンク お よ び デ 「タ ベ ー スの 作成 機 関 は,1983年
.

3月 現 在 で1'34に の ぼ る と報 告 さ れて い る。 フ ランス の情 報源 は過半数が政府

機 関 ま た は準 政 府 機 関 で あ り,ヨ ー ロ ッパ,ア メ リカ と比 較 す れ ば,つ ぎ の表

に な る。

表6-1各 国 の デ ー タベ ー スの情 報源

国
情報源 フ ラ ン ス ヨ ー ロ ツ ノ寸 ア メ リ カ

政 府 機 関 58% 40% 28%

非営利事業体 19% 32% 19%

営 利 企 業 23% 27% 52%

そ の 他 0% 1% 1%

フ ラ ン ス の デ ー タ ベ ー ス 作 成 グ ル ー プ に は,現 在 正 会 員 が40社,準 会 員12

社 が 加 入 して い る が,こ れ らが フ ラ ンス の デ ー タ ベ ー ス 作 成 数 の 約65%,売

上 げ の80%を 占 め て い る。さ らに プ ロ デ ュ ー サ と して 参 入 して 来 る と 考 え られ

る 機 関 に は,CNRS,INpl, .laDocu,mentationFrancaise,INSEE,AFN

OR,CATED,DIDOT-BOTTIN,DAFSA,パ リ商 工 会 議 所,SYDONI,都 市
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計 画 イ ル ・ ド ・フ ラ ン ス ・イ ン ス テ ィ テ ユ ー ト等 が あ る。

フ ラ ン ス の デ ー タ ベ ニ ス サ ー ビ ス 機 関 の 数 は15で あ り
.1ア メ リカ134,ヨ

ー ロ ッパ60
,世 界 中 で234に 比 較 す る と,フ ラ ン ス は か な り優 位 を 保 っ て い

る と 言 え る。Euronetに デ ー タ ベ ー ス 提 供 の 機 関 数 は フ ラ ンス が11,イ ギ リ

ス が5,西 ド イ ツ が6と な っ て い る 。 つ ぎ に サ ー ビ ス 機 関 別 に 提 供 して い る デ

ー タ ベ ー ス 数 を 比 較 した 表 を 示 す
。

表6-2 欧州 およびアメ リカの主 な機関が

サ ービス してい るデータベース

サ ー ビ ス 機 関 デ ー タベ ー ス数 分 野

LOCKHEED(ア メ リカ) 1ユ0 複 数 分 野

SDC(ア メ リカ) 75 複 数 分 野

DRI(ア メ リカ) 60 経 済 関 係

ESA-IRS(CEE) 40 科学技術関係

QUESTEL(フ ラ ンス) 40 複数 分 野

G-CAM(フ ラ ンス) 30 複 数 分野

DIMDI(西 ドイ ツ) 20 医 療 関係

CISI(フ ラ ンス) 11 複数 分 野

SLIGOS(フ ラ ンス) 7 複数 分 野

SPIDEL(フ ラ ンス) 7 複数 分 野

1979年,PTTに よ って 設 立 され た ネ ッ トワー クTRANSPACは,パ ケ ッ

ト交 換 デ ー タ伝 送,国 内 の 任 意 の場 所 で の ア ク セ ス可 能,そ れ に距 離 とは無 関

係 の料 金 体 系 を と った 画 期的 な通 信 網 で あ る。 フ ラ ンス に おけ る この プ ロ ジ ェ

ク トは,デ ー タベ ー ス サ ー ビス に大 き な推 進 力 とな って い る。 しか も他 国 で 開

発 され た ネ ッ トワー ク もTRANSPACに 接 続 して ます ます 利 用 度 が高 ま って い

る。 た とえ ば,ECのEuronetは19SO年 に,西 ドイ ツのDATEX-Pは1981年
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に,イ ギ リス のPSSは1982に 設 立 して 接 続 され た 。ア メ リカ に はTymnet ,

Telenetに 代 表 さ れ るネ ッ トワー クが あ るが,TRANPACは 将 来 これ らと接

続 され る予定 で あ る。

フ ラ ンス に は デ ー タバ ンクや デ ー タ ベ ース に照 会 して,入 手 した情 報 を エ ン

ドユ ーザ に送 って い る ブ ロー カが500以 上存 在 す る。 国 内 に は デ ー タバ ンクが

1,000以 上 あ り,ソ フ トウ ェア ・ライ ブ ラ リお よ び シソー ラスが 利 用 で き る現

状 を考 え る と,ブ ロ ー カが フ ラ ンスで は相 当の役 割 を 果 して い る と思 わ れ る。

フ ラ ンス で は ブ ロー カの 手 によ って 殆 ん ど毎 日の よ うに新 規 の商 品 や サ ー ビス

が市 場 に現 われ て い る。 ブ ロー カ は大 略 つ ぎの4つ に 分類 で き る。

(1}業 界 お よ び専 門 機 関(会 計 事 務所,弁 護 士,公 証人,労 働 組 合 等)

② あ らゆ る種 類 の 注 文 に対 して デ ータバ ンクに照 会す る いわ ゆ る情 報 ブ ロ

ー カ

(3)地 域 的 な科 学 技 術情 報 機 関(ARIST)で 商工 会 議所 内 にあ って 主 と し

て 中小 企業 向 け に サ ー ビスす る もの

(4)URFIST。 各 大 学 に あ り,文 部省 の機 関 で あ る図書 館,博 物 館,科 学

技 術 情報 機 関 に よ って 設 立 され た もの

この よ うに 日本 に は見 当 らな い ブ ロ ー カの存 在 は,と くに我 が 国 で 学 ぶ べ き も

の が 多 い。

っ ぎに フ ラ ンス にお け る デ ー タバ ンク とデ ー タ ベー スの 常 時 利 用 者 数 は,約

3,000と 推 定 され て い る。 この数 字 は従来 の デ ー タ ベ ース検策 の 利 用 者 で ,

Teletel、3Vの よ うな 実 験 的 な ビデ オ テ ック スの 利 用 者数 は 含 ま れ て い な い。

利 用 機 関 の60%は 企 業 ・メー カで,残 り40%が 研 究機 関,行 政機 関,専 門

家 居,ブ ロー カ およ び 大 学 とな って いる。 利 用 者 個数 の資格 レベ ルで は,ド キ

ュメ ンタ リス トが60%,技 術 者,調 査 研 究 者,そ の 他 あわ せ て40%が こ こ

数 年 の 傾 向 で あ る。

デ ー タ ベ ース の 分野 別 比率 は,表6-3に 示 す とお りで あ る。
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表6-3デ ー タベ ー スの分 野 別 比 率

国
分野

フ ラ ン ス ヨ ー ロ ツ ノぐ ア メ リ カ

経 済 28% 27% 44%・

科 学 技 術 39% 41%. 29%

人 文 科 学 28% 24% 14%

複 数 分 野 5% 8% 13%"

1982年 の 調査 に よ る と,フ ラ ンスで は 書 誌 的 デ ー タベ ー スが 優 勢(68%)'

で あ るが,ア メ リカで は数 値 デ ー タベ ー スが 多 く構 築 され て お り(56%),経

済,国 勢 調 査,統 計 等 の テ ー マを 指 向 して い る。 数 値 デ ー タベ ー ス の ヨー ロ ッ

パ の 現 状 は さ らに遅 れて お り,ア メ リカ で は630万 件の統計 デ ー タが 利 用 で き

る に対 し,ECで は440万 件 で しか も この うち420万 件前後は 経 済委 員 会 統計

局 の もの で あ る。
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7.'lNKA

調 査 先:lnformationSystemKarlsruhe・

所 在 地:D-7514Eggenstein-Leopoldshahen2,FederalRepublic

ofGermany

調 査 期 日:昭 和59年11月20日(火)

・面 接 者:Mr
.E.O.Schulze(事 務 長)

Dr。H.Behrens(主 任 研 究 員)

Dr.B.Jeeschke(主 任 研 究 員)

DriC.V.Consbruch(主 任 研 究 員)

Dr・Wittberger

7.1概 要

INKAは,散 在 して い た4機 関ZAED,ZLDI、PB,ZFMを 統 合 して

1977年 に設 立 さ れ た西 ドイ ツ最 大 の 国 営専 門 情報 セ ンタ ー(FIZ)で あ る。

9っ のFIZの 中で も4番 目 に設 立 さ れ たた め に,別 名FIZ-4と も呼ばれてい

る。 ま た,INKAは,デ ー タ ベ ー スの オ ン ライ ン情 報 検 索 シス テ ム の総 称 と し

て も用 い られ て い る。 所 在 地 は,西 ドイ ツ南 西 部 に位 置 す るKarlsruheで,同

敷 地 内 には 原子 力 研 究 所 な どの 国 の 施 設 が集 ま って い る。

INKAは,図7-1の 組 織 図 に示 す よ うに,デ ー タ ベ ー スの 作 成,サ ー ビス

以外 に情 報 処 理 関連 の技 術 研 究 も行 って い る。 職 員 は,約300名 で あ り,そ の

内訳 は 次の と お りで あ る。

・研 究 者

・技 術 者

・ コ ン ピ ュ ー タ セ ン タ ー

・文 献 サ ー ビス

・事 務 関 係

・パ ー トタ イ ム
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.図7-11NKAの 組 織



政 府 か らの年 間補 助 額 は,4,000万DM(約40憶 円)で あ り,INKAの 総

予 算 の70%を 占め て い る。 残 りの30%は,デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス等 の 利 潤

で 賄 って い る。

INKAの 情 報部 門 で の活 動 は,以 下 の とお りで あ る。

① 情 報 の収 集 お よ び デ ー タ ベ ー ス の作 成

② オ ン ライ ンサ ー ビス

なお,INKAが 扱 う情 報 の分 野 は,エ ネル ギ ー,物 理学 お よ び数 学 関 係 の 文

献 ・数 値 情 報 で あ る。

7.21NKAの デ ー タベ ー ス とサ ー ビ ス

INKAは,エ ネ ル ギ ー,物 理 学 お よ び数学 関 係 の 文 献 ・数 値 情 報 を 収集 しデ

ー タベ ー スを作 成 して全 世 界 に サ ー ビス して い る
。 ま た,次 に示 す他 のFIZ

で 作成 した デ ー タベ ー ス もINKAを ホ ス トと して サ ー ビス して い る。

・FIZChemieGmbH ,

・FIZTechnike .V.

・FIZWerkstoffee .V.

・GEO-FIZ

・IRR

ベ ル リン(化 学)

フ ラ ンク フル ト(機 械 工 学)

ベル リン(材 料 学)

リノーバ ー(資 源 ・地 質 学)

ス タ ッ トガル ト(土 木 ・建 築 学)

情報 の『収集 は,西 ドイ ツ,EC諸 国 で 発行 され る10,000件 の専 門 誌,政 府 出

版 物,会 議 資料,レ ポ ー ト等 か ら行 って い る。 収 集量 は,現 在 約1,050万 ドキ

ュ メ ン トで あ るが,図7-2に 示 す よ うに急 速 な勢 い で伸 び て い る。

1984年 に は,INKAに お いて7件,他 の機 関 の 協 力 を得 て6件 の 文 献 デ ー

タベ ー ス にっ い て追 加 ・作 成 した 。 例 えば,INKAに よ る もの と して は

・PHYSICSBRIEFS

・MATHEMATICALABSTRACTS

・ENERGIE

他 の 機 関 に よ る もの と して は
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(単 位:10万 ドキ ュメント)
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図7-21NKAデ ー タベ ー スの ドキ ュメ ン ト数 の 推 移

・INIS

・DOE-ENERGY

・COAL

●SIGLE

等 で あ る。 こ.れ ら13デ ー タ ベ ー ス へ の 追 加 ドキ ュ メ ン トは,お よ そ200 ,000

に の ぼ って い る 。 ま た,1984年 にINKAと そ の 他 の 協 力 機 関 で 追 加 ・作 成 し

た 数 値 デ ー タ ベ ー ス は8件 で,そ の うち の 重 要 な も の に

・ENSDF(原 子 構 造 に 関 す る デ ー タ)

・C13NMR(カ ー ボ ン13に よ るNMRス ペ ク トル ・デ ー タ)

・ICSD(無 機 ク リス タ ル 構 造 デ ー タ)

・ENEC(エ ネ ル ギ ー
,経 済 デ ー タ)
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等 が あ る。

な お,現 在INKAで サ ー ビス中 の デ ー タ ベ ー スは 付録 に示 す と お りで あ るが ,

これ らは,次 の よ うな 利 用 に適 して い る。

・西 ドイ ツ ,EC諸 国 の理 工 学 分 野 の 学 術研 究 動 向 を知 る。

・それ に よ って ,研 究 の重 複 を避 け る。

・機器 分 析 デ ー タか ら
,該 当物 質 を 判別 す る。

したが って,INKAデ ー タ ベ ー スの 利 用 者 は,研 究,開 発 お よ び教育 分 野 の科

学 者 並 び に 技術 者 で あ る。1984年 の 利用 者 数 は,タ ー ミナ ル数 に して1 ,182

で あ り,ヨ ー ロ ッパ1,067,日 本83,ア メ リカ12 ,オ ース トラ リア/サ ウジア

ラ ビア5,カ ナ ダ/ア ル ゼ ンチ ン3,メ キ シコ2,ブ ラ ジル/シ ンガ ポ ール1

とな って い る。また,利 用時 間 は,31,000時 間 とな って い る。

INKAサ ー ビス の ネ ッ トワrク は,図 ・7-3に 示 す とお りで あ り,世 界 各 国

でサ ー ビス を受 け る こ とが で き る。 ハ ー ドウ ェ アは ,2台 の シ ー メ ンス 社 コ ン

ピ ュー ダtSIEMENSTYPE7551/7561"を 使 用 して い る
。 全 デ ー タ ベ ー

スで60ギ ガ バ イ トの デ ィス ク容 量 とな って い る。

揚宏

戯 ・

図7-31NKAオ ン ラ イ ンサ ー ビ ス ネ ッ トワ ー ク
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1984年 の 半 ば にSTN--Interpationalと 契 約 し,今 後 は,INKAで 従 来 か

らサ ー ビス して い た50種 類 の デ ー タ ベ ー ス はSTNに 組 み 込 ま れ て サ ー ビス さ

れ る こ と に な る 。

7.3STN-lnternationalと の 契 約 につ い て

INKAに お け る最 近 の ビ ッ グニ ュ ー ス は,STN-Internationalと の契 約 で

あ る。 ここで は,こ れ に つ いて そ の背 景 と今後 に つ いて 述 べ る。

1973年 のIDU計 画 に端 を発 した情 報 関連 施策 の第 一 の プ ロ グ ラ ム(16の

専 門 情 報 セ ンタ ー 〔FIZ〕 の構 築)は,成 果 の 見直 しの 中 で,特 に化 学 技 術 分

野 の情 報 の不整 備 等 に 見 られ る よ うに,種 々 の 問題 が 指 摘 され,完 成 を 見 な い

で1984年 に打 切 と決定 さ れ た。こ れ らの問 題 解 決 の ため に.新 た な長 期 計 画

が策 定 さ れ1985年 か ら実 施 され る こ と とな った。

第 一 の プ ロ グ ラム に則 って活 動 して きたINKAに お いて も,採 算 性 等 が ク ロ

ー ズ ア ップ され るに 至 り,そ の解 決 策 と してSTN-Internationalと の提携 を選

択 した。 西 ドィ ッ国 内 の需 要 だ けで は,デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス事 業 が成 り立

た な い こ と,特 に化 学 関係 で はSTN社(CAS)と 重 複 して デ ータベ ースを作成

して お り,CASオ ン ライ ン ・サ ー ビス と競 合 す るこ と等 が,大 きな 引 き金 と

な った。

こ れ に よ り,INKAは,STN社 の サ ー ビス網 の一 つ の ホ ス トSTN-KA(カ

も

一 ル ス ル ー エ)と して オ ハ イ オ 州のCASオ ン ライ ン ・セ ンタ ー と 接 続 さ れ る

こ とに な る(図7-4参 照)。

したが って,CASオ ン ライ ンが 西 ドイ ツで制 限 無 く使 用 で き る よ う に な る

が,逆 に,西 ドイ ツ で作 成 した物 理 学 分野 の技 術 情 報"PHYSICSBRIEFS"

を ア メ、リカに もサ ー ビスで き る。 特 に,西 ドイ ツお よび ヨー ロ ッパ 内 のINKA

利 用 者 は,次 の よ うな利 点 を得 る こ とに な る。

・一 元 的 な サ ー ビス に な る。

(一 つ の契 約/パ ス ワ ー ド/請 求書)
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図7-4STNINTERNATIONALサ ー ビ ス 網

・STNネ ッ トワー クの 全 ホ ス トの フ ァイ ルが利 用 で き る。

●最 も近 い ホス トか ら
,サー ビスが受 け られ・ 回線料 が安 くな る。

INKAとSTNの 提 携 は,デ ー タベ ース ・サ ー ビス に 限 らず,デ ー タベ ー スの

共 同 開 発 も行 う こ と とな って い る。 いず れ に して も,今 回 の 提 携 が 西 ドイ ツの

情 報 施 策 にお い て プ ラス とな るか マ イ ナス とな るか は,今 後 時 間 を 経 な けれ ば

結 論 は得 られ な い が,今 回 調 査 した ヨー ロ ッパ 各 国 か らは,と か く批 判 的 な見

方 が 多 か った。
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8.CISl

調 査 先:CompanieInternationaledeServicesenInformatique

所 在 地:35,BoulevadBrune75680,ParisCEDEX14

Tel:(1)5392510

Telex:CISIPAR260710F

調 査 期 日:昭 和59年11月27日(火)

面 接 者:Mr.G.Callais

Mr.R.Jarroux

8.1概 要

CISIグ ル ー プ は フ ランス原 子 力 庁 の 助 成 に よ って,情 報処 理 関連 の サ ー ビ

ス を行 う企 業 に成 長 して い る。 現 在 は産 業 省 の管 轄 に な って い るが,基 本 は 営

利 企 業 で あ り,資 本 金5,833万 フラろ1983年 度の売 り上げ13億 フラ7,従 業 員 数

3,031人,支 社 数73(全 世 界)の 規模で あ る。 情 報 サ ー ビス以外 に も次 の よ う

な業 務 を行 って い る。

① 総 合 コ ンサル テ ィ ン グ

② 人 工 衛 星 お よ び工 業 関 係

③ マ ンパ ワ ー,移 行 計画

④ 石 油 精 成 関 係

⑤ 通 信 お よ び コ ンピュ ー タ

⑥ 情 報 処 理 関 連教 育

代 表 的 な支 社 は スペ イ ン(経 営,コ ン ピュ ー タ関 係),イ タ リヤ(コ ン ピュ ータ

デ ザ イ ン,製 造 工 業),ア メ リカ(タ イ ム シ ャ リン グ),ベ ル ギ ー,ル クセ ン ブ

ル グ(通 信),英 国(コ ン ピュ ー タ)が あ り,支 店 は オ ラ ンダ,香 港,日 本 に あ

る。

特 に情 報 処 理 の 分 野 で は,ヨ ー ロッパ におけ る指導的な存在で あ り,CAD/CAM,
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経 済予 測,デ ー タベ ー ス,金 融 情 報 お よび マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タか らス ーパ ー

コ ン ピュ ー タ に至 る まで接 続 す る ネ ッ トワー クサ ー ビスを行 って い る。 ヨー ロ

ッパ お よ び米 国 の9箇 所 の ホ ス トコ ン ピュ ー タ セ ンタ ー に41の コ ンピュー タを

オ ン ライ ンで 結 ん だCISI-NETWORKが あ り・f世界 を カバ ー して い る(図8

-1参 照)
。 この ネ ッ トワー ク には異 機 種 コ ン ピュ ー タが混 在 して い るが,な

ん ら支 障 な く稼 動 して い る(図8-2参 照)。CISIの サ ー ビス はCISI-NE

TWORK以 外 のMARINNET,Telenet,Euronetな ど の ネ ッ トワー クか

らで も利用 で き る。 日本 か らもVENUS-Pを 使 って 利 用で き る。

情 報 サ ー ビスで は週1回 のNEWSLETTERと,EUROSTAT(ヨ ー ロ ッパ

国 際 商 品 分類 統 計)を 月1回 発行 して い る。 な お,Bibliographyは 経 済 情 報 に

も必 要 で あ り今 後 も充 実 す る方 針 で あ る。

CISIグ ル ープ は,CISI・'-WHARTONな ど4つ の子 会 社 を作 って い る。 こ

こで はCISI-WHARTONの 紹 介 を受 け た。1963年 にWHARTON経 済 予 測

協 会 がLawrenceKLEIN氏(1980年 経 済 分 野 の ノ ーベ ル受 賞 者)に よ って

設 立 さ れ,1983年CISIグ ル ープ と合併 した。CISIグ ル ー プの100%出

資 で,経 済予 測 お よ び 分析 並 び に コ ンサ ル タ ン ト業 務 を実施 して い る。
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図8-1 CISIネ ッ ト ワ ー ク

図8-2 CISIホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ 構 成(Saclay)
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8.2ClSl-WHARTONの 活 動

本 節 で は,CISI-WHARTONの 活 動状 況 につ いて 報告 す る。先 に も述 べ た

よ うに,ア メ リカ のWEFA(WHARTONECONOMETRICFORECASTI

NGASSOCIATION)とISIの デ ー タ バ ンク部 門 が1983年 に合併 して

設 立 され た。 前 身 で あ るWEFAは1980年 に ノ ーベ ル経 済 学 賞 を受 賞 した

LawrenceKLEIN氏 と ペ ン シル バ ニ や大 学 の 教授BenjaminFranklin氏 が

1963年 に設 立 した会 社 で,経 済 予測 の分 野 で世 界 の指 導 者 的 存 在 で あ った
。

これ に加 え,CISIの 資 本 力,情 報分 野 め各 種 技 術 が備 わ って ,名 実共 に充実

した予 測 分 析 能 力 を もっ に至 った。 と くに計量 経 済 ,統 計 手 法,デ ー タ ベ ー ス,

マ ネ イ ジメ ン トを 用 いた 新 しい経 済 モ デル ,シ ミュ レー シ ョン ツー ルの 開 発 は,

20年 の経 験 を 生 か した抜 群 の能 力 を有 して い る。 コ ン ピュー タ を用 いた4半

期 モ デ ル,長 期 モ デル,世 界 モ デル は こ こで 最 初 に開 発 さ れ,特 に4半 期 モ デ

ル は政 府 産業 界 の政 策 を含 め た分 析 を ,長 期 モ デル は ミク ロ変 動 を 分 析,世 界

モ デル で は各 国 間 の貿 易 と金 融 の 流 れ を関 連 させ た 分析 した画 期 的 な もの と な

って い る。

(1)会 社 の概 要

① 売 上 高

② 顧 客 数

③ ス タッフ数

④ デ ータバ ンク数

⑤ 対 象 国 数

⑥ 支 店(代 理店)

⑦ 特 記 事 項

7.2百 万 ドル(1983年 の 実績)

600(270が ア メ リカ ,330が フラ ンス ほか)

175名(エ コ ノ ミス ト70名 ,専 門 家100名)

70以 上(5
.0億 字,200万 の 時系 列 情 報)

68カ 国

シカ ゴ,ロ ン ドン,パ リ,サ ール ブル ブル ッケ ン

(西 ドイ ツ)東 京(IRM社 が代 理 店)

値 段 は高 い が情 報 の付 加 価 値 を高 め得 る顧 客 を対 象

と して い る。
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② 事 業 内 容

(a)経 済 関連 デ ー タ ベ ー スの サ ー ビス

利 用 者 は世 界 的 に は公 共機 関 が 多 いが,フ ラ ンス に限 定 す る と,公 共 機

関,銀 行 お よ び大 企 業,中 小 企 業 お よ び コ ンサ ル ト機 関 が1/3つ っ等 分

され て い る。

デ ータ ベ ー ス はCISIグ ル ー プ の3台 の ホ ス トコ ン ピュ ー タ に蓄積 さ れ,

CISINET,TRANPAC(フ ラ ンス),Euronet,Tymnetを 通 じ

て アメ リカ,ヨ ー ロ ッパ を 中心 に サ ー ビス を行 って い る。

そ の他GAMA(フ ラ ンス),EIU(イ ギ リス)と も接 続 して い る'。端 末

はIBM-PCを 使 用 し,検 索 方 法 は直 接 ア クセ ス ま た は ダ ウ ンロー デ ィ ン

グが採 用 され て い る。 な お,現 在 サ ー ビス され て い る デ ー タベ ース の一 覧

を付 録 に示 した。

(b)経 済 分 析 お よび 予 測'

世 界 経 済 サ ー ビス は,60カ 国以 上 の地域 に お け る貿 易 高 と金 融 流通 量

を考 慮 し,貿 易パ タ ー ン,需 要,生 産 量,イ ン フ レー シ ョ ンな ど予 測す る ・

もの で,グ ローバ ル な経 済活 動 の唯 一 の 予 測 サ ー ビスで あ る。 結果 の概 要

報 は4半 期 毎 に刊 行,長 期 予測 も定 期 的 に刊 行 して い る。

外 国 為 替 サ ー スで は14主 要 国 の為 替 流通 状 況 を 毎 月刊 行 して い る。(ア

メ リカ,カ ナ ダ,日 本,フ ラ ンス,イ ギ リス,イ タ リヤ,オ ラ ンダ,西 ド

イ ツ,ベ ル ギ ー,ス イ ス,ア ル ゼ ンチ ン,ブ ラ ジル,メ キ シ コ,ベ ネ ズ エ

ラ)さ らに37カ 国 の 長 期 見通 しも半 年 毎 に刊行 して い る。

国際 農 業 サ ー ビスで は ア メ リカ な ど世 界 市 場 で の農 産 物 にっ いて,需 要,

供 給,価 格 変 動 の 詳細 な予 測 を 実施 して い る。

地 域 別経 済 サ ー ビス に は,社 会主 義 国 経 済 サ ー ビス,中 東 経 済 サ ー ビス,

環太 平 洋 経 済 サ ー ビス,メ キ シ コ経 済 サ ー ビスが あ り,そ れ ぞ れ の地域 に

お け る経 済発 展 と そ の 見通 し,石 油 市場 な ど そ の地域 の 特 記 情 報 を分 析 し

て い る。 お おむ ね,2カ 月 あ るい は4半 期 毎 の ニ ュ ー ス レタ ーを刊 行 して
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い る。

ア メ リカ 経 済 サ ー ビスで は,4半 期 サ ー ビス と長期 サ ー ビス を行 って い

る。 前 者 は ア メ リカ経 済 の詳 細 な 短期 予測 で,需 要状況を は じめ,利 息 レー ト,

イ ン フ レ,収 支,顧 用,金 融 お よび 財 政政 策 を予 測 して お り,月 毎 に概 要

を 刊 行 して い る。 後 者 は10～20年 の長 い スパ ンで予 測 して い る。そ の 他,

産 業 サ ー ビス(JoelPopkinsCo.と 共 同 作 成 で,ア メ リカ の産 業 お よ び

物 価 の 詳細 な情 報 サ ー ビス),地 域 サ ー ビス(人 口統 計,地 域 間取引,エ ネ

ル ギ ー価 格,顧 用賃 金 の 相 関 に力点 を お い た情 報 サ ー ビス),予 測 ニ ュ ース

(ア メ リカ 国 内外 の経 済 変 動 の 週 間 サ マ リー)も 行 って い る。

(c)コ ンサ ル テ ィ ング サ ー ビス

当社の エコィミス トは,そ の大半が経済学あ るいは関連分野 での博士号 を 持 って

お り,ま たスタッフ に は著 名 な経 済学 者,IBM・BANKOOFCANADA

等 に在 籍 して い た プ ラ ンナ ーを抱 え て お り,コ ンサ ル テ ィ ング プ ロジ ェ ク

トは20年 前 か ら実 績 を上 げ て い る。 契 約 リサ ーチの例で は,政 府 関連,貿

易 協会,私 企 業 に対 す る マ ク ロ的,地 域 的,国 際 的経 済 変 動 な らび に エ ネ

ル ギ ー,商 品 マ ー ケ ッ トの 動 向調 査 が あ る。

コ ンサ ル テ ィ ングで はつ ぎの例 が あ る。

① 日本 自動 車 工 業 組 合

日本 軍 輸 出 の アメリカの 自動車市場 と経 済にあたえ るイ ンパ ク ト調 査。

② フ ラ ンス航 空 省

国 内 の定 期 航 空 機 に対 す る燃 料補 給 上 の 問 題 と影 響 調 査 。

③ アメ リカ通 産 省

産 業政 策 の変 更 が 多 地域 の 経 済活 動 に与 え るイ ンパ ク トを評 価 す る

た め に,大 規 模 か っ 多地 域 モ デ ル を開 発 した。

④Dupont社

事 業 拡 大 戦 略 プ ラ ン作 成 の た め,選 択 され た12カ 国 の通 貨 にっい

て,5カ 年 の要 因 分析 と予 測 を 実 施 した。
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g.ASLlB

調 査 先:theAssociationforinformationmanagement

所 在 地:lnformationHouse26-27,BoswellStreetLondon

WCIN3fZ

調 査 期 日:昭 和59年11月29日(木)

面 接 者:Dr.DENNISA.LEWIS(Director)

Mr.DOUGLASWOOD(MarketingManager)

Mr.ADRIANARTHUR

Mis.JERRYTuRPIY

9.1概 要

ASLIBは,BL(BritishLibrary)の 情 報 担 当者 達 に よ って,1926年 に

theAssociationofSpecialLibrariesandInformationBurauと して 設立

され た。 そ の後,事 業 内容 の拡 大 に伴 い それ に見 合 ったtheAssociationfor

InformationManagementに 名称 変 更 したが,ASLIBと 言 う略 称 は,そ の後

も その ま ま用 い て い る。

ASLIBは,50名 の職 員 で 活動 して お り その運 営 資金 は,80%を 政府 か ら

の助 成金 と事 業 収 益 で 賄 って い るが,残 りの20%は 会 員 か らの会 費 に よ る も

ので あ る。 現 在 の会 員数 は 約2千 人 で あ り,そ の 会 費 は年 間130ポ ン ドであ る。

会 員 は,図 書 館,政 府機 関,企 業,個 人 と広 が って い る。 営 業 姿 勢 は,非 営 利

の 立場 を と って お り,利 益 は事 業 の拡 大 や サ ー ビス の拡 大 に向 けて い る。

発足 当初 はBLの 情 報 サ ー ビス の不 備 を補 うこ とが主 な仕 事 で あ った が,現

在 で は図 書 情 報 の分 野 に 関 す るデ ー タ ベ ー ス事業,出 版,コ ンサ ル タ ン ト,リ

サ ーチ お よ び教育 で あ る。 中 で も図 書 情 報 の 収集,出 版 は,従 来 か らの仕 事 で

あ り今 日で もASLIBの メ イ ンとな って い る。 しか し,今 後 は図 書 館 情 報 に 因

わ れ ず,広 く事 業 の拡大 を 進 め て い くよ うで あ る。
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9.2事 業 内 容

9.2.1オ ン ライ ン検 索 サ ー ビス

オ ン ライ ン検 索 サ ー ビス は,い わ ゆ る代行 検 索 サ ー ビスの こ とで あ り,デ ー

タベ ー ス に精 通 した ス タ ッフが ユ ー ザ の要 求 に応 じた 情報 を得 るた め に,適 切

な デー タ ベ ー ス を選 定 して 検 索 し,そ の結 果 を届 け る もので あ る。 ユ ー ザ は,

この サ ー ビス を受 け る こ とに よ って次 の よ うな利 益 が あ る もの と考 え られ る。

① デ ー タベ ース に精 通 した専 任 の ス タ ッ フを抱 え な くて もよ い。

② 情 報 入手 に 時 間 が か か らない 。

③ 情 報 入手 の費 用 が安 価 で あ る。

④ あ らゆ る分野 を カ バ ー した情 報 を 入手 出 来 る

最 近,我 が 国 にお いて も数 多 い デ ー タベ ー スの 中か ら最 適 な もの を選 ん で 効

率 良 く情 報 を得 る こ とが,'一 般 の デ 三 夕ベ ー ス ・ユ ーザ にお い て は困 難 な こ と

か ら,代 行 検 索 業 者 が 注 目 され て い る。

ASLIBで は,オ ン ライ ン検 索 サ ー ビス を1979年 に設 立 した 「theonline

informatincenter」 で 行 って い る。 セ ンタ ーで は,検 索 サ ー ビスの た め に表

9-1に 示 す23の ホ ス トと接 続 契約 して い る。 こ れ らの ホ ス トで サ ー ビス さ

れ る デ ー タベ ース は主 な もの と して 表9-2に 示 す もので あ るが,法 律,特 許

に関 す る もの は な く,し た が って この分 野 に つ い て の デ ータ ベ ー スの 内 容 や 評

価 等 の情 報 志 刊 行 物 で サ ー ビス して い る。
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表9-1ASLIBが 契 約 して い るホ ス ト

項番 ホ ス ト 名 項番 ホ ス ト 名

1 BLAISE-LINE 13 GID(INFODATAonly)

2 BLAISU-LINK 14 INKA

3 BRS 15 IRB

4 BSRIA 16 Pergamon-InfoLine

5 DATACENTRALEN 17
SAMSOM(untildatabases
finallywithdrawn)

6 DATA-STAR 18 SCICON・

7 DIALOG 19

`

SCIMP
'

8 DIMDI(forthcomin) 20 SDC

9 ECHO 21 STNINTERNATIONAL

10 ESA-IRS 22 TELESYSTEMS-QUESTEL

11 FINSBURY 23 WORLDREPOTER

12 FIZ-TECHNIK

＼
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表9-2ASLIBが 利 用 して い る デ ー タ ベ ー ス

分 野

農業,生 物学

環境

出 版

ビ ジ ネ ス ,

.マ ネ ジ メ ン ト

化 学,毒 性,

薬 学

企 業

医学,健 康

,

誌

ス

雑

一

,

ユ

聞

二

新

論 文,石 油,
ロ コ

フ フ ス チ ッ ク

議会,都 市事情

化 学,技 術

デ ー タ ベ ー ス 名

Agrica,Agris,

BIOSIS,CABAbstracts

Enviroline

BooksinPrint

LCMARC,Whitaker

ABI/INFORM

ManagementandMarketingAbstracts,

ManagementCentents,

Predicasts,TEXTLINE

CASEARCH,ECDIN,

PharmaceuticalNewsIndex

(英)ICC,J・ ・da・Watch(f・ ・th・ ・mi・g),

KeyBritish,EnterprisesOnline

(仏)DEFOTEL,ESSOR

(米)Disclosure皿,MillionDollarDirectory

DHSS-DATA,EMB 、ASE(ExcerptaMedicaOnline)

Medline,Psycinfo

(英)BBCSummaryofWoridBroadcasts,

theGuardian,NEWSLINE

(米')M・g・ ・i・ ・ASAP(f・ll…t),N、ti。nalN,w、p、Per

Index,theWashingtonPost

PAPRA,APILIT,Paperchem ,PIRA

Acompline,POLIS,Urbaline

C・mp・ndeX,1・ ・pec,M;t。d,x,NTIS ,SCISEARCH
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セ ンタ ーの刊 行 物 に は,定 期 的 な もの と して は 「OnlineNotes」 が,不 定 期

な もの と して は前 記 の法律,特 許 等 の特 定 の デ ー タベ ニス に つ い て詳 細 に紹 介

す る ものが あ る。 不 定 期 な もの に は,「PATENTSDATABASES」,「1982

SURVEYOFUKONLINEUSERS」 等 が あ る。 「OnlineNotes」 は,

セ ン ター に関 す るニ ュー ス,デ ー タベ ー ス業界 の ニ ュ ー ス(新 しい デ ー タベ ー

スの 計 画,ホ ス トとプ ロデ ュー サ の紹 介 等),今 後 の催 物 の スケ ジュール,研 修

ス ケ ジュ ール,出 版 物 の紹 介 等 を会 員 に対 して行 って い る。 現 在 約800名 の購

読 者 が お り,こ れ らの購読 者 に 対 して は,付 帯 的 に デ ー タベ ー ス の ク リア リ ン

グ ・サ ー ビス も行 って い る。.,.

9.2.2そ の他 のASLIBサ ー ビス

ASLIBで は,前 記 のt ,ン ラ ィ ン検 索 サ ー ビス以 外 に も,次 の よtrな サ ー ビ

スを行 って い る。

① コ ンサ ル タ ン ト ・サ ー ビス

② リサ ーチ ・サ ー ビス

③ 教 育 ・訓 練 サ ー ビス

④ 出版 サ ー ビス

(1)コ ンサ ル タ ン ト ・サ ー ビス

この サ ー ビス は,英 国 内 お よ びEC諸 国 の 団体,企 業 等 か らの委 託 を受

け て,図 書 館 の 自動化 や組 織 の 情報 処 理(デ ー タベ ー ス化 等 も含 め た)の

在 り方 につ いて,コ ンサ ル タ ン トを 行 って い る。

そ の他,電 子 化 され た ドキ ュメ ン トの 分 配 に関 す る検 討 ・評 価,食 品業

界 の情 報 サ ー ビスの 在 り方 等 も これ に含 ま れ て い る。

(2)リ サ ー チ ・サ ー ビス

12名 の調 査 員 がBL等 か らの委 託 を受 けて,調 査 を 行 って い る。 そ の

一 つ に
,ラ イ ブ ラ リア ンの教育 ・訓 練 の た め の カ リキ ュ ラムの在 り方 と言

うテ ー マが あ るが,他 に は新 技 術 に関 す る もの と して次 の ものが あ る。

① イ ン フォ ー メ ー シ ョ ン ・ワー クへ のLANの 適 用
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② 在 宅勤 務

③ 情報 ツー ル と して の マ イ コ ン等 の影 響 評価

④ 情 報官 の た め の エ キ スパ ー ト・シス テ ム

また,情 報技 術 と情 報 管 理 との 関連 もテ ー マ とな って い る。

③ 教育 ・訓 練 サ ー ビス

情 報 管 理等 に携 わ るス タ ッフ に対 し,次 の よ うな コー スを 設 け て2～5日

で 教育 ・訓 練 して い る。

① 情 報 サ ー ビス

② 情 報 検 索 方法

③ 情 報 利 用 の方 法

④ 情 報 管 理 の 方 法

⑤ コ ミニ ュ'ケー シ ョ ン技 術

(4)出 版 サ ー ビス

デー タ ベ ー ス,デ ー タベ ース事 業 等 に関連 す る書 籍 を,定 期 的 あ る い は不

定 期 に発 行 して サ ー ビス して い る。

定 期 刊 行 物 と して は,表9-3に 示 す9種 の ジ ャー ナル が あ り,そ の内 の

4種 類 はASLIB会 員 に無料 で配 布 して い る。
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表9-3ASLIBの 定 期 刊 行 ジ ャーナ ル

1.ASLIBInformation

情 報 分 野 に お け る ニ ュー ス や行 事 お よ びASLIBの 活 動 に 関 す る

ニ ュ ース を掲 載 した ジ ャー ナル。

(月 刊誌;年 間 講 読 料10ポ ン ド(海 外16ポ ン ド))

2.ASLIBProceedings

情 報 管 理 技 術 に 関 す る新 技 術 に っ い て,そ の適 応 をASLIBで 開

催 して い る ミーテ ィ ングの 結 果 や,ユ ーザ か らの機 構 を掲 載 した

ジ ャー ナル 。

(月 刊 誌;年 間 講 読 料30ポ ン ド(海 外35ポ ン ド))

3。JournalofDocumentation

ドキ ュ メ ン トの構 造 や伝 達 に 関す る知 識 を掲 載 した も。',

(季 刊 誌;年 間 講読 料30ポ ン ド(海 外35ポ ン ド))

4.ASLIBBookList

ASLIBで 刊 行 す る出版 物 を紹 介 す る もの で あ り,各 出版 物 に つ

い て専 門 家 の コメ ン トが つ い て い る。

(月 刊 誌;年 間講 読 料25ポ ン ド(海 外30ポ ン ド))

5.Program

図 書 館 や 情 報 サ ー ビスに つ い ての コ ンピ ュー タ利 用 に つ いて 紹 介

す る もの。

(季 刊 誌;年 間講 読 料25ポ ン ド(海 外30ポ ン ド))

6.ForthcomingInternationalScientificandTechnical

Conference'

英 国 内お よ び 諸外 国 で 開催 され る科 学 会 議 に関 す る予定 を掲 載 。

(季 刊 誌;年 間講 読 料26ポ ン ド(海 外32ポ ン ド))

7.IndextoTheses.

英 国,ア イル ラ ン ドの 学位 論文 の イ ンデ ック ス集。

(年2回 刊 行;年 間 講 読料43ポ ン ド(海 外53ポ ン ド))

8.TechnicalTranslationBu)letin

技 術 通 訳者 に対 す る技術 用 語 や 術 語 に 関 す る情 報 お よ び技 術 用 語

翻 訳 に 対 す る説 明 会 を掲 載 した も。

(季 刊誌;年 間講読料13ポ ン ド,技 術翻訳者 グループの会 員11ポ ン ド)

9.CurrentAwarenessBulletin

図 書 館,情 報業においての新 刊図書 に関 する情報 を掲載 したもの。

(月 刊 誌;年 間 講 読 料16ポ ン ド(海 外20ポ ン ド))
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付 録





付 録(1)lNKAの デ 一 夕 ベ ー ス 一 覧

ENERGY(汎 分 野)

・エ ネ ル ギ ー
,物 理 ・天 文 学,地 球 物 理 ・資 源,化 学,

技 術 一 般 ・電 子工 学 ・機 械工 学 ・冶 金 学 ・金 属

・エ ネル ギ ー と関連 分 野
。 エネ ル ギ ー研 究 と技 術,エ ネルギー経済および政 策

を含 む。

・開始 時 期:1974年

・*デ ー タ 数:960
,000

・年 蓄 積 数:175 ,000

1NIS(特 殊 分野)

・エネ ル ギ ー,地 球 物 理 ・資 源,化 学,技 術 一 般 ・電子 工 学 ・機械 工 学 ・

冶 金 学 ・金 属

・原子 核 の研 究 と関 連 技 術

・開 始 時 期:1970年

*デ ー タ数:720
,000

・年 蓄 積数:73
,000

'

COAL(特 殊 分 野)

・エ ネ ル ギ ー ,地 球物 理 ・資 源,技 術 一 般 ・電 子 工 学 ・機 械工 学 ・冶 金 ・

金 属

・石 炭 の研 究 と関連 技 術

*開 始 時期:1978年

*デ ー タ数:48 ,000

・年 蓄積 数:14
,000
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ENERGYLINE(特 殊 分 野)

・ エ ネ ル ギ ー
,地 球 物 理 ・資 源

・エ ネ ル ギ ー 経 済 学 と ア メ リカ の エ ネ ル ギ ー 政 策

・開 始 時 間:1971年

*デ ー タ 数:41 ,000

・年 蓄 積 数:5,200

GEOLINE(特 殊 分野)

・エ ネル ギ ー,地 球 物 理 ・資源,化 学

・地 球 学 ,天 然 資 源 お よ び水 の供 給

・開 始 時 間:1973年

*デ ータ数:350 ,000

・年 蓄積 数=50 ,000

ENEC(特 殊 分 野)

*エ ネル ギ ー ,地 球 物 理 ・資 源

・エ ネ ル ギ ー と経 済 学(世 界 の エネ ル ギ ーバ ラ ン ス,核 力 実 験 設 備 お よ び エ

ネ ル ギ ー源 に 関 す る数 値 デ ー タ)

COMPENDEX(汎 分 野)

・ エ ネ ル ギ ー
,技 術 一 般 ・電 子 工 学 ・機 械 工 学 ・冶 金 学 ・金 属

*エ ン ジニ ヤ リ ン グ(一 般 お よ び 特 殊)

・開 始 時 期:1975年

*デ ー タ 数:745,000

*年 蓄 積 数:104 ,000
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DOMA(汎 分 野)

・ エ ネ ル ギ ー ,技 術 一 般 ・電 子 工 学 ・機 械 工 学 ・冶 金 学 ・金 属

・機 械 工 学

・開 始 時 期:1970年

*デ ー タ 数:300 ,000

・年 蓄 積 数:30 ,000

INSPEC(汎 分 野)

・エ ネル ギ ー ,物 理 ・天 文学,数 学 ・コ ン ピュ ー タ科学,

技 術[般 ・電子 工 学 ・機 械 工 学 ・冶 金学 ・金 属

・電 子 技 術 ,電 子 工 学,制 御(部 分 的)

*コ ン ピュ ー タ科 学 と応 用(部 分 的)

・物 理 学 と そ の関 連 分 野(部 分 的)

・開始 時期:1970年

*デ ー タ数:17
,000,000

・年 蓄積 数:1,900,000

ZDE(汎 分 野)

・ エ ネ ル ギ ー,技 術 一 般 ・電 子 工 学 ・機 械 工 学 ・冶 金 学 ・金 属

・電 子 工 学,制 御,デ ー タ 処 理

・開 始 時 期:1968年

*デ ー タ数=575 ,000

*年 蓄 積 数:50 ,000

PHYS(汎 分 野)

・物 理 ・天 文 学 ,数 学 ・コ ン ピュー タ科 学,化 学

・天 文学 を含 む 物 理 と そ の関 連 分野

・開 始 時期:1979年

*デ ー タ数:440,000

・年 蓄 積 数:110,000
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C13NMR(特 殊 分 野)

・物 理 ・天文 学 ,化 学

・C13に よ るNMRス ペ ク トル(数 値 デ ー タ と化 学 式)

*デ ー タ数:44 ,000

ENSDF(特 殊 分 野)

・物 理 ・天文 学

・原子 核 構 造 と崩壊(数 値 デ ー タ)

*デ ー タ数:18
,000,000

ENSDF-MEDLIST(特 殊 分 野)

・物 理 ・天文 学

・原子 核 構 造 と崩壊
,医 療 および放 射生物学的応用 に関す る数値 データ

*デ ー タ数11
,600

ENSDF-NSR(特 殊 分野)

・生 理 学 ・天文 学

・生 物 に関連 す る原 子 核 構 造 と崩壊

・開 始 時期:1910年

*デ ー タ数:86 ,000

1CSD(特 殊 分 野)

・物 理 学 ・天 文 学
,化 学

・無 機 物 化 合物 の結 晶構 造 に関 す る数 値 デ ー タ

*デ ー タ数:23
,000

PHYSCOMP(特 殊 分 野)

・物 理 学 ・天 文 学

・物 理 分 野 に お け る デー タ の編 集

*開 始 時 期:1976年

*デ ー タ数:3 ,300
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METADEX

・物 理学 ・天文 学 ,化 学,技 術一 般 ・電 子 工 学 ・機 械 工 学 ・冶 金 学 ・金 属

・冶 金 学 と金 属

・開 始 時 期:1966年

*デ ー タ数:500 ,000

・年 蓄 積 数:46
,000

RHEO(特 殊 分野)

・物 理 学 ・天文 学
,技 術 一 般 ・電 子 工 学 ・機 械工 学 ・冶 金学 ・金 属

*レ オ ロ ジー

・開 始 時 期:1976年

*デ ー タ数:23
rOOO

*年 蓄積 数:5 ,000

SDIM1(汎 分 野)

・物 理 学 ・天文 学 ,化 学,技 術 一 般 ・機 械工 学 ・電 子工 学 ・冶 金 学 ・金 属

・冶 金 学 と金 属

・開 始 時 期:1972年 か ら1979年 ま で

*デ ー タ数:177 ,000

・特 記:1979年 か らSDIM2に 切 り換 え

SDIM2(汎 分 野)

・物 理 学 ・天 文 学
,化 学,技 術 一 般 ・機 械 工 学 ・電 子工 学 ・冶 金 学 ・金 属

・冶 金 学 と金 属

・関 始 時 期:1979年

*デ ー タ数:47 ,000

・年 蓄 積 数:22 ,000

一115一



TRIBO(特 殊 分 野)

・物 理 ・天 文 学
,技 術 一 般 ・電 子 工 学 ・機 械 工 学 ・冶 金 学 ・金 属

・摩 擦(摩 擦 抵 抗
,潤 滑,摩 損)

・ 開 始 時 期:1972年

*デ ー タ 数:34
,000

・ 年 蓄 積 数:5
,000

MATH(汎 分 野)

・物 理 ・天 文 学,数 学 ・ コ ン ピ ュ ー タ科 学

・コ ン ピュ ー タ科 学 を 含 む 数 学 お よ び 応 用 数 学

・開 始 時 期:1972年

*デ ー タ数:409 ,000

・ 年 蓄 積 数:45 ,000

MATHDI(特 殊 分 野)

・数 学 ・コ ン ピュ ー タ 科 学

・数 学 教 育 と コ ン ピ ュ ー タ 科 学 に お け る教 育

・開 始 時 期:1977年

*デ ー タ数:15 ,000

・年 蓄 積 数:5
,300

DECHEMA(特 殊 分 野)

・化 学
,技 術 一 般 ・電 子 工 学 ・機 械 工 学 ・冶 金 学 ・金 属

・化 学 の 技 術 と バ イ オ テ ク ノ ロ ジ

*開 始 時 期:1976年

*デ ー タ数:53 ,000

DETHERM(特 殊 分 野)

・化 学

・物 質 の デ ー タ

*デ ー タ数:10 ,000

・年 蓄 積 数:1 ,000
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DKI(特 殊 分 野)

・化 学,技 術 一 般 ・電 子 工 学 ・機 械 工 学 ・冶 金 学 ・金 属

・プ ラ ス チ ッ ク ,ゴ ム,繊 維(性 質,技 術,応 用)

・開 始 時 期=1973年

*デ ー タ 数:112 ,000

*年 蓄 積 数=12 ,000

MEDITEC(特 殊 分野)

・技 術 一 般 ,・電子 工 学 ・機 械 工 学 ・冶 金学 ・金 属

*生 物 医 学工 学

・開 始 時 期:1968年

*デ ー タ数132 ,000

*年 蓄 積 数:6 ,500

ORIS(汎 用)

・地域 計 画 ・土 木建 設 工 学

・都 市 計 画 ,地 域 計 画,国 土 計 画

・開 始 時 期:1974年 か ら1978年 まで

*デ ー タ数:42 ,300

・特 記:1978年 か らRSWBに 切 り換 え

PASCALBAT(汎 分野)

・地域 計 画 ・土 木 建 設工 学

・建 築 技 術 ,都 市 お よび地 域 計 画

・開 始 時 期:1973年

*デ ー タ数:65 ,000

・年 蓄積 数:7 ,500
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RSWB(汎 分 野)

・地域 計 画 ・土 木 建 設 工 学
,社 会 化 学

・都 市 お よ び 地域 計 画 ,住 宅 ・ビル 関係

・開 始 時期:1976年

*デ ー タ数:140
,000

・年 蓄 積 数:26 ,000

BAUFO(特 殊 分 野)

・地域 計 画 ,土 木 建 設 工 学

*土 木 技 術 と研 究 プ ロ ジ ェク ト

・開 始 時 期:1970年

*デ ー タ数:5
,100

・年 蓄 積数:500

BODO(特 殊 分野)

・地域 計 画 ・土 木 建 設工 学

・ ビル建 築 に関 す る デ ー タ

・開始 時期11982年

*デ ー タ数:1 ,400

・年 蓄 積 数:1 ,000

BYGGDOK(特 殊 分野)

・地 域 計 画 ・土 木 建 設 工 学

・住 宅 ・ビル 関係 ,特 に北 欧 の都 市 計 画

・開 始 時 期:1975年

*デ ー タ数:33 ,000

*年 蓄積 数:6 ,000
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FORS(特 殊 分野)

・地域計画 ・ヰ木建設工学,社 会化学

・地域 お よ び都 市 計 画 ,建 築(研 究 プ ロ ジ ェ ク ト)

・開 始 時期:1978年

*デ ー タ数:3 ,600

・年 蓄積 数:900

LINA(特 殊 分 野)

・地 域 計 画 ・土 木 建 設 工 学

・地 域 お よ び都 市 計 画 ,住 宅(書 誌 情 報)

・開 始時 期:1976年

*デ ータ数:2 ,350

・年 蓄 積 数:200

SOFI(特 殊 分 野)

・地域 計 画 ・土 木 建 設 工 学

・建 築 技 術 と建 築産 業 の ソ フ トウ ェア

・開 始 時 期:1981年

*デ ー タ数:330

VISDATA(特 殊 分野)

・地域 計 画 ・土 木 建 設 工 学

*建 築 関 連 の法 律 ,規 制,仕 様 書

*開 始 時期=1975年

*デ ー タ数:8 ,400

FORIS(特 殊 分 野)

・地域 計 画 ・土 木 建 設 工 学 ,社 会 科 学

・社会科 学 全 般(経 済 か ら教育 法 ,心 理学 まで)

・開 始 時期:1971年

*デ ー タ数:34 ,000

・年 蓄 積 数:5 ,000
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SORIS(特 殊 分 野)

*地 域 計 画 ・土 木 建 設 工 学 ,社 会 科学

*社 会学

*開 始 時 期:1981年

*デ ー タ数:17,500

*年 蓄 積 数:5 ,000

NTIS(研 究 報 告)

・社 会 科 学 ,学 際 分 野 の デ ー タベ ー ス

・ア メ リカ商 務 省 研 究 ,開 発,技 術 に関 す る報告 書

・開 始 時期:1975年

*デ ー タ数:560 ,000

・年 蓄積 数:80 ,000

SIGLE(研 究 報 告)

・学 際 分 野 の デ ー タ ベ ー ス

・EC共 同 体 の 報 告 書 類

*開 始 時 期:1981年

*デ ー タ数=15 ,000

・ 年 蓄 積 数:12 ,000

PATENTE(特 許)

・学 際 分 野 の デ ー タ ベ ー ス

・オ ー ス ト リ ア,ス イ ス,西 ドイ ツ の 特 許 情 報

・開 始 時 期:1978年

*デ ー タ 数:590 ,000

・年 蓄 積 数:100 ,000
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PATSDI(特 許)

・学 際 分野 の デ ー タ ベ ー ス

・INPADOC特 許 公 報

・保 存 期 間:6週 間

*デ ー タ数:100,000

CONF(そ の他)

・学 際 分 野 の デ ー タベ ー ス

・エ ネル ギ ー ,物 理,数 学 お よ び関 連 部 門 の研 究 会 情報

・開 始 時 期:1973年

*デ ー タ数:19 ,000

CORP(そ の他)

・学 際 分 野 の デ ー タベ ー ス

・エ ネル ギ ー,物 理,数 学 お よび 関連 部 門 の研 究 機 関情 報

*デ ー タ数:48 ,000

・年 蓄 積 数=1,500

DIRSLEARN(汎 分 野)

*教 育 ・訓 練 用 デー タベ ー ス

・専 門 情 報(エ ネル ギ ー,物 理,数 学)の 訓 練 用 デ ー ダベ ー ス

・デ ー タ数:約1 ,000

TECLEARN(汎 分 野)

・教 育 ・訓 練 用 デ ー タベ ー ス

・専 門 情 報(技 術)の 教 育 ・訓 練

・デ ー タ数:約1,000

PATSDI-TEST(特 殊 用)

・教 育 ・訓 練 用 デ ー タ ベ ー ス

・PATSDI(特 許 公 報)の 教 育 ・訓 練

*デ ー タ数:約30,000
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付録② ClSlの デ ー タ ベ ー ス 一 覧

注)「 地 域 」 は カバ ー して い る国 又 は地域 を 示 す

「期 間 」 は デ ー タ収 集 周 期 を 示 す

「デ ー タ」 は デ ー タ源 を示 す

U)一 般 統 計

oIFS(国 際金 融 統 計)

・IMF(国 際通 貨 基 金)の 統 計局 の デ ー タを もとに して お り
,IMF参 加 国

139カ 国 の統 計 数 字 。

・10の グ ル ー プ ご と に収集

(i)為 替 レー ト

(ii)金 融 制 度

"rl)フ ァイ ナ ン シ ャル サ ーベ イ

Gv)国 際取 引量

M国 際貸 借 勘 定

M)国 際現 金 移 動

Ml銀 行 預 金

(V"1)そ の他 の財 政 制 度

qx)金 利,価 格,生 産 量

(X)国 家 財 政

・情 報 タ イプ:時 系 列

・地 域:231の 国 と地域

・期 間:月 ～年

・時 系 列数:53 ,000
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・更 新 期 間:月

*開 始 時 期= .1948年

*デ ー タ:1 ,M。F

。PI(主 要 経 済 指数)

・7つ の統 計

(i}国 家 収 入 と生 産 量

(幻 産 業 生 産 量

(1川 貿 易,流 通,在 庫

‖V}労 働 力,賃 金

(V)国 内,国 際金 融

M)収 支 バ ラ ンス

Ml貿 易

・情 報 タ イ プ:時 系 列

・地 域:31の 国 と地域

・期 間:月 ～年

・時 系 列 数:6 ,500年

・更 新 期 間:月

・開 始 時 期:1960

*デ ー タ:OECD

oICG(環 境 ,一 般 経 済 情 報)

・ECC諸 国 お よ び ア メ リカ ,日 本 の 短期 予測 の ため の情 報

・分 野 は工 業 ,農 業,国 内貿 易,サ ー ビス,輸 送,人 口 と顧 用,海 外 貿 易,

価 格,金 融,収 支 バ ラ ンス。

・情 報 タ イ プ:時 系 列

・地 域:EEC ,ア メ リカ,日 本,ス ペ イ ン,ポ ル トガル
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・期 間:月 ～ 年

・時 系 列 数:53 ,000

・更 新 期 間:2週 間

*デ ー タ:Eurostat-EEC

02PVD(発 展 国 の経 済 指 数)

・主 要 項 目

(i)人 口統 計 学,社 会 指数

働 国家 予 算

(m輸 送,サ ー ビス

‖V)海 外 貿 易

(V)海 外 援 助,債 務

M)公 共 財 務

Ml農 業 お よ び工 業 生 産

・情 報 タ イプ:時 系 列

*地 域=EECと 関 連 諸 国

・期 間:年

・時 系 列数:93 ,000

・更 新 期 間:月

*デ ー タ:Eurostat,EEC

{2)一 般 統 計 と予 測

oSIC(フ ラ ンス経 済環 境 デ ー タ)

・15の グル ー プ分 け

農 業,政 府 関 連(会 計,地 方 お よび 中央 政 府,社 会 保 障),需 要 ・国 内 貿

易,顧 用,金 融,海 外 貿 易 ・収 支 バ ラ ンス ・交 換 レー ト,工 業 生 産,住

宅 ・建 設 ・公 共 事 業,気 象,環 境 調 査,小 売 価 格,四 半 期 勘 定,収 入,
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エ ネ ル ギ ー

・情 報 タ イ プ:時 系 列

*地 域:フ ラ ン ス

・期 間:月 ～ 年

・更 新 期 間:月

・開 始 時 期:1945年

*デ ー タ:INSEE,フ フ ン ス

oICF(フ ラ ンス短 期 指 標)

・主 な現 点

(i)生 産 か ら流 通 ま で の価 格

(ii)主 要 な レー ト,ク レジ ッ ト,準 備金 等 の 金 融 面

Cl")家 庭,企 業,国 家 で の意 志 決 定 要 因

・情 報 タ イプ:時 系 列

・期 間:月

・時 系 列 数1400

*更 新 期 間:毎 日

・開 始 時期:1980年

*デ ー タ:INSEE,フ ラ ンス

。ANAI(フ ラ ンス にお け る相 互 関連 経 済 予 測)

・90部 門 に お け る,フ ラ ンス国家 会 計 の全 収 支 の予 測

・5カ 年 にわ た って,国 内の 工 業 需要,海 外 貿 易 量,部 門別 生 産 量,投 資

需 要 の 予 測

・情 報 タ イ プ:時 系 列

・期 間:年

・時 系列 数:10,600
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・更 新 期 間:半 年

*デ ー タ:GAMA ,フ ラ ン ス

oSTAB(ド イ ツの統 計)

*ド イ ツの 国家 統 計

・人 口統 計 ,顧 用,企 業 調 査,産 業 活動,住 宅 ・建 設,国 内 外 貿易,輸 送,

ク レジ ッ ト,消 費,国 家 予 算 と税,国 内需 要,給 与 と価格 等

・情 報 タイ プ:時 系 列

*期 間:124 ,000

・更 新 期 間:月

・開 始時 期:1952年

*デ ー タ:Statischesbundesamt

oWEFAN(WHARTONの ニ ュー ス展 望)

・CISI-WEFAス タ ッ フが分 析 した経 済 に 関 す る国 際 的 出来 事

・内容 は

(i)週 間 金 融 ・財 務 デ ー タ

(ii)エ グゼ ク テ ィ ブ ・サ マ リ

qii)最 近 の 金 融 分 析

Gv)ア メ リカ経 済 の概 況

1:V}国 際 経 済 の概 況

*情 報 タ イプ:ニ ュー ス レタ ー

・地 域:全 世 界

・更新 期 間:週

*デ ー タ:WEFA ,フ ィ ラデル フ ィ ア,ア メ リカ
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㈲ 海 外 貿 易

oZCA1(A .C.P.海 外貿 易)

・取 引 緯 … 主 要 経 済
,EECと そ の メ ンバ ー 国,主 要 工 業 国

・情 報 タ イ プ:時 系 列

・地 域:EEC ,53ACP国,10地 中 海 沿 岸 国

・期 間:年

・時 系 列 数:四 半 期

*デ ー タ:Eurostat
,EEC.

oFRIC&FRIM(貿 易 関 係)

・情 報 タ イ プ:時 系 列

・地 域:EEC

・ 期 間:四 半 期 ～ 年

・時 系 列 数:153
,000

・更 新 期 間:月

*デ ー タ:EUROSTAT
,EEC

・COMEXT(EEC海 外 貿 易)

・EuropeanCommunitiesStatisticalOfficeが 作 成 した デ ー タ ベ ー ス

*情 報 タ イ プ:デ ー タ

*地 域:EEC
,ア メ リカ,日 本,カ ナ ダ

*更 新 期 間:2週 間

*デ ー タ:Eurostat ,EEC.

(4)産 業 とサ ー ビス

oSIDR(鉄 鋼 統 計)

・ヨー ロ ッパ の鉱 石 ・鉄 鋼 の貿 易 ,鉄 鋼 業 界 の 顧 用状 況,消 費 量,需 要 と
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供 給 量 に 関 す る統 計 デ ー タ 。

・情 報 タ イ プ:時 系 列

・地 域IEEC,ス ペ イ ン,ア メ リ カ,日 本,ポ ル トガ ル

・期 間:月 ～ 年

・時 系 列 数:5 ,000

・更 新 期 間:月

・開 始 時 期:1973年

*デ ー タ:Eurostat,EEC

oBISE(製 品 ご との 情 報)

・繊 維,化 学 繊 維,衣 料,靴,紙 等,

・情 報 タ イ プ:時 系 列

・地 域:EEC

・ 期 間:四 半 期 ～ 年

・時 系 列 数:34 ,000

・更 新 期 間:四 半 期

*デ ー タ:Eurostat,EEC.

140製 品 に 関 して の情 報

oINDE(産 業 調 査 年 報)

・総 売 上 高,生 産 価 格,付 加 価 値 等

・情 報 タ イプ:時 系 列

・地 域 域:EEC

・期 間:月 ～ 年

・時系 列数:20,000

・更 新 期 間:四 半 期

*デ ー タ:Eurostat,EEC
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⑤ 社 会

oSOCI(人 口 お よ び社 会 統 計)

・人 口統 計 ,顧 用,就 業 時 間,社 会 的衝 突,

・情 報 タ イプ:時 系 列

・地 域:EEC

*期 間:半 年 ～1年

・時 系 列 数:51 ,366

*デ ー タ:Eurostat,EEC

マ ンパ ワ ー ,給 与 と 消 費

oSIPS(社 会保 障統 計)

・社会 保 障 収 支 と関 係 す る国 民 情報

*情 報 タイ プ:デ ー タ

*地 域:EEC

・期 間:年

・時 系 列数:21 ,000

・更 新 期 間:年

*開 始 時 期:1962年

*デ ー タ:Eurostat,EEC

㈲ 収 支 バ ラ ンス と国 家 会 計

oZCN1/SEC1(国 家 会 計 統 計)

・情 報 タイ プ:時 系 列

*地 域=EEC,ス ペ イ ン,ア メ リカ,日 本

・期 間:年

・時 系 列数:7 ,000

・更 新 期 間:四 半 期

・開 始 時 期:1960年
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*デ ー タ:Eurostat
,EEC

。ZCN2(国 家会 計 ,財 とサ ー ビス)

・財 とサ ー ビス の運 用 ,ま た部 門,生 産,機 能 ご とに分 類

・情 報 タ イプ:時 系 列

・地 域:EEC

・期 間:年

・時系 列 数:17 ,000

*更 新 期 間:四 半 期

・開 始 時 期:1970年

、

*デ ー タ:Eurostat ,EEC

oAMP1(組 織 別 会 計)

・企 業
,家 庭,公 共 機 関 別 の 会 計 デ ー タ

・情 報 タ イ プ:時 系 列

・地 域:EEC

・期 間:年

・時 系 列 数:19
,000

・ 更 新 期 間:半 年 ～1年

*開 始 時 期:1970年

*デ ー タ:Eurostat ,EEC

oFINA(現 金 フ ロ ー)

・1970年 以 降 のEEC国 内 の 現 金 フ ロ ー の 情 報

・情 報 タ イ プ:時 系 列

・地 域:EEC

・期 間:年 ,月
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・時 系 列 数:17
,000

・更 新 期 間:半 年

*デ ー タ:Eurostat ,EEC

。ZBP1(収 支 バ ラ ン ス)

*EEC
,ア メ リ カ,日 本 の 収 支 バ ラ ン ス

*情 報 タ イ プ:時 系 列

*地 域:EEC
,USA,日 本

*期 間:年

*時 系 列 数=50
,000

*更 新 期 間:半 年

*開 始 時 期:1960年

*デ ー タ:Eurostat
,EEC

(7)農 業,漁 業 予 測

。ZPA1(農 業 生 産)

・次 の2っ の時 系 列

・1964年 以 降 の 家 畜 と牛 乳
,卵,肉 の生 産 量

・1960年 以 降 の動 物 供 給 量 と1973年 以 降 の 野菜 供 給 量

*情 報 タ イプ:時 系 列

*地 域:EEC

・期 間:月 ～年

・時 系列 数:36 ,000

・更新 期 間:月

*デ ー タ:Eurostat ,EEC

oPACO(農 産 物 価 格 と会 計)

・1969年 以 降 の農 産 物価 格 と農 器 具 の価 格
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・情 報 タ イ プ:時 系 列

・地 域:EEC

・期 間:月 と 年

・時 系 列 数:12 ,000

*デ ー タ:Eurostat,EEC

oFISH(魚 類 統 計)

*魚 獲 海域 で の年 間 漁 獲 量 等

・情 報 タ イプ:時 系 列

*地 域:EEC,ス ペ イ ン,ポ ル トガル

・期 間:月 ,年

・更 新 期 間:月

*デ ー タ:Eurostat,EEC

oRICA(農 業会 計 統 計)

・農 家 の 会 計 情 報 を農 家 の タイ プ

消 費 と支 出別 に収 集

・情 報 タイ プ:時 系 列

・地 域:EEC

・期 間:年

・時 系 列数:75 ,000

・更 新 期 間:四 半 期

・開 始 時 期:1965年

*デ ー タ=Eurostat,EEC

農家 の 規模,国 と地域,生 産 タ イ プ,

⑧ 研 究,エ ネ ル ギ ー

oZRD1(R&D)
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・NABS区 分 に よ るR&Dの 会 計 支 出

・2段 階 の 支 出

・R&Dの 支 出 割 当 て … 初 期 会 計

・R&Dの 実 支 出 … … … 最 終 会 計

・情 報 タ イ プ:時 系 列

・ 地 域:EEC

・期 間:年

・時 系 列 数:5 ,000

・ 更 新 期 間:半 年

*デ ー タ:Eurostat,EEC

。ZEN1(エ ネ ル ギ ー 統 計)

*EEC国 の エ ネ ル ギ ー 統 計

・年 間 生 産 量

・月 別 エ ネ ル ギ ー統 計

・情 報 タ イ プ:時 系 列

・ 地 域:EEC

*期 間:月 ～ 年

・時 系 列 数:31 ,000

*デ ー タ:Eurostat,EEC

。CESA1(エ ネ ル ギ ー 価 格 定 期 報 告)

・石 油
,ガ ス,石 炭,電 気 の 価 格 の オ ン ラ イ ン情 報 と統 計 ・分 析

・週 間 変 化 を 用 い た3ヵ 月 予 測

*情 報 タ イ プ:ニ ュ ー ス レ タ ー

*地 域:EEC,USA

・更 新 期 間:四 半 期
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*デ ー タ:CESA ,GACI

。ELECNUC(原 子 カ プ ラ ン ト特 性)

・原子 カ プ ラ ン トの主 特 性
,核 ・発 電機 ・圧 力 容 器 等,主 要 構 成 物 の供 給

者 情 報

・情 報 タ イプ:フ ァ ク トお よ び数値 情 報

・地 域:全 世 界

・更 新期 間:月 ～ 四半 期

*デ ー タ:CEA ,DPG

*検 索 ソ フ ト:Athesa

⑨ 航 空 産 業

oITA-INFO(航 空 輸 送統 計)

・165カ 国 の 国 内航 空輸 送 の マ ク ロ経済 デ ー タ
,空 輸 企業 財務,都 市 ・国

家 間 の 空 輸 量,20カ 国(EEC,ア メ リカ,日 本,そ の他)の 国 内料 金,

空 輸 事 故,観 光 事業 統 計 な ど

・情 報 タ イ プ:時 系 列

・地 域:全 世 界

・期 間:年

・時 系 列 数:80 ,000

・更 新期 間:月

り
*デ ー タ:InstitutduTransportAerien

oITAN(ITAニ ュ ー ス レター)

・世 界 各 国 の航 空 産 業 関連 刊 行 物 の週 間 シ ョー トニ ュー ス

・内容 は航 空路 ,航 空 産業 政 策,航 空 産 業,航 空器 具,安 全 性,飛 行 場,

旅 行 業,空 陸 競 争,国 際 機 構 等。
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*情 報 タ イ プ:ニ ュ ー ス レ タ ー

・地 域:全 世 界

・更 新 期 間:退

り
*デ ー タ:InstitutduTransportAerien
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